
 

 

 

 

第五次大阪狭山市総合計画 実施計画 

【令和５年度実績報告書】 
 

 

 

 

 

 

 

 
令和６年１０月 

大阪狭山市 
 
 
 

資料５ 



 



第五次大阪狭山市総合計画実施計画令和5年度実績にかかる評価一覧

施策

の大綱
施策

行政の

取組内容
No. 事業 重点施策 R5新規 R6新規 継続

総合評価

（R5）
担当グループ ページ

1 妊娠・出産包括支援事業 Ⅰ-① ○ A 健康推進グループ 7

2 妊産婦タクシー利用助成事業 Ⅰ-① ○ B 健康推進グループ 7

3 出産・子育て応援事業（伴走型支援） Ⅰ-① ○ A 健康推進グループ 8

4 生殖補助医療費等助成事業 Ⅰ-① ○ B 健康推進グループ 8

5 初回産科受診費用助成事業 Ⅰ-① ○ 健康推進グループ 8

6 オンライン妊娠出産育児相談事業 Ⅰ-① ○ 健康推進グループ 9

7 5歳児健康診査事業 Ⅰ-① ○ 健康推進グループ 9

8 出産・子育て応援事業（経済的支援） Ⅰ-① ○ A 健康推進グループ 9

9 認定子育てサポーター事業 Ⅰ-① ○ A こども家庭支援グループ 10

10 プレイセンター事業 Ⅰ-① ○ B こども家庭支援グループ 10

11 こども家庭センター運営事業 Ⅰ-① ○ こども家庭支援グループ 10

1 子ども医療費対策事業 Ⅰ-① ○ A 保険年金グループ 11

2 利用者支援事業 Ⅰ-① ○ B こども家庭支援グループ 11

3 子育て情報提供事業 Ⅰ-① ○ A こども家庭支援グループ 11

4 子育て支援・世代間交流センター施設運営・管理事業 Ⅰ-① ○ A こども家庭支援グループ 12

5 子ども・子育て支援事業計画策定事業 Ⅰ-① ○ A こども家庭支援グループ 12

6 児童家庭相談システム導入事業 Ⅰ-① ○ B こども家庭支援グループ 12

7 こども家庭センター運営事業（再掲） Ⅰ-① こども家庭支援グループ 13

8 子育て世帯訪問支援事業 Ⅰ-① ○ こども家庭支援グループ 13

9 ひとり親世帯等さやりんポイント支援事業 Ⅰ-① ○ こども家庭支援グループ 13

10 子育て支援センター施設長寿命化事業 Ⅰ-① ○ こども家庭支援グループ 14

11 民間放課後児童会運営事業費補助事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 14

12 放課後児童会アドバイザー設置事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 14

13 学校園一貫ICTサービス展開事業（放課後児童会） Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 15

14 第七放課後児童会施設改修事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 15

15 南第一放課後児童会施設改修事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 15

1 保育所・認定こども園等の給食費無償化事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 16

2 保育所・認定こども園等支援事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 16

3 保育所・認定こども園等送迎用バス安全装置設置補助事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 16

4 市内幼稚園等おむつ回収事業 Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 17

5 学校園一貫ICTサービス展開事業（公立幼稚園・こども園） Ⅰ-① ○ A こども育成グループ 17

6 市立幼稚園・こども園等巡回指導事業 Ⅰ-① ○ こども育成グループ 17

7 民間保育所・認定こども園等保育士等スポット配置補助事業 Ⅰ-① ○ こども育成グループ 18

8 民間保育所・認定こども園等ICT機器整備費補助事業 Ⅰ-① ○ こども育成グループ 18

1 子ども万博会場無料招待事業 Ⅰ-② ○ 企画・情報政策グループ 19

2 学習支援員配置事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 19

3 キャリア教育推進事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 20

4 校務支援システム導入事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 20

5 生徒指導支援事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 20

6 スクリーニングシステム導入事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 21

7 プログラミング教育推進事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 21

8 英語教育支援事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 21

9 中学校部活動指導員配置事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 22

10 デジタル教科書導入事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 22

11 部活動地域移行事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 22

12 発達障がい児支援事業 Ⅰ-② ○ A こども家庭支援グループ 23

1 理科等備品整備事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 23

2 安全・安心な学校給食提供事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 23

3 学校給食費無償化事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 24

4 東小学校普通教室環境整備事業（工事） Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 24

5 北小学校普通教室環境整備事業（工事） Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 24

6 教育振興基本計画改定事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 25

7 学校用携帯電話整備事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 25

8 小中学校給食費値上げ抑制事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 25

9 南中学校改修事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 26

10 小中学校屋内運動場熱中症対策事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 26

11 南第二小学校施設長寿命化事業 Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ 26

12 栄養価管理・給食システム導入事業 Ⅰ-② ○ 教育政策グループ 27

13 第七小学校施設環境改善事業（工事） Ⅰ-② ○ 教育政策グループ 27

14 中学校耐力度調査事業 Ⅰ-② ○ 教育政策グループ 27

１子どもや若者の未来が輝くまちづくり

１安心して子育てができる環境づくり

(1)安心して子どもを産み育てられる環境づくり

(2)子育て支援の充実

(3)教育・保育の充実

２生きる力を伸ばす教育環境づくり

(1)学ぶ力・生きる力を育む教育の推進

(2)教育環境の整備・充実
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第五次大阪狭山市総合計画実施計画令和5年度実績にかかる評価一覧

施策

の大綱
施策

行政の

取組内容
No. 事業 重点施策 R5新規 R6新規 継続

総合評価

（R5）
担当グループ ページ

15 第三中学校施設環境改善事業 Ⅰ-② ○ 教育政策グループ 28

16 狭山中学校施設環境改善事業 Ⅰ-② ○ 教育政策グループ 28

17 学校図書館図書整備事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 28

18 スクール・サポート・スタッフ事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 29

19 東小学校普通教室環境整備事業（備品、Wi-Fi） Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ、教育指導グループ 29

20 北小学校普通教室環境整備事業（備品、Wi-Fi） Ⅰ-② ○ A 教育政策グループ、教育指導グループ 29

21 学校園一貫ICTサービス展開事業（小中学校） Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 30

22 校内通信ネットワーク機器更新事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 30

23 育英金貸付範囲拡充事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 30

24 インクルーシブ教育充実事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 31

25 スクールロイヤー派遣業務委託事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 31

26 教育DX推進事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 31

27 第七小学校施設環境改善事業（Wi-Fi） Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 32

28 フリースクールみ・ら・い施設改修事業 Ⅰ-② ○ 教育指導グループ 32

1 学校運営協議会事業 Ⅰ-② ○ A 教育指導グループ 32

2 地域学校協働活動事業 Ⅰ-② ○ A 生涯学習グループ 33

1 さやま元気っ子推進事業 ○ A 生涯学習グループ 34

2 子どもの居場所づくり推進事業 ○ B 生涯学習グループ 34

3 青少年健全育成事業 ○ A 生涯学習グループ 35

1 子どもの居場所づくり推進事業（再掲） 生涯学習グループ 35

1 避難行動要支援者支援事業 Ⅱ-② ○ B 危機管理室 36

2 重層的支援体制整備事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 36

3 地域福祉計画策定事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 37

4 地域の居場所づくり事業 Ⅱ-② ○ A 高齢者福祉グループ 37

1 小地域ネットワーク活動推進事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 37

1 大阪狭山市上下水道料金福祉減免制度の見直しに伴う激変緩和措置事業 Ⅱ-② ○ 福祉政策グループ 38

2 認知症高齢者等個人賠償責任保険事業 Ⅱ-② ○ B 高齢者福祉グループ 38

3 高齢者移動支援事業 Ⅱ-② ○ 高齢者福祉グループ 38

4 高齢者一時保護事業 Ⅱ-② ○ 高齢者福祉グループ 39

1 健康づくり推進事業 Ⅱ-② ○ B 健康推進グループ 40

2 がん検診事業（がん予防対策費） Ⅱ-② ○ B 健康推進グループ 40

3 風しんに関する追加対策事業 Ⅱ-② ○ B 健康推進グループ 41

4 新型コロナワクチン接種事業 Ⅱ-② ○ B 健康推進グループ 41

5 骨髄バンクドナー助成事業 Ⅱ-② ○ B 健康推進グループ 41

6 健康大阪さやま21（第3次）・大阪狭山市食育推進計画（第3次）策定事業 Ⅱ-② ○ A 健康推進グループ 42

7 第2次自殺対策計画策定事業 Ⅱ-② ○ A 健康推進グループ 42

8 がん患者等の医療用補正具購入費助成事業 Ⅱ-② ○ B 健康推進グループ 42

9 成人歯科健康診査拡充事業 Ⅱ-② ○ 健康推進グループ 43

10 ヒトパピローマウイルスワクチンキャッチアップ接種勧奨事業 Ⅱ-② ○ 健康推進グループ 43

11 麻しん風しん混合ワクチン任意予防接種償還払事業 Ⅱ-② ○ 健康推進グループ 43

1 休日診療体制整備事業 Ⅱ-② ○ A 健康推進グループ 44

1 高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画策定事業 Ⅱ-② ○ A 高齢者福祉グループ 45

2 緊急通報システム事業 Ⅱ-② ○ A 高齢者福祉グループ 45

1 一般高齢者運動機能向上事業 Ⅱ-② ○ B 高齢者福祉グループ 46

2 いきいき百歳体操事業 Ⅱ-② ○ B 高齢者福祉グループ 46

3 介護予防活動強化推進事業 Ⅱ-② ○ A 高齢者福祉グループ 46

4 成年後見制度利用促進事業 Ⅱ-② ○ A 高齢者福祉グループ 47

5 介護予防等促進事業 Ⅱ-② ○ B 高齢者福祉グループ 47

6 高齢者補聴器購入費用助成事業 Ⅱ-② ○ B 高齢者福祉グループ 47

7 （仮称）米寿のお祝いさやりんギフト事業 Ⅱ-② ○ 高齢者福祉グループ 48

(3)高齢者や障がい者などにやさしい生活環境の整備

５健康づくりや医療体制の充実

(1)健康づくりの推進

(2)医療体制の充実

６高齢者が安心して暮らせる地域づくり

(1)地域での包括的な支援体制の充実

(2)高齢者自立支援などの推進

(3)学校園・家庭・地域の連携の推進

１子どもや若者の未来が輝くまちづくり

２生きる力を伸ばす教育環境づくり

(2)教育環境の整備・充実

３子どもや若者の健全育成

(1)青少年の健全育成の推進

(2)若者の自立支援

２健康でいきいきと暮らせるまちづくり

４地域福祉の推進

(1)地域で支えあう仕組みづくり

(2)地域福祉の担い手づくり
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第五次大阪狭山市総合計画実施計画令和5年度実績にかかる評価一覧

施策

の大綱
施策

行政の

取組内容
No. 事業 重点施策 R5新規 R6新規 継続

総合評価

（R5）
担当グループ ページ

1 福祉タクシー利用料金助成事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 49

2 軽度難聴児補聴器給付事業 Ⅱ-② ○ B 福祉政策グループ 49

3 障がい者総合相談支援センター事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 50

4 障がい福祉計画及び障がい児福祉計画策定事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 50

1 地域生活支援入浴サービス事業 Ⅱ-② ○ B 福祉政策グループ 50

2 障がい者グループホーム設置促進事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 51

3 自立支援給付事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 51

4 地域生活支援拠点整備事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 51

5 障がい者等相談支援事業 Ⅱ-② ○ 福祉政策グループ 52

1 障がい者虐待防止事業 Ⅱ-② ○ A 福祉政策グループ 52

1 特定健康診査等事業 ○ B 保険年金グループ 53

2 保険料等納付勧奨事業 ○ B 保険年金グループ 53

3 オンライン特定保健指導運動支援事業 ○ B 保険年金グループ 54

4 早期介入保健指導事業 ○ B 保険年金グループ 54

5 保険事業等実施計画策定事業 ○ A 保険年金グループ 54

1 国民年金事業 ○ A 保険年金グループ 55

1 生活困窮者自立支援事業 ○ B 生活援護グループ 55

2 生活困窮者の子どもの学習支援事業 ○ B 生活援護グループ 56

1 立地適正化計画策定事業 Ⅱ-③ ○ A 都市政策グループ 57

2 都市計画事業検討調査事業 Ⅱ-③ ○ 都市計画グループ 57

3 狭山池周辺エリアにおけるにぎわいの創出事業 Ⅱ-③ ○ A 公園緑地グループ 58

1 まちの活性化推進事業（再生連絡協議会） Ⅱ-③ ○ A 企画・情報政策グループ 58

2 狭山池周辺エリアにおけるにぎわいの創出事業（再掲） Ⅱ-③ 公園緑地グループ 58

1 民間建築物の耐震対策事業 Ⅱ-③ ○ B 都市政策グループ 59

2 建築物耐震改修促進計画見直し事業 Ⅱ-③ ○ A 都市政策グループ 59

3 空家等対策計画見直し事業 Ⅱ-③ ○ A 都市政策グループ 59

1 水循環計画推進事業 ○ B 経営総務グループ 60

1 道路舗装長寿命化事業 Ⅱ-③ ○ A 道路グループ 61

2 橋梁長寿命化事業 Ⅱ-③ ○ 道路グループ 61

3 狭山東野線歴史街道整備事業 Ⅱ-③ ○ A 道路グループ 62

1 交通安全施設整備事業 Ⅱ-③ ○ A 道路グループ 62

1 都市緑化を活用した猛暑対策事業 Ⅱ-③ ○ A 道路グループ 63

1 運転免許証自主返納支援事業 Ⅱ-③ ○ B 道路グループ 63

2 交通安全施設整備事業（再掲） Ⅱ-③ 道路グループ 64

1 市内公園遊具設置事業 Ⅰ-① ○ A 公園緑地グループ 65

2 副池オアシス公園道路橋点検事業 Ⅰ-① ○ A 公園緑地グループ 65

3 公園施設長寿命化計画改定事業 Ⅰ-① ○ 公園緑地グループ 66

1 公園緑地維持管理事業 ○ A 公園緑地グループ 66

1 水とみどりのネットワーク事業 Ⅲ-① ○ A 公園緑地グループ 67

2 狭山池周辺エリアにおけるにぎわいの創出事業（再掲） Ⅲ-① 公園緑地グループ 67

11水とみどり豊かなうるおいのある環境づくり

(4)安全で安定した水の供給

10便利で快適な道路交通環境の形成

(1)憩える公園、遊べる公園の整備

(2)国民年金制度の促進

２健康でいきいきと暮らせるまちづくり

(3)生活保護受給者、生活困窮者の支援

９快適な魅力のある都市空間の形成

(1)魅力あるまちづくりの推進

(2)地域の特性に応じたまちづくりの推進

(3)安全・安心な住環境の維持・保全

(4)交通安全対策の推進

３自然と調和した活力のある快適なまちづくり

７障がいがある人の自立と社会参加の促進

(1)障がい者の社会参加の促進

(2)障がい者福祉サービスの充実

(3)障がい者理解の促進

８社会保障制度の安定的な運営

(1)国民健康保険制度の充実

(2)みどりの景観整備

(1)安全で快適な道づくりの推進

(2)人にやさしい交通環境の実現

(3)暮らしを支える公共交通の整備

(3)水とみどりのネットワークの形成
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第五次大阪狭山市総合計画実施計画令和5年度実績にかかる評価一覧

施策

の大綱
施策

行政の

取組内容
No. 事業 重点施策 R5新規 R6新規 継続

総合評価

（R5）
担当グループ ページ

1 倒木枯木対策事業 ○ B 公園緑地グループ 68

2 クビアカツヤカミキリ防除対策事業 ○ B 公園緑地グループ 68

3 クビアカツヤカミキリ対策事業 ○ B 生活環境グループ 68

1 地球温暖化対策設備導入費促進事業 ○ A 生活環境グループ 69

2 環境啓発事業 ○ B 生活環境グループ 69

3 地球温暖化対策実行計画（事務事業編・区域施策編）策定事業 ○ 生活環境グループ 70

1 ごみ減量対策推進事業 ○ A 生活環境グループ 70

1 公害対策事業 ○ A 生活環境グループ 71

1 公共下水道整備事業（汚水） ○ A 下水道・水路グループ 71

2 公共下水道整備事業（雨水） ○ A 下水道・水路グループ 72

1 多面的機能支払交付金交付事業 Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ 産業にぎわいづくりグループ 73

2 効率的な農地貸借促進に係る地域計画策定事業（地域計画） Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ 産業にぎわいづくりグループ 73

3 効率的な農地貸借促進に係る地域計画策定事業（意向調査） Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ A 総合行政委員会事務局 74

1 創業支援補助金交付事業 Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ A 産業にぎわいづくりグループ 74

2 大阪狭山市地域活性化事業 Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ B 産業にぎわいづくりグループ 74

3 技能検定受検料補助事業 Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ B 産業にぎわいづくりグループ 75

4 移動販売等導入事業補助金交付事業 Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ B 産業にぎわいづくりグループ 75

5 市民生活・地域経済活性化事業 Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ B 産業にぎわいづくりグループ 75

6 さやりんポイント発行事業（プラットフォーム管理） Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ A 産業にぎわいづくりグループ 76

7 エネルギー価格高騰対策事業者支援事業 Ⅲ-①.Ⅳ-①、Ⅳ-③ ○ 産業にぎわいづくりグループ 76

1 職業能力開発事業 Ⅳ-② ○ A 産業にぎわいづくりグループ 76

1 北条五代観光推進協議会参加事業 Ⅲ-① ○ A 産業にぎわいづくりグループ 77

1 生涯学習推進事業 ○ B 生涯学習グループ 78

2 図書館推進事業 ○ A 生涯学習グループ 78

3 公民館推進事業 ○ A 生涯学習グループ 79

1 スポーツ推進事業 Ⅱ-② ○ B 生涯学習グループ 79

2 パラスポーツ普及促進事業 Ⅱ-② ○ A 生涯学習グループ 79

3 パリオリンピック・パラリンピック推進事業 Ⅱ-② ○ 生涯学習グループ 80

1 文化会館活性化事業 ○ A 公民連携・協働推進グループ 81

2 文化会館施設長寿命化事業 ○ A 公民連携・協働推進グループ 81

3 大阪・関西万博事業（市民パフォーマンスステージ、市民アート展示等） ○ 公民連携・協働推進グループ 82

1 狭山藩北条氏魅力発信事業 Ⅲ-① ○ A 生涯学習グループ 82

2 郷土資料館展示事業 Ⅲ-① ○ A 生涯学習グループ 82

3 史料調査事業 Ⅲ-① ○ A 生涯学習グループ 83

4 文化財保存活用地域計画策定事業 Ⅲ-① ○ A 生涯学習グループ 83

5 池守田中家保存活用事業 Ⅲ-① ○ 生涯学習グループ 83

1 人権行政推進事業 ○ B 広報広聴・人権啓発グループ 84

2 人権啓発地域活性化事業 ○ A 広報広聴・人権啓発グループ 84

3 人権啓発ユニバーサル事業 ○ A 広報広聴・人権啓発グループ 85

1 男女共同参画推進事業 ○ B 広報広聴・人権啓発グループ 85

2 男女共同参画推進プラン策定事業 ○ A 広報広聴・人権啓発グループ 85

3 女性のための相談事業 ○ B 広報広聴・人権啓発グループ 86

1 慰霊碑斎場施設長寿命化事業 ○ 生活援護グループ 86

2 平和事業 ○ B 広報広聴・人権啓発グループ 86

(2)歴史文化遺産の保存・活用

16互いに人権を尊重する共生社会づくり

14生涯学べる環境づくり

(1)生涯学習の推進

(2)スポーツの普及・振興

15市民文化・歴史文化の振興

(2)商工業の振興

(3)雇用の創出・就労支援

３自然と調和した活力のある快適なまちづくり

11水とみどり豊かなうるおいのある環境づくり

(1)文化・芸術の振興

(1)低炭素社会の実現

(1)農業の振興

(2)循環型社会の構築

(3)環境美化・公害対策

(4)観光の振興

４豊かな心と文化を育むまちづくり

13産業の振興によるにぎわいの創出

(1)人権尊重社会の確立

(2)男女共同参画社会の確立

(3)恒久平和の希求

(4)公共下水道整備の推進

(4)生物多様性の保全

12地域から始める地球にやさしい環境づくり

4



第五次大阪狭山市総合計画実施計画令和5年度実績にかかる評価一覧

施策

の大綱
施策

行政の

取組内容
No. 事業 重点施策 R5新規 R6新規 継続

総合評価

（R5）
担当グループ ページ

3 平和啓発学習事業 ○ B 広報広聴・人権啓発グループ 87

1 多文化共生推進事業 ○ C 広報広聴・人権啓発グループ 87

1 地域防災推進リーダー育成事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 88

2 自主防災組織等活動支援事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 88

3 自主防災組織育成事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 89

4 学校等備蓄推奨事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 89

5 自主防災組織組織化促進事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 89

6 安全安心スクール事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 90

7 災害対策本部運営訓練事業 Ⅱ-① ○ 危機管理室 90

8 消防団育成事業 Ⅱ-① ○ 危機管理室 90

9 災害ボランティアネット運営事業 Ⅱ-① ○ B 福祉政策グループ 91

10 土砂災害特別警戒区域内住宅移転及び補強事業 Ⅱ-① ○ B 都市政策グループ 91

11 池尻北一丁目地内農業用用排水施設整備事業 Ⅱ-① ○ A 下水道・水路グループ 91

12 ため池ハザードマップ作成事業 Ⅱ-① ○ 下水道・水路グループ 92

13 岩室二丁目地内水路改築事業 Ⅱ-① ○ A 下水道・水路グループ 92

14 水路整備事業 Ⅱ-① ○ 下水道・水路グループ 92

15 新池水路改修事業 Ⅱ-① ○ 下水道・水路グループ 93

1 防犯活動推進事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 93

2 街頭防犯カメラ設置事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 93

3 自動通話録音装置貸与事業 Ⅱ-① ○ A 危機管理室 94

1 石油貯蔵施設立地対策事業 ○ A 危機管理室 95

2 非常備消防対策事業 ○ A 危機管理室 95

3 消防広域化事業 ○ A 危機管理室 96

1 消防広域化事業（再掲） 危機管理室 96

1 消費者相談事業 ○ A 産業にぎわいづくりグループ 97

1 市民との協働事業の拡充 ○ A 公民連携・協働推進グループ 98

2 まちづくり円卓会議事業 ○ A 公民連携・協働推進グループ 98

3 姉妹都市・友好都市交流促進事業 ○ B 公民連携・協働推進グループ 99

4 職員地域交流スタートアップ事業 ○ A 公民連携・協働推進グループ 99

5 まちの活性化推進事業（狭山ニュータウンの未来を育むプロジェクト） ○ A 公民連携・協働推進グループ 99

5 まちづくり円卓会議事業（さやりんピック事業） ○ A 生涯学習グループ 100

1 地区集会所建設補助金事業 Ⅱ-① ○ B 公民連携・協働推進グループ 100

2 地域力活性化支援事業 Ⅱ-① ○ A 公民連携・協働推進グループ 100

3 狭山池まつり補助事業 Ⅱ-① ○ A 公民連携・協働推進グループ 101

4 市民活動支援センター活性化事業 Ⅱ-① ○ A 公民連携・協働推進グループ 101

1 公民連携推進事業 ○ A 公民連携・協働推進グループ 101

1 広報事業 Ⅲ-② ○ A 広報広聴・人権啓発グループ 102

2 ホームページリニューアル事業 Ⅲ-② ○ A 広報広聴・人権啓発グループ 102

1 魅力発信事業 Ⅲ-② ○ A 産業にぎわいづくりグループ 103

1 広聴事業 ○ A 広報広聴・人権啓発グループ 103

1 情報公開・個人情報保護事業 ○ A 法制・総務グループ 104

1 第五次総合計画中間見直し事業 ○ 企画・情報政策グループ 105

2 行財政改革推進事業 ○ A 行財政マネジメントグループ 105

21情報共有と発信の充実

(1)広報の充実

(2)都市魅力の発信

(3)広聴活動の充実

(4)情報の公開

22持続可能な行財政運営

(1)効率的で効果的な行財政運営の推進

５安全で安心できるまちづくり

(4)多文化共生の推進

16互いに人権を尊重する共生社会づくり

４豊かな心と文化を育むまちづくり

(3)恒久平和の希求

17防災・防犯対策の強化

(1)防災対策の強化

(2)コミュニティ活動の促進

(3)公民連携の推進

(1)市民参加（参画）・協働の推進

(2)防犯対策の強化

18消防・救急体制の強化

(1)消防体制・火災予防の充実

(2)救急救命体制の充実

19安心できる消費生活の支援

(1)消費者保護の推進

６施策の推進に向けて

20市民とともにつくる参画と協働のまちづくり
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第五次大阪狭山市総合計画実施計画令和5年度実績にかかる評価一覧

施策

の大綱
施策

行政の

取組内容
No. 事業 重点施策 R5新規 R6新規 継続

総合評価

（R5）
担当グループ ページ

3 内部統制システム運用事業 ○ A 法制・総務グループ 106

4 行政不服審査事業 ○ A 法制・総務グループ 106

5 ふるさと応援寄附金事業 ○ A 産業にぎわいづくりグループ 106

1 文化会館施設長寿命化事業（再掲） 公民連携・協働推進グループ 107

2 公の施設の指定管理者選定事業 ○ A 行財政マネジメントグループ 107

3 本庁舎長寿命化事業 ○ A 資産活用・契約グループ 107

4 公共施設マネジメント推進事業 ○ A 資産活用・契約グループ 108

5 西池尻連絡所解体事業 ○ A 資産活用・契約グループ 108

6 保健センター施設長寿命化事業 ○ 健康推進グループ 108

7 コミュニティセンター施設長寿命化事業 ○ A 市民窓口グループ 109

8 コミュニティセンター備品購入事業 ○ 市民窓口グループ 109

9 総合グラウンド等樹木剪定及び伐採事業 ○ A 生涯学習グループ 109

10 スポーツ施設長寿命化事業 ○ 生涯学習グループ 110

11 図書館施設改修事業 ○ A 生涯学習グループ 110

1 人材育成の推進 ○ A 人事グループ 110

2 労働安全衛生の充実 ○ C 人事グループ 111

3 組織力・意欲向上改革事業 ○ 人事グループ 111

1 電算処理効率化事業 ○ A 企画・情報政策グループ 111

2 統合情報システム基盤整備事業 ○ A 企画・情報政策グループ 112

3 施設予約システム更新事業 ○ A 企画・情報政策グループ 112

4 DX推進計画策定事業 ○ A 企画・情報政策グループ 112

5 住民情報システム標準化支援事業 ○ A 企画・情報政策グループ 113

6 住民情報システム等再構築事業 ○ 企画・情報政策グループ 113

7 チャットAIアシスタント導入事業 ○ 企画・情報政策グループ 113

8 個人情報保護事業 ○ A 法制・総務グループ 114

9 戸籍住民基本台帳事業（コンビニ交付） ○ B 市民窓口グループ 114

10 住民票の写し・印鑑登録証明書うコンビニ交付サービス手数料減額実証事業 ○ B 市民窓口グループ 114

11 マイナンバー（個人番号）カード交付事業 ○ B 市民窓口グループ 115

12 議会ICT化推進事業 ○ 議会事務局 115

1 広域連携推進事業 Ⅱ-③ ○ A 企画・情報政策グループ 115

51 53 156

【総合評価の基準について】

○下記クロス表に基づき、令和5年度の総合評価を決定しています。

　

①取組みの実施状況

（1）概ね計画どおりに実施した。

（2）計画の半分以上実施した。

（3）計画の半分未満しか実施することができなかった。

（4）取組みを実施できなかった。

Ａ 150

概ね計画どおり Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ 51

計画の半分以上 Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｃ 2

計画の半分未満 Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ 0

未実施 Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ 合計 203

総合評価（R5）

※令和6年度新規事業や、継続事業でも令和5年度に実施してい

ない事業、また、再掲の事業については、総合評価（R5）の欄は

斜線を引いています。

②指標の目標達成率

（1）目標達成率が80％以上であった。

（2）目標達成率が50～80％であった。

（3）目標達成率が50％未満であった。

（4）目標を設定しない。（ふさわしい目標がない）

目標なし50％未満50～80％80％以上

小計

260合計

(4)情報化の推進と個人情報の保護

(5)広域連携の推進

(2)適切な公共マネジメントの推進

(3)人材育成と活用

６施策の推進に向けて

22持続可能な行財政運営

(1)効率的で効果的な行財政運営の推進

目標達成率

実施状況
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指標名

妊産婦個別相談延べ

件数
基準値

（令和元年度）

601件

令和5年度目標値

600件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 13,296 千円 決算額 12,381 千円 656件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 12,962 千円 決算見込額 12,962 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

タクシーの利用枚数

基準値

（令和元年度）

1,181枚

令和5年度目標値

1,600枚

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 476 千円 決算額 437 千円 711枚

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 612 千円 決算見込額 612 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1)
安心して子どもを産み育てられる環境

づくり
Ⅰ－①出産・子育ての支援

今後の予定や

課題など
継続して実施する。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き実施している。
令和5年度

総合評価

B

施策の大綱　１ 子どもや若者の未来が輝くまちづくり

【施策１】 安心して子育てができる環境づくり

将来あるべき姿（めざす方向性） 　安心して子どもを産み育てられる環境が整った、子育てにやさしいまちをめざします。

事業名 事業概要

1

　保健センターに助産師が常駐し、妊娠届出時や育児パッケージ配付時の機会を活用

して、母子専用相談ルームで妊婦全員と面談し、妊娠・出産・育児に対する相談や情

報提供を実施する。また、継続した支援が必要な対象を把握するとともに、必要時支援

プランを作成し、産前・産後サポート事業や産後ケア事業等の支援につなげる。

取組内容

令和5年度

（実績）

助産師が妊産婦に対し、妊娠・出産・子育てについて相談や支援を行った。また、妊娠中

の親の交流を図るとともに子育て情報の提供や育児パッケージのプレゼント等を行った。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き実施している。
令和5年度

総合評価

A

健康推進グループ
今後の予定や

課題など
継続して実施する。

妊娠・出産包括支援事

業

2

　妊産婦の健やかな出産を支援することを目的として、妊産婦が健診や受診する際のタ

クシーの利用料金を一部助成する。

取組内容

健康推進グループ

令和5年度

（実績）

妊産婦が健診や受診する際のタクシーの利用料金を一部助成した。

妊産婦タクシー利用助

成事業
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指標名

面談実施率

基準値

（令和元年度）

100%

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,230 千円 決算額 376 千円 93%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 551 千円 決算見込額 551 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

申請件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

140件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 12,000 千円 決算額 3,337 千円 81件

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 6,000 千円 決算見込額 4,290 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

申請件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 50 千円 決算見込額 50 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

　核家族化が進み、地域のつながりも希薄となる中で、孤立感や不安感を抱く妊婦・子

育て家庭も少なくないことから、全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができ

る環境を整備するため、妊娠届出時・妊娠8か月前後・出生届出から乳児家庭全戸訪

問までの間の計3回、保健センターの保健師・助産師等の専門職による個別面談を実

施する。

取組内容

事業名 事業概要

引き続き実施している。

継続して実施する。

3

出産・子育て応援事業

（伴走型支援）

令和5年度

（実績）

妊娠届出時・妊娠8か月前後・出生届出から乳児家庭全戸訪問において、保健センター

の保健師・助産師等の専門職による個別面談及び家庭訪問を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

5

初回産科受診費用助成

事業

　低所得の妊婦の経済的負担の軽減を図り、受診しやすい体制を整備するため、産科

医療機関等を初回受診する際に必要な費用の一部を助成する。

取組内容

健康推進グループ

令和6年度

（進捗状況）

引き続き助成を実施している。
令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
継続して実施する。健康推進グループ

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

今年度から助成を開始している。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

A

健康推進グループ
今後の予定や

課題など
継続して実施する。

4

生殖補助医療費等助成

事業

　不妊治療に係る費用負担の軽減を図るため、保険適用された後の生殖補助医療費

の自己負担額の一部をはじめ、生殖補助医療と併せて実施される先進医療に係る費

用についてもその一部を助成する。

取組内容

令和5年度

（実績）

不妊治療に係る費用負担の軽減を図るため、保険適用された後の生殖補助医療費の自

己負担額の一部をはじめ、生殖補助医療と併せて実施される先進医療に係る費用につい

ての助成制度を創設し、助成を実施した。

8



指標名

登録者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,333 千円 決算見込額 3,333 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

受診者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 2,008 千円 決算見込額 2,008 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

給付件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

930件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 54,287 千円 決算額 40,707 千円 795件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 47,229 千円 決算見込額 47,229 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

令和5年度

総合評価

乳幼児健診の案内にチラシを同封、子育て支援センターでの配架、訪問や健診時に声掛

けするなどして周知を実施。登録者数255名（8月末時点）、月平均利用件数35件。

引き続き実施している。

事業名 事業概要

健康推進グループ
今後の予定や

課題など
健診の内容や学校園との連携など、今後、従事者や関係機関と調整しながら行っていく。

6

オンライン妊娠出産育児

相談事業

　妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援の更なる充実を図り、子どもを産み育てやすい

環境を整備するため、夜間・休日でも産婦人科や小児科医師等にビデオ通話やメール

等で気軽に相談できる体制を整備する。

　また、SNSを活用し、定期的な医療記事配信や動画ライブ配信による情報提供を行

う。

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

取組内容

令和5年度

総合評価

健康推進グループ
今後の予定や

課題など
継続して実施する。

7

5歳児健康診査事業

　出産後から就学前の間、切れ目なく実施している乳幼児健診に加え、学校での集団

生活が始まる就学前の機会に、精神発達の状況や言語発達の遅れなどの状況把握に

より、発達障がいや育児上の課題の早期発見につなげるため、5歳児健診を新たに実施

する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

5月から月１回実施。対象は約50名/月。現在162名（8月末時点）受診。必要な児

には、受診勧奨、療育の紹介、発達検査や経過観察健診の紹介などを行い、必要な支

援につなげている。

8

出産・子育て応援事業

（経済的支援）

　出産育児関連用品の購入費助成や子育て支援サービスの利用負担軽減を図るた

め、妊娠届出時に出産応援ギフト、出生届出時に子育て応援ギフト（各5万円）を給

付する。

取組内容

令和5年度

（実績）

核家族化や地域のつながりの希薄化により、孤立感や不安を抱く妊婦、子育て家庭が増えている中

で、全ての妊婦や子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境をめざし、妊娠中から出産・子育

てまでの経済的支援として、出産応援ギフト及び子育て応援ギフトの支給を行った。

令和6年度

（進捗状況）

各ギフトの申請者を審査し、申請月の翌月末までには各ギフトの支給を行う。
令和5年度

総合評価

A

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など
引き続き、出産応援ギフト及び子育て応援ギフトを支給する。
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指標名

認定子育てサポーター

登録者数
基準値

（令和元年度）

102人

令和5年度目標値

120人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,962 千円 決算額 5,680 千円 108人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 7,278 千円 決算見込額 7,278 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

プレイセンター設置数

基準値

（令和元年度）

6か所

令和5年度目標値

7か所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,629 千円 決算額 3,473 千円 5か所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,036 千円 決算見込額 4,036 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

サポートプラン作成件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 20,810 千円 決算見込額 20,810 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

9

認定子育てサポーター事

業

　子育てや保育経験のある市民を対象に、養成講座を実施し、受講生をサポーターとし

て認定する。子育てサポーターによる新たな取組みにより、各地域での子育て支援の充

実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

各地区の集会所や公園で、サポーター主催のあそびのひろばや、あおぞらひろばの実施、市立幼稚園

やこども園の3歳児保育や未就園児事業、プレイセンター事業、UPっぷフェスタへの協力を行った。ま

た、フォローアップ講座を実施し、より子育て支援力が充実するよう努めた。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、あそびのひろばや、あおぞらひろばの実施や、市立幼稚園・こども園の3歳児保育や未就園

児事業、プレイセンター事業への協力を行っている。また、「子育てサポーターとあそぼう」の実施や、

UPっぷフェスタに向けた準備を進めつつ、フォローアップ講座を6月に実施した。

令和5年度

総合評価

A

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

令和7年1～3月に認定子育てサポーター養成講座を実施し、登録者数の目標値をめざ

す。

引き続き、自主事業等の事業を実施し、地域での子育て支援活動を進める。

令和5年度

総合評価

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

児童虐待防止には、関係機関とのネットワークづくりが重要であり、各機関の集まりの場を

借り、児童虐待発見時の対応等について、周知していく必要がある。

10

プレイセンター事業

　子どもに“自分で選ぶ遊び”を、親に“親のための学習会”を提供できるよう、子育て家

庭の親と子どもが会員となって協同運営を行い、地域の集会所等で活動している。

取組内容

令和5年度

（実績）

5団体が活動している。親子の登録者数は44組で、プレイセンターで年間60回活動を実施している。

延べ358組の親子が、プレイセンターでの活動において、子育てを楽しみ、交流を図った。

各プレイセンターで子育て講座を実施。実施回数は15回、参加親子総数は109組。

令和6年度

（進捗状況）

親子の会員登録数は29組で、5か所のプレイセンターが活動している。地域の集会所等で

地域の方や子育てサポーターの協力のもと、各プレイセンター、4～6回の活動を実施した。

また、親子で楽しむことができる子育て講座を各プレイセンター、1～2回実施した。

令和5年度

総合評価

B

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

会員の親子が、子育ての楽しさを感じ、保護者同士のつながりを深め、年間11～15回の活動自主

的な運営ができるよう支援する。また、プレイセンター事業の見直しと地区の方々の協力を得ながら状

況に合わせ、実施できるようにする。

11

こども家庭センター運営

事業

　児童虐待事案の未然防止や早期発見、的確な初動に万全を期すとともに、子育てに

不安や悩みを抱える方々に寄り添いながら、これまで以上に、丁寧かつ親身になって対

応できる体制を構築するため、母子保健分野と児童福祉分野を一体化した「大阪狭山

市こども家庭センター」を、子育て支援・世代間交流センター“UPっぷ”内に設置する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

母子保健分野と児童福祉分野の両機能を活かして支援を行うため、月に1回、合同ケー

ス会議を開催し、要支援児童等に対する支援方針の検討を行い、支援計画の作成を

行っている。

事業名 事業概要
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指標名

医療費助成対象年齢

（上限）
基準値

（令和元年度）

15歳

令和5年度目標値

18歳

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 309,622 千円 決算額 308,961 千円 18歳

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 298,036 千円 決算見込額 298,036 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

利用件数

基準値

（令和元年度）

327件

令和5年度目標値

250件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 9,604 千円 決算額 8,956 千円 173件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 11,363 千円 決算見込額 11,363 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

配信件数

基準値

（令和元年度）

307件

令和5年度目標値

1,200件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 388 千円 決算額 387 千円 1,236件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 330 千円 決算見込額 330 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

(2) 子育て支援の充実 Ⅰ－①出産・子育ての支援

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価

A

保険年金グループ
今後の予定や

課題など
引き続き、子ども医療費助成事業を実施する。

利用者支援事業

　「保育・子育てコンシェルジュ」が、子どもや保護者・妊婦が、教育・保育施設や子育て

支援サービスを円滑に利用できるよう、相談や助言を行い、子育て家庭の個々のニーズ

にあった必要な支援を行う。

　また、保健センター等の関係機関との連絡調整、連携を図り、子育て家庭に必要な支

援が行き届くようにする。

　子どもの健全な育成を図るため、医療費の一部を助成する。

取組内容

取組内容

令和5年度

（実績）

利用者の不安や心配事に寄り添い、個々のニーズに合った相談の助言や必要な支援を

行った。（相談延べ件数173件）（ぽっぽえん：85件、UPっぷ：88件）

令和6年度

（進捗状況）

子ども医療費対策事業

令和5年度

（実績）

引き続き、子ども医療医療助成事業を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、子ども医療費助成策事業を実施する。

保育・子育てコンシェルジュを中心に、保・幼・こども園に関する情報提供、専門的な担当

部署につなぐなど、個々に応じた相談事業の実施を行う。

1

2

令和6年度

（進捗状況）

3

子育て情報提供事業

　市内の子育てに関する情報（イベント、講座、支援情報、予防接種など）をスマート

フォンやタブレット等で閲覧することができ、子どもの年齢に応じた情報のプッシュ通知が可

能なアプリケーションを作成し、配信することにより、子育て家庭への支援の充実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

アプリで、子育て情報を配信した。（配信件数：1,236件、新規ダウンロード数：751

件）

庁内各部署から情報提供のあった子育てイベント情報等を発信している。
令和5年度

総合評価

A

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など
庁内各部署から情報提供のあった子育てイベント情報等を遅延なく発信する。

令和5年度

総合評価

B

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

利用者の不安や心配事に寄り添い、個々のニーズに合った相談の助言や必要な支援を

行っている。
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指標名

子育て支援・世代間交

流センター利用者数
基準値

（令和元年度）

29,091件

令和5年度目標値

25,000件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 29,145 千円 決算額 27,902 千円 29,152件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 27,546 千円 決算見込額 27,546 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

30%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,525 千円 決算額 2,355 千円 30%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 6,371 千円 決算見込額 6,371 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

児童家庭相談

対応件数
基準値

（令和元年度）

468件

令和5年度目標値

600件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,262 千円 決算額 471 千円 397件

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 2,825 千円 決算見込額 2,825 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

4

子育て支援・世代間交

流センター施設運営・管

理事業

　地域における子育て支援を総合的に推進するとともに、子どもや子育て家庭が世代を

超えて市民と交流できる環境を提供するため、子育て支援・世代間交流センター“UPっ

ぷ”の運営及び維持管理を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

子育て交流ひろばのプレイルームや、世代間交流ひろば（自習室・まちライブラリー）利用

の促進に努めた。また、子育て講座等を開催するとともに、市民協働事業や世代間交流

事業を実施した。

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

5

令和5年度

総合評価

A
今後は、本市の実情に合った計画策定のために、庁内外の委員に計画案を諮るとともに、

パブリックコメントを実施し、計画内容の検討を行う。令和6年度末に第3期計画を完成さ

せる予定である。

子どもの貧困状況の把握に関するアンケート調査及び保育・教育や放課後児童会等のニーズ、子育て環

境、育児休暇の取得状況、保護者の就労状況、子育て環境の市への要望等の把握に関するアンケート調

査を実施した。また、調査を実施するにあたり、協議会に諮り、調査内容の検討を行った。

子どもや子育て家庭が世代を超えて交流できる事業の展開及び、子育て支援・世代間交

流センター“UPっぷ”の運営及び維持管理を継続して行う。

子ども・子育て支援事業

計画策定事業

　子育て家庭が安心して子育てに取り組めるよう、子どもと子育てに関する総合的な施

策を推進するため、「第3期大阪狭山市子ども・子育て支援事業計画」（計画期間：

令和7年度～令和11年度）を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度の調査結果を精査し、「第3期大阪狭山市子ども・子育て支援事業計画」に

おける計画の体系図、保育・放課後児童会・子育て支援事業等についての量の見込みの

算出と提供体制、計画に登載すべき事業等の検討を行っている。

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

令和6年度

（進捗状況）

子育て交流ひろばのプレイルームや、世代間交流ひろば（自習室・まちライブラリー）を開

設するとともに、子育て講座・研修や子育てサークル支援、市民協働事業、世代間交流

事業、他部署との共催事業を実施している。

令和5年度

総合評価

A

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

B

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

こども家庭支援グループ以外のグループも情報を入力することで、情報共有にかかる時間短

縮につながると考えられるが、入力の方法や情報の取扱い等に課題がある。

6

児童家庭相談システム

導入事業

　警察をはじめ学校、保育所等からの児童虐待通報が増加している中、児童虐待に対

応する関係職員間の情報共有を効果的に行うとともに、ケース移管などの際における関

係機関への報告業務等の効率化を図るため、児童家庭相談システムを導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年2月からシステムを導入し、子育て支援グループだけでなく、学校教育グループ、健

康推進グループからも情報の閲覧が可能となった。

令和6年度

（進捗状況）

従来、手書きで行っていた経過記録を、システムに入力することによって、離れた場所でも

瞬時に共有できるようになっている。
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指標名

サポートプラン作成件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 20,810 千円 決算見込額 20,810 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

訪問実施回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 650 千円 決算見込額 650 千円

担当グループ □ 順調 ■ 遅延 □ 完了

指標名

付与件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 8,145 千円 決算見込額 8,145 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

業務委託に向け、居宅介護の事業者へのヒアリングを実施し、実施内容の詳細を協議し

ている。

令和5年度

（実績）

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

母子保健分野と児童福祉分野の両機能を活かして支援を行うため、月に1回、合同ケー

ス会議を開催し、要支援児童等に対する支援方針の検討を行い、支援計画の作成を

行っている。

児童虐待防止には、関係機関とのネットワークづくりが重要であり、各機関の集まりの場を

借り、児童虐待発見時の対応等について、周知していく必要がある。

　家事・子育て等に対し不安・負担を抱えた子育て家庭、妊産婦、ヤングケアラー等が

いる居宅を訪問し、家庭が抱える不安や悩みを傾聴するとともに、家事・子育て等の支

援を実施することにより、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐ。

取組内容

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

令和5年度

総合評価

こども家庭センター運営

事業（再掲）

　児童虐待事案の未然防止や早期発見、的確な初動に万全を期すとともに、子育てに

不安や悩みを抱える方々に寄り添いながら、これまで以上に、丁寧かつ親身になって対

応できる体制を構築するため、母子保健分野と児童福祉分野を一体化した「大阪狭山

市こども家庭センター」を、子育て支援・世代間交流センター“UPっぷ”内に設置する。

令和5年度

総合評価

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

7

取組内容

受託事業者の不足により、事業開始に遅れが出ている。速やかに事業が実施できるよう、

努めていく。

令和6年度

（進捗状況）

制度設計を行い、令和6年8月より申請受付を開始した。また、広報誌や子育て応援アプ

リでの周知を行う。

事業名 事業概要

8

ひとり親世帯等さやりん

ポイント支援事業

　ひとり親等世帯及び障がい児を養育する世帯の家計負担を軽減し、子育てを支援す

るために、さやりんポイントを支給する。

取組内容

令和5年度

（実績）

子育て世帯訪問支援事

業

こども家庭支援グループ

9

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など
支給決定の審査を行い、支給対象者へさやりんポイントを付与する。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,500 千円 決算見込額 1,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

民設民営放課後児童

会の受入児童人数
基準値

（令和元年度）

37人

令和5年度目標値

80人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 27,656 千円 決算額 21,691 千円 68人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 36,768 千円 決算見込額 36,768 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

放課後児童会アドバイ

ザーの確保人数
基準値

（令和元年度）

3人

令和5年度目標値

4人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,880 千円 決算額 4,800 千円 4人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,280 千円 決算見込額 4,280 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

国基準を満たした3ヶ所の民設民営の放課後児童健全育成事業者へ運営事業費の一

部補助を行い、放課後児童会の利用ニーズの高い校区の児童の受け皿を拡大し、官民

連携で放課後の児童の居場所づくりの充実に努めた。

令和6年度

（進捗状況）

国基準を満たした4ヶ所の民設民営の放課後児童健全育成事業者より令和6年度分補助金の交付

申請を受け付けた。また、待機児童を解消、もしくは出さないようにするため、官民連携による更なる放

課後の児童の居場所づくりに関し、検討・調整等を行っている。

令和5年度

総合評価

令和5年度

総合評価

10

子育て支援センター施設

長寿命化事業

　子育て支援センター研修室前の庇部分は劣化が著しく、コンクリートの破損及び落下

の危険性があることから、施設利用者の安全性を確保するために、改修を行う。

取組内容

11

民間放課後児童会運営

事業費補助事業

　放課後児童会に入会する必要がある児童の受け皿を拡大するとともに、柔軟なサービ

スの展開による保護者ニーズの補完を図るため、民設民営の放課後児童健全育成事

業実施事業者が本市に事業の実施を届け出た上で、補助金交付基準を満たして運営

を行う場合、事業に係る必要経費の一部を補助する。

取組内容

元校長2名による各放課後児童会への巡回を週に3回程度行い、現場の諸課題の聞き取り・助言・

指導に努めることで、課題が多様化している放課後児童会のスムーズな運営の一助となった。また、外

部有識者2名を月に1回程度各放課後児童会へ派遣し、助言・指導を行った。

令和6年度

（進捗状況）

元校長2名による各放課後児童会の巡回を年120回程度行い、児童の支援や運営に関する諸課題への

指導・助言に努めている。また、外部有識者2名を月に1回程度各放課後児童会へ派遣し、主に支援が必

要な児童に対する助言等を通じて、円滑な放課後児童会運営を推進している。

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

施設利用者の安全性を考慮し、早急に対応・実施していく。

令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など

児童の健全育成等に精通したアドバイザーの派遣を通じて、放課後児童会総括支援員・

放課後児童支援員の育成及び円滑な放課後児童会運営の推進に努める。

こども家庭支援グループ
今後の予定や

課題など

施設利用者が安全かつ快適に利用できるよう、運営及び維持管理を徹底・継続して行

う。

令和5年度

（実績）

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
交付決定に基づいて、補助を実施する。

事業名 事業概要

12

放課後児童会アドバイ

ザー設置事業

　放課後児童会利用者の増加に伴い、児童の健全育成等に精通した経験豊かな人

材を確保し、多様化する現場課題の解決等を図る。また、放課後児童会総括支援員

の育成（※人脈、ノウハウの継承含む）や放課後児童支援員等への直接的な助言、

指導を通し、円滑な放課後児童会運営を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）
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指標名

子どもの見守りサービスの

利用者数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

64人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 25,842 千円 決算額 15,236 千円 64人

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,672 千円 決算見込額 3,672 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,500 千円 決算額 4,799 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 900 千円 決算額 770 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A

令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
適宜、必要な改修を行う等、適正に施設の維持管理を行う。

13

学校園一貫ICTサービ

ス展開事業（放課後児

童会）

　公立学校園（幼稚園・こども園・放課後児童会・小学校・中学校）において、保護者と迅速に情報共

有ができる環境を整備するとともに、保護者の利便性の向上を図るため、一貫した連絡ツールシステムを導

入する。児童の安全・安心を確保するため、小学生以下の児童・園児には登下校等の管理システムを、ま

た、事務の効率化を図るため、公立園と放課後児童会に職員の出退勤システムを導入する。

　公立園と放課後児童会における諸経費をキャッシュレス決済により納付できるシステムを導入する。

取組内容

こども育成グループ
今後の予定や

課題など

放課後児童会において、連絡ツールシステム及び登会・帰宅等の管理システムのテスト運

用を行った後、本格運用を行う。また、公設放課後児童会の諸経費をキャッシュレス決済

に切り替える。

14

第七放課後児童会施設

改修事業

　第七放課後児童会において、快適な施設の利用を促進するため、「銀河」教室横男

女共用トイレを男女別に改修し、男性用と女性用の明確な空間分割を行うとともに、

「大地」教室内和式トイレを多目的トイレに改修する。

取組内容

令和5年度

（実績）

第七放課後児童会において、快適な施設の利用を促進するため、「銀河」教室横男女共

用トイレを男女別に改修し、男性用と女性用の明確な空間分割を行うとともに、「大地」教

室内和式トイレを多目的トイレに改修した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

令和5年度

（実績）

一般公募型プロポーザル方式によりシステム導入事業者を選定し、導入した。導入後は、

職員がシステム運用に慣れるための操作説明研修会を実施し、職員の出退勤管理システ

ムを稼働し事務の効率化を図った。

令和6年度

（進捗状況）

放課後児童会に関して、連絡ツールシステム及び登会・帰宅等の管理システムのテスト運

用を行っており、9月から本格運用を行う予定。

15

南第一放課後児童会施

設改修事業

　南第一放課後児童会において、快適な施設の利用を促進するため、男女共用トイレ

を女性専用トイレに改修し、男性用と女性用の明確な空間分割を行うとともに、男性用

トイレにある既存の和式トイレを洋式トイレに改修する。

取組内容

令和5年度

（実績）

南第一放課後児童会において、快適な施設の利用を促進するため、男女共用トイレを女

性専用トイレに改修し、男性用と女性用の明確な空間分割を行うとともに、男性用トイレ

にある既存の和式トイレを洋式トイレに改修した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
適宜、必要な改修を行う等、適正に施設の維持管理を行う。
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指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 38,988 千円 決算額 33,048 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 11,637 千円 決算額 9,950 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

バス実施台数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

5台

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 875 千円 決算額 730 千円 5台

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

Ⅰ－①出産・子育ての支援

関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

事業名 事業概要

行政の取組内容

(3) 教育・保育の充実

令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
経済状況や、事業実施のための予算等を鑑み、事業の実施の要否を検討していく。

1

保育所・認定こども園等

の給食費無償化事業

　食費等の物価高騰等に直面する子育て世帯の経済的な負担の軽減を図るため、保

育所・認定こども園・市立幼稚園等に通う3歳児から5歳児の保護者に対し、給食費

（主食費及び副食費）3か月分を無償化する。

取組内容

令和5年度

（実績）

保育所、認定こども園及び幼稚園に通う3～5歳児の子どもの保護者に対し、令和5年10

月～令和6年2月分まで5ヶ月間の給食費の無償化を行うことにより、子育て世帯の経済

的な負担軽減を図った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
経済状況や、事業実施のための予算等を鑑み、事業の実施の要否を検討していく。

2

保育所・認定こども園等

支援事業

　食材費や光熱費等の高騰などにより経費が増しているなか、保護者負担を抑制しつ

つ、栄養バランスや量を確保した給食の提供を含めた事業運営を支援するため、市内に

ある民間の保育所・認定こども園・小規模保育施設に対し、給食費や光熱費に係る増

加分の費用を補助する。

取組内容

令和5年度

（実績）

食材費や光熱費の高騰に伴い、市内にある民間保育所等に給食の食材費と光熱費の補

助を行うことにより、保護者負担の増加を抑え、栄養バランスや量を確保した給食の提供を

支援した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

保育所・認定こども園等

送迎用バス安全装置設

置補助事業

　バス等での子どもの置き去り事故が全国で発生したことなどを受け、送迎バス内での園

児の置き去りを防止し、保護者が安心して子どもを預ける環境を保持するため、送迎バ

スの運行を実施している市内保育所・認定こども園及び小規模保育施設に対して、安

全装置の設置に係る費用を補助する。

取組内容

令和5年度

（実績）

送迎バスの運行を実施している民間施設に対し、安全装置の早期の設置を求め、その設

置費用に対する補助を行った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など

安全装置の設置に対する補助事業は令和５年度限りの事業であるが、送迎バス内の園

児の置き去りを防止するため、監査の際などに運用について、引き続き確認を行っていく。

3
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指標名

実施施設数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

16施設

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,402 千円 決算額 970 千円 16施設

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,837 千円 決算見込額 1,837 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

子どもの見守りサービスの

利用者数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

0人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 23,813 千円 決算額 18,330 千円 0人

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 4,227 千円 決算見込額 4,227 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

相談実施回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 390 千円 決算見込額 390 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

事業名 事業概要

6

市立幼稚園・こども園等

巡回指導事業

　集団生活により発達障がい等の疑いのある児童に対し、子どもの特性に応じた適切な

指導及び必要な支援を行うため、専門家の巡回指導を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

市立幼稚園・こども園や各民間園に専門家が訪問し、巡回支援を実施している。
令和5年度

総合評価

こども育成グループ
今後の予定や

課題など

4

市内幼稚園等おむつ回

収事業

　保護者等の負担の軽減を図るため、市立幼稚園・こども園において使用された紙おむ

つについて、各園にて回収・廃棄を行う。

　また、民間保育園等においても、保護者の使用済紙おむつの持ち帰りを廃止する取組

みを促進するため、各園での回収・廃棄に係る費用を補助する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市立認定こども園及び幼稚園に関して、使用済おむつの回収・廃棄を行うための備品、消耗品を購入し、衛

生環境の改善と保護者及び保育士の負担を軽減した。また、市内にある民間の保育所・認定こども園等に

対しては、公立園と同様に、園にて使用済おむつの回収・廃棄を行うため、実施経費の補助を行った。

令和6年度

（進捗状況）

公立園については、紙おむつの回収・廃棄のための消耗品等を適時購入する。民間園に

対しては、対象施設を補助するため、交付申請の準備を行っている。

令和5年度

総合評価

A

令和5年度

総合評価

A

こども育成グループ
今後の予定や

課題など

幼稚園・こども園に関して、連絡ツールシステム及び登下校等の管理システムのテスト運用

を行った後、本格運用を行う。また、職員の出退勤管理をシステムへの運用に切り替えると

ともに、公立園の諸経費をキャッシュレス決済に切り替える。

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
交付決定に基づいて、補助を実施する。

5

学校園一貫ICTサービ

ス展開事業（公立幼稚

園・こども園）

　公立学校園（幼稚園・こども園・放課後児童会・小学校・中学校）において、保護者と迅速に情報共

有ができる環境を整備するとともに、保護者の利便性の向上を図るため、一貫した連絡ツールシステムを導

入する。

　児童の安全・安心を確保するため、小学生以下の児童・園児には登下校等の管理システムを、また、事

務の効率化を図るため、公立園と放課後児童会に職員の出退勤システムを導入する。

　公立園と放課後児童会における諸経費をキャッシュレス決済により納付できるシステムを導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

一般公募型プロポーザル方式によりシステム導入事業者を選定し、システムの導入を行った。システム

導入後は、市立認定こども園及び幼稚園の職員向けの説明会を行い、職員の事務の効率化を図っ

た。

令和6年度

（進捗状況）

幼稚園・こども園に関して、連絡ツールシステム及び登下校等の管理システムのテスト運用を行ってお

り、9月から本格運用を行う予定。

令和７年度以降も、引き続き、就学前の支援教育の充実に向け、指導・助言方法や内

容等を検討していく。
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指標名

実施施設数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 5,940 千円 決算見込額 5,940 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

指標名

実施施設数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 8,025 千円 決算見込額 8,025 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
交付決定に基づいて、補助を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

市内民間保育所・認定こども園・小規模保育施設に対し、補助金を支給するため、交付

申請の準備を行っている。

民間保育所・認定こども

園等保育士等スポット配

置補助事業

　市内民間保育所・認定こども園・小規模保育施設に対し、現場保育士の負担軽減

を図るため、登園時の繁忙な時間帯や一部の時間帯に支援者を配置するための補助

金を支給する。

令和5年度

総合評価

こども育成グループ
今後の予定や

課題など
交付決定に基づいて、補助を実施する。

8

民間保育所・認定こども

園等ICT機器整備費補

助事業

　市内民間保育所・認定こども園・小規模保育施設に対して、保護者との連絡システ

ム、キャッシュレス決済システム等の導入を促進するため、補助金を支給する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

市内民間保育所・認定こども園・小規模保育施設に対し、補助金を支給するため、交付

申請の準備を行っている。

7
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指標名

子ども万博訪問率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 560 千円 決算見込額 560 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

児童生徒の自己肯定感

の向上
基準値

（令和元年度）

83%

令和5年度目標値

85%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,108 千円 決算額 3,824 千円 84%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,108 千円 決算見込額 4,108 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

施策の大綱　１ 子どもや若者の未来が輝くまちづくり

【施策２】 生きる力を伸ばす教育環境づくり

将来あるべき姿（めざす方向性）

　子どもが夢や希望を抱き、未来に向かって挑戦できる生きる力を身につける教育を推進し、次代

を担う人材が育つまちをめざします。

　学校園施設の整備や児童生徒への安全で安心な学校給食の提供など、教育環境が充実した

まちをめざします。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
より多様な地域人材を活用し、継続していく。

令和5年度

総合評価

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 学ぶ力・生きる力を育む教育の推進 Ⅰ－②教育環境の充実

事業名 事業概要

1

子ども万博会場無料招

待事業

　令和7年に開催される大阪・関西万博が、未来を担う子どもたちにとって未来社会の革

新的な技術やサービスを直に体験できる機会となるよう、大阪府と連携し、市内在住の

子どもを会場に無料招待する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

広報誌やホームページなど、大阪府と連携した周知を行うとともに、申請受付開始に向けた

準備を行っている。

今後の予定や

課題など

大阪府が実施する学校ごとの無料招待事業と混乱しないよう、周知を徹底する。また、申

込の受付を９月から開始し、チケットIDを配付する。

2

学習支援員配置事業

　退職教員や教員を志望する大学生など、多様な地域人材を活用し、学習に遅れが

生じている児童生徒への支援を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

地域人材を活用し、学習保障を行いながら、教員の在校等時間の削減を行った。

令和6年度

（進捗状況）

退職教員や教員を志望する大学生など、多様な地域人材を活用し、学習に遅れが生じ

ている児童生徒への支援を行えている。
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指標名

将来の夢や目標を持って

いる児童生徒の割合
基準値

（令和元年度）

68%

令和5年度目標値

72%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 278 千円 決算額 245 千円 72%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 264 千円 決算見込額 235 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

教育指導グループ

指標名

教職員の時間外在校等

時間の月平均時間
基準値

（令和元年度）

35時間

令和5年度目標値

31時間

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,425 千円 決算額 10,424 千円 28時間

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 10,425 千円 決算見込額 10,424 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

生徒指導に関わるケース会議

にSSWが参加した学校数

基準値

（令和元年度）

6校

令和5年度目標値

10校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,765 千円 決算額 3,765 千円 10校

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 10,242 千円 決算見込額 10,242 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

5

生徒指導支援事業

　生徒指導事象への対応を担うスクール・ソーシャル・ワーカーについて、優秀な人材の安

定な雇用と学校以外の関係機関との連携の充実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

各校で実施する生徒指導に関わる校内会議に参加することで児童生徒の情報を収集し、

学校以外の関係機関との連携を図った。

令和6年度

（進捗状況）

各校で実施する生徒指導に関わる校内会議に参加することで児童生徒の情報を収集し、

市内小中学校生活指導研究協議会に参加することで市内の状況を共有し、学校以外の

関係機関との連携を図る。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

学校以外の関係機関との連携を図り、市内の情報を共有し、チーム学校の一員としてより

正しいアセスメントからプランニングができるようにする。

4

校務支援システム導入

事業

　小・中学校の教職員が使用しているシンクライアントPCに校務支援システムを導入し、

教職員による日常の管理業務の効率性の向上を図る。また、児童生徒の出欠管理や

健康管理等を一元化することで、出席簿や指導要録等の公募作成時における教職員

の負担を軽減させる。さらに、校務支援システムに出退勤管理ツールと採点支援システ

ムを導入し、教職員の働き方改革を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

校務支援システムを活用し、教職員の在校等時間の減少を図った。

令和6年度

（進捗状況）

全体の平均時間数は３５．０（7月まで）
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
校務支援システムだけでなく、採点システムの活用を促し教職員の働き方改革を進める。

今後の予定や

課題など
定期的に活用状況を確認し、好事例を周知し、キャリアパスポート活用促進を促す。

事業名 事業概要

3

キャリア教育推進事業

　児童生徒が、小学校から中学校までのキャリア教育に関わる活動について、自らの学

習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己評価

することができるよう「キャリア・パスポート」（ポートフォリオ）を作成することを通して、取組

みの充実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

新小学1年生にファイルを一冊ずつ配付し、キャリアパスポートとして、中学卒業時まで活用

するよう体制を整えるとともに、各校におけるキャリア教育の取組みの充実を図った。

令和6年度

（進捗状況）

夏の中学校区研修でキャリア教育はもちろん、地域学習でもキャリアパスポートを小中一貫

教育で活用することを再確認している。

令和5年度

総合評価

A
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指標名

専門家を交えたチーム会

議を開催した学校数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

10校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,034 千円 決算額 1,034 千円 10校

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,034 千円 決算見込額 1,034 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

主体的に思考したり、表現した

りする児童生徒の割合

基準値

（令和元年度）

72.7%

令和5年度目標値

74.0%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,531 千円 決算額 3,425 千円 81.1%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,191 千円 決算見込額 1,125 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

実施校数

基準値

（令和元年度）

3校

令和5年度目標値

3校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,544 千円 決算額 5,068 千円 3校

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 8,813 千円 決算見込額 8,813 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

事業名 事業概要

A
今後の予定や

課題など

テスト結果を踏まえ、一人ひとりの学習の伸びや課題の把握に取り組むための担当者会を

11月に実施予定である。

8

英語教育支援事業

　生徒の英語を使う機会の確保と、英語能力の定着を図るため、中学校2・3年生を対

象に、スコア型英語能力判定テストを実施し、一人ひとりの学習の伸びや課題の把握に

取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

中学校2・3年生を対象にスコア型英語能力判定テストを実施した。

令和6年度

（進捗状況）

今年度も英語を使う機会の確保を行うため、中学校2・3年生に対して、スコア型英語能

力判定テストの日程調整を行っている。また、小学校と中学校に対して、AI型の英語学習

ツールを導入し、家庭における英語学習の実施を行う。

令和5年度

総合評価

6

スクリーニングシステム導

入事業

　学級担任だけでなく、管理職や生徒指導担当、養護教諭、SSW等様々な視点か

ら、いじめや虐待等、重大事案に関わる児童・生徒の状況をいち早く把握し、子どもが安

心して登校できる環境を整備するため、YOSSクラウドサービスを導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

YOSSクラウドサービスの導入により学校現場におけるチーム会議を開催することで、児童

生徒の学習状況による家庭環境などをスクリーニングを行った。また、各関係機関と連携す

ることで、子どもが安心して登校できる環境の整備を行った。

令和6年度

（進捗状況）

YOSSクラウドサービススクリーニングシートを用いた、スクリーニング会議やチーム会議におい

て学級担任だけでなく、管理職や生徒指導担当、養護教諭、SSW、SC等様々な視点か

らアセスメントとプランニングを進めている。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

公立大学のYOSSクラウドサービススクリーニングシートを用いたスクリーニング会議やチーム会議などの

研修参加や取り組みについて動画視聴ができるID登録を行う。また、小・中学校生活指導研究協議

会の中で、YOSSクラウドサービス各校の良い事例を集めていく予定である。

7

プログラミング教育推進

事業

　Society5.0の実現に向けて、中学生の情報活用能力の育成を図るため、市内全中

学校で、GIGAスクール構想で整備した端末を活用し、プログラミング教育を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

中学生の情報活用能力の育成を図るため、市内全中学校で、GIGAスクール構想で整備

した端末を活用し、プログラミング教育を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

各中学校において、ライフイズテックレッスンを活用し情報活用能力の育成を図っている。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
プログラミング教育の進捗を確認し、好事例の情報交換を行う。
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指標名

移行校数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

0校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 186 千円 決算額 124 千円 0校

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 2,496 千円 決算見込額 2,496 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

導入校数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

教育指導グループ

指標名

地域移行した部活動数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,758 千円 決算見込額 3,311 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

事業名 事業概要

10

デジタル教科書導入事

業

　市内全小中学校にデジタル教科書を導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

A

令和6年度

（進捗状況）

文部科学省の学習者用デジタル教科書導入事業により英語は全校に、算数・数学は一

部の学校に対して配付されたことに伴い、各校にて活用の推進を行っている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

引き続き、文部科学省の動向に注視しながら、児童生徒のデジタル教科書の活用を推進

していく。

9

中学校部活動指導員配

置事業

　令和9年度を目途とした部活動の地域移行に係るタイムスケジュールや導入に伴う費

用、課題、学校現場への負担などを事前に把握するため、先進自治体視察を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

東京都新宿区で先進的に導入している部活動地域移行の視察を行った。

令和6年度

（進捗状況）

先進地での視察による部活動の地域移行に対する日程調整や課題の洗い出しを行ってい

る。また、夏季休業中には今年度地域移行を行う卓球部の生徒や保護者に対する説明

会を予定している。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

再度、民間企業との会議を用いて、合同部活動地域移行を実施している地区に視察予

定である。来年度一部の部活動において先行実施を行うために協議会を設定する。

　令和9年度を目途とした部活動の地域移行に向け、令和6年度から試験的に1つの部

活（卓球）を民間委託する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

民間業者との契約締結を行い、1学期末に卓球部に所属する生徒と保護者に対して、地

域移行に関する説明会を行う予定である。

令和5年度

総合評価

11

部活動地域移行事業

今後の予定や

課題など
引き続き、地域移行を行う上で必要な課題等を洗い出し必要な予算要求を行う。
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指標名

療育事業受入年間

総児童数
基準値

（令和元年度）

20人

令和5年度目標値

20人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,771 千円 決算額 9,410 千円 20人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 11,260 千円 決算見込額 11,260 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

こども家庭支援グループ

指標名

整備基準額達成率

（理科）
基準値

（令和元年度）

58%

令和5年度目標値

67%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,500 千円 決算額 5,945 千円 67%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,990 千円 決算見込額 3,990 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

食中毒発生件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

0件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,311 千円 決算額 6,295 千円 0件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 572 千円 決算見込額 572 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

事業名 事業概要

12

発達障がい児支援事業

　発達障がい児やサポートが必要な子どもに、「手をつなGO!]において、学校園との連携

を図りながら、個々に応じた療育や相談の場を提供する。

取組内容

令和5年度

（実績）

発達障がい児等支援事業「手をつなGO！」相談事業や療育事業のほか、保育・教育アドバイザーや児童

家庭相談員の協力を得て、子どもの観察や教職員の相談・助言を実施した。また、学校園訪問を実施する

とともに、療育や相談の場の情報を提供し、学校園との連携の強化に努めた。

令和6年度

（進捗状況）

(2) 教育環境の整備・充実 Ⅰ－②教育環境の充実

発達障がい児等支援事業「手をつなGO！」療育事業や相談事業を実施した。また、学校園を訪問

し、保護者や教職員と共に支援児の理解を深め、支援内容等の共通理解を図るとともに、保護者向

け研修を7月に実施した。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

共働きの家庭の増加や放課後等デイサービス等の療育を受けられる場所が増えているため、療育事業への

申込者が、減少傾向にあるが、学校園訪問等で学校園や家庭との連携を図りながらより具体的な支援につ

なげていく。相談事業は、保護者からの幅広い相談内容に丁寧に寄り添っていく。

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

2

安全・安心な学校給食

提供事業

　全校の保温食缶を3か年（令和3年度～令和5年度）で計画的に更新する。また、

老朽化した自動撹拌釜の羽根の交換をし、大型缶切機等を購入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

保温食缶を65缶更新した。また、老朽化した自動撹拌釜の羽根の交換をし、大型缶切

機等を購入した。

1

理科等備品整備事業

　教材整備基準を満たすため、理科等備品の教材を計画的に整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

理科備品の教材を整備した。

令和6年度

（進捗状況）

各小中学校の理科等備品の整備に向け、理科備品の購入に向けて入札を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

バイキング給食の食器を交換する。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
バイキング給食の食器を入れ替えなどを行う。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

今後、各小中学校の理科等備品の整備を進めていくとともに、児童生徒の理科教育環境

の向上に向け、継続的に事業を推進する。
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指標名

無償化校数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

10校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 48,939 千円 決算額 48,339 千円 10校

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 112,466 千円 決算見込額 112,466 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 356,374 千円 決算額 108,388 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 189,013 千円 決算見込額 189,013 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

教育政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 152,598 千円 決算額 140,829 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

事業名 事業概要

5

北小学校普通教室環境

整備事業（工事）

　学級編成基準の一律引き下げによる段階的な35人学級への移行、校区内の宅地

開発による人口増加に伴い、北小学校では、普通教室の不足が見込まれる。

　令和6年度以降の普通教室の不足に対応するため、学校敷地内に校舎を増築する。

取組内容

令和5年度

（実績）

校舎（普通教室３室及びトイレ）を増築した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
児童・生徒数の推移を見定めながら、必要に応じて校舎の整備を行う。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
児童・生徒数の推移を見定めながら、必要に応じて校舎の整備を行う。

今後の予定や

課題など
無償化を進めることで、保護者負担の軽減をする。

4

東小学校普通教室環境

整備事業（工事）

　学級編成基準の一律引き下げによる段階的な35人学級への移行、校区内の宅地

開発による人口増加に伴い、東小学校では、普通教室の不足が見込まれる。

　令和6年度以降の普通教室の不足に対応するため、学校敷地内に校舎を増築する。

取組内容

令和5年度

（実績）

既存校舎（多目的室）を普通教室２室に改修した。

令和6年度

（進捗状況）

校舎（多目的室１室、普通教室２室）の増築を行った。

3

学校給食費無償化事業

　教育に要する費用負担の軽減を図るため、令和4年度から段階的に進め、令和7年

度に学校給食費の完全無償化をめざす。

取組内容

令和5年度

（実績）

3学期分を完全無償化した。

令和6年度

（進捗状況）

令和6年度9月より3月分までの2学期分の無償化に向け、準備を進めている。
令和5年度

総合評価

A
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

50%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,841 千円 決算額 2,834 千円 50%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 5,075 千円 決算見込額 5,075 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

携帯電話整備数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

32台

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,152 千円 決算額 650 千円 32台

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 11,520 千円 決算額 11,404 千円 －

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 13,075 千円 決算見込額 13,075 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

事業名 事業概要

A
今後の予定や

課題など
引き続き使用していく。

　物価高騰等により、学校給食費の値上げを検討せざるを得ない状況にある中で、子

育て世帯の経済的な負担の軽減を図るとともに、引き続き質の良い学校給食を提供す

るため、物価上昇分の学校給食費を全額補助し、値上げを抑制する。

取組内容

令和5年度

（実績）

物価上昇分の学校給食費を7月から3月まで補助をすることで値上げを抑制した。

6

教育振興基本計画改定

事業

　本市の教育全般のビジョンを示すとともに、施策を総合的、体系的に位置づけ、その実

行によって本市教育のさらなる振興を図るため、「第3期大阪狭山市教育振興基本計

画」（計画期間：令和7年度～令和11年度）を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

策定委員会を開催し、市民アンケート及び教職員アンケートを実施した。

令和6年度

（進捗状況）

市民アンケート及び教職員アンケートの結果を踏まえて、第3期計画の策定作業を進めて

いる。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
策定委員会の開催及びパブリックコメントの実施を経て、令和7年3月に策定する。

7

学校用携帯電話整備事

業

　小中学校では、部活動引率や課外活動時等に保護者等に連絡を取る必要が生じた

場合、教師の私用携帯電話を使用しているが、個人の携帯電話番号を保護者らに知

られることにリスクがあることから、課外活動時に使用する携帯電話を整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

携帯電話を整備した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

令和6年度

（進捗状況）

引き続き事業を実施している。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
物価上昇分を補助することで、豊かな給食を実現する。

8

小中学校給食費値上げ

抑制事業
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

30%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 7,700 千円 決算額 7,310 千円 30%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 65,500 千円 決算見込額 65,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

工事完了校数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

0校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 15,534 千円 決算額 14,856 千円 0校

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 213,738 千円 決算見込額 213,738 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,500 千円 決算額 3,175 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

事業名 事業概要

11

南第二小学校施設長寿

命化事業

9

南中学校改修事業

　南中学校の抜本的な施設改修については、建て替えを含めて改めて検討することとし

たため、老朽化が著しく、かつ利用（通行）頻度の高い箇所の壁面等について、緊急

的な修繕工事を実施する。

　また、屋内消火栓ポンプは、経年劣化により送水できなくなっていることから、南中学校

の生徒及び利用者の安全を確保するため、設備を改修する。

取組内容

令和5年度

（実績）

教室棟玄関の庇及び外壁を改修し、屋内消火栓ポンプを改修した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

A

南中学校の外壁改修工事を契約し、工事を進めている。

今後の予定や

課題など
適宜改修を行う。

10

小中学校屋内運動場熱

中症対策事業

　児童生徒が安全で安心して、授業や部活動等に取り組めるよう、小中学校の屋内運

動場に大型のスポット型空調機を設置する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和６年度の工事に向けて設計業務を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
施設整備の効果を注視していく。

中学校屋内運動場熱中症対策工事を行った。小学校熱中症対策工事を契約締結し、

工事を進めている。

　南第二小学校の学校運営を円滑に行うため、施設・設備の改修等を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

プール循環ろ過装置を改修した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
適宜施設・設備の改修を行う。

令和5年度をもって事業終了
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,161 千円 決算見込額 1,075 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

教育政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 33,350 千円 決算見込額 26,886 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 5,379 千円 決算見込額 5,379 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

教育政策グループ

事業名 事業概要

14

中学校耐力度調査事業

　建築から年数を経て老朽化している狭山中学校について、必要に応じて改修あるいは

建て替え等を検討するため、施設の劣化状況を詳細に把握する調査を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

令和6年5月末に業務を完了した。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
耐力度調査の結果を踏まえて狭山中学校の建て替え等を検討する。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
栄養価ソフトを使い、児童生徒の健康及び食育の推進に寄与する。

13

第七小学校施設環境改

善事業（工事）

　学級編成基準の一律引き下げによる段階的な35人学級への移行、また住宅開発に

伴う児童数の増加により、普通教室の不足が今後見込まれることから、教室を増設す

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

オープンスペース等改修工事を契約し、工事を進めている。令和７年度の増築工事に向

けて設計業務を契約し、進めている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

令和7年3月末までにオープンスペース等改修工事及び設計業務を完了し、令和8年3月

末までに増築工事を完了する。

12

栄養価管理・給食システ

ム導入事業

　学校給食摂取基準に基づく望ましい栄養量を算出し、児童生徒の健康の増進及び

食育の推進を図るため、栄養価管理・給食システムを導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

業務が完了し、使用を開始している。
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指標名

工事施工件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 5,800 千円 決算見込額 5,800 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

完了校数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,600 千円 決算見込額 1,600 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

指標名

図書購入冊数

基準値

（令和元年度）

3,172冊

令和5年度目標値

1,250冊

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,000 千円 決算額 2,000 千円 2,136冊

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,000 千円 決算見込額 2,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
学校図書館の質的向上を図るため、必要な冊数の精査や計画的な予算を要求していく。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
工事を発注し、年度末までに工事を完了する。

16

狭山中学校施設環境改

善事業

　狭山中学校校舎と体育館の所在地が同一敷地内ではないため、体育の授業時や部

活動時に体育館へ移動する際、グラウンド北側通用門での出入りが必要である。現在

は手動のダイヤルロックで管理しているが、学校敷地内の安全を確保するため、また教員

の負担軽減の観点から電子錠を設置する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

発注に向けて準備を進めている。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
工事を発注し、年度末までに工事を完了する。

　第三中学校内の「みらい教室」の受け入れ体制を拡充するため、新たに教室を増設す

るとともに、児童の教育環境の向上を図るため、空調機を設置する。

　また、給食の配膳作業員の負担の軽減を図るため、第三中学校内配膳室に空調機

を設置する。

15

第三中学校施設環境改

善事業

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

発注に向けて準備を進めている。

17

学校図書館図書整備事

業

　文部科学省から示されている学校図書館の冊数基準は概ね満たしているが、内容が

古く利用価値の低い図書や、利用頻度が高く汚れ・破れ等が目立つ図書も多数ある。

時代に即した魅力ある図書へ更新することで、児童生徒の主体的な学習活動を支える

とともに、読書活動を通じて人格形成や情操を育む場となるよう、蔵書率を維持しながら

学校図書館の質的向上を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

時代に即した魅力ある図書へ更新することで、児童生徒の主体的な学習活動を支えるとと

もに、読書活動を通じて人格形成や情操を育む場となるよう、蔵書率を維持しながら学校

図書館の質的向上を図った。

令和6年度

（進捗状況）

各校に予算配当を行い、主体的に学習活動を支えるとともに、人格形成や情報を育む場

となる学校図書館の質的向上を図る。
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指標名

教職員の時間外在校等

時間の月平均時間
基準値

（令和元年度）

35時間

令和5年度目標値

31時間

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,765 千円 決算額 6,087 千円 28時間

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 7,212 千円 決算見込額 7,212 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

普通教室整備率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,713 千円 決算額 2,460 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,349 千円 決算見込額 4,349 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

教育指導グループ

指標名

普通教室整備率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,351 千円 決算額 1,063 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,171 千円 決算見込額 3,171 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育政策グループ

教育指導グループ

事業名 事業概要

20

北小学校普通教室環境

整備事業（備品、Wi-

Fi）

　普通教室の増築に伴う必要な備品の購入及び無線ネットワーク環境の整備を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

普通教室の増築に伴う環境整備を行った。

令和6年度

（進捗状況）

普通教室の増築に伴い、無線ネットワーク環境の整備を行った。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
児童生徒や教職員への負担を軽減しつつ着実な工事完了をめざす。

19

東小学校普通教室環境

整備事業（備品、Wi-

Fi）

　普通教室の増築に伴う必要な備品の購入及び無線ネットワーク環境の整備を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

普通教室の増築に伴う環境整備を行った。

令和6年度

（進捗状況）

普通教室の増築に伴い、無線ネットワーク環境の整備を行った。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
児童生徒や教職員への負担を軽減しつつ着実な工事完了をめざす。

18

スクール・サポート・スタッ

フ事業

　教員の業務支援を図り、教員が一層児童生徒への指導や教材研究等に注力できる

体制を整備することを目的に、退職教員や教員を志望する大学生など多様な地域人

材を活用する。

取組内容

令和5年度

（実績）

各校に週15時間（年間35週）のスクール・サポート・スタッフを配置し、学習環境の整備

補助を行った。

令和6年度

（進捗状況）

学習環境の整備補助（電話対応や家庭学習用教材等の印刷など）を行い、教員が一

層児童生徒への指導や教材研究等に注力できる体制を整備を行っている。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、教職員の負担軽減を行う上で、可能な範囲での業務を担っていただく。

29



指標名

子ども見守りサービスの

利用者数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

0人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 47,712 千円 決算額 39,098 千円 10人

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

校内通信ネットワーク機

器更新校数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 7,625 千円 決算見込額 7,418 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

進学率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,440 千円 決算見込額 204 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

事業名 事業概要

23

育英金貸付範囲拡充事

業

　多様化する学びのニーズに対応するため、育英金の貸付対象に、通信制高校を追加

する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

令和５年度中に条例及び規則改正を行い、通信制高校に進学する生徒への経済的支

援を行う環境整備を行ったことから、育英金の貸付範囲の拡充を図っている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

引き続き、ホームページや広報などで周知を行い、経済的に支援が必要な生徒に対して育

英金の案内を行う。

22

校内通信ネットワーク機

器更新事業

　学校内で1人1台端末等のインターネット通信を行ううえで欠かせないネットワーク機器

について、さらなる通信環境の強化を図るため、機器を更新する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

1学期中に児童生徒の端末にネットワークを強化に向けた仕組みづくりを行うための準備を

行っている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
２学期以降にネットワークの改善確認のため、全校による通信状況の確認を行う。

21

学校園一貫ICTサービ

ス展開事業（小中学

校）

　小中学校において、保護者と迅速に情報共有ができる環境を整備するとともに、保護

者の利便性の向上を図るため、一貫した連絡ツールシステムを導入する。

　また、児童の安全安心を確保するために、児童には登下校等の管理システムを導入す

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

公立学校園において、保護者と情報共有を行うための環境整備を行い、一貫した連絡

ツールシステムの導入を行った。

令和6年度

（進捗状況）

各校での活用のための環境構築や試験運用は終了している。今後、効果的な活用をして

いく上で、学校現場へのルールづくりや非常変災などの緊急時の対応、保護者や教職員に

向けたアンケート調査を実施していく。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
保護者や教職員の満足度に応じて、活用方法などの改善などを行う。
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指標名

チェックテストの成績下位

層の減少
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,452 千円 決算見込額 1,452 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

いじめ重大事態

発生件数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 660 千円 決算見込額 660 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

ダッシュボード作成数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 8,747 千円 決算見込額 8,747 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

事業名 事業概要

26

教育DX推進事業

　学校に導入している校務支援システムやホームページ作成システム、出退勤システム

等について、システムの保守やリース期間などが不揃いで、管理・運用が非常にしづらい

状況であるため、GIGAスクール構想で導入したGoogle関連のシステムに統合し、シス

テムを一括管理できる体制を整えるもの。また、システムの統合を進める上で、ICT支援

員を配置し、教職員の負担軽減を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

6月末にICT支援員、7月末の入札データ利活用の入札を終えた。引き続き、事務手続き

を遅滞することなく進めている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

ICT支援員を配置し、学校現場のICTの活用向上に向けて、各校での研修などを実施し

ていく。データ利活用については、既存のデータを効率よく活用するための仕組みづくをすす

める。

25

スクールロイヤー派遣業

務委託事業

　近年、全国的にも、パソコンやスマートフォン等を用いたいじめ事例が発生する等、対応

が多様化してきていることから、学校現場で生じる諸課題に速やかに対応し、生徒指導

の一層の充実を図るため、教職員が学校現場専門の弁護士（スクールロイヤー）に個

別相談ができる体制を整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

現在相談している弁護士法人との契約締結を行い、学校現場で生じる諸課題に対して

直接顧問弁護士へ相談できる環境づくりを行った。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
顧問弁護士への相談後、学校での生徒指導の方法に対する指導・助言を行う。

24

インクルーシブ教育充実

事業

　子ども一人ひとりの多様性にあわせた学びを支援するとともに、小学校低学年期（2年

生・3年生）の発達特性を効果的に把握するため、読み書きや認知面のスキルといった

基礎スキルを測るICT学習ツールを全小学校に導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

小学校低学年に対して、学習の支援を行うための個別最適化ツールを導入し、発達特性

を効果的に把握するための環境整備を行った。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

2学期以降に低学年の児童や担任に対して、個別最適化ツールの満足度アンケート調査

を行う。
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指標名

普通教室整備数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 4,592 千円 決算見込額 4,344 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,012 千円 決算見込額 3,012 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

指標名

学校運営協議会設置数

基準値

（令和元年度）

1校

令和5年度目標値

6校

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,512 千円 決算額 525 千円 5校

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 644 千円 決算見込額 644 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

教育指導グループ

事業名 事業概要

28

フリースクールみ・ら・い

施設改修事業

　フリースクールみ・ら・いの施設環境の向上を図るため、トイレの整備を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

予算の範囲内での工事履行を行うための設計図面や積算の確認作業を行っている。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
設計図面や材料、施工方法などを確定し、整備する。

27

第七小学校施設環境改

善事業（Wi-Fi）

　学級編成基準の一律引き下げによる段階的な35人学級への移行、また住宅開発に

伴う児童数の増加により、普通教室の不足が今後見込まれることから、必要となる通信

環境ネットワーク等を整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

年度当初に契約締結を行い、環境整備に関する事務手続きを行った。夏休みから年度

末の工事にあわせて、通信環境の整備を行う。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

環境整備を行う上で、児童や教職員の負担にならないよう丁寧な説明を行いつつ、日程

調整を行う必要がある。

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(3) 学校園・家庭・地域の連携の推進 Ⅰ－②教育環境の充実

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

引き続き、学期ごとの学校運営協議会を開催し、地域と学校の連携・協働を効果的に行

うコミュニティ・スクールを推進していく。

1

学校運営協議会事業

　地域と学校の連携・協働を効果的に進めるため、「地域学校協働活動推進員」を配置し、地

域学校協働活動の充実、コミュニティ・スクールの体制強化を進め、地域全体で子どもたちの成長

を支える基盤づくりを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

新たに南第二小学校及び第七小学校に学校運営協議会を設置した。

学校運営協議会を設置している学校において、年間３回の学校運営協議会を実施し

た。

令和6年度

（進捗状況）

新たに東小学校及び南第三小学校に学校運営協議会を設置する。

学校運営協議会を設置している学校において、年間３回の学校運営協議会を実施す

る。
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指標名

地域学校協働活動

推進員配置人数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

5人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,498 千円 決算額 2,772 千円 5人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 7,846 千円 決算見込額 7,846 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

令和7年度以降の地域学校協働活動推進員の配置については、中学校を含めた市内の

全小中学校を網羅した配置を検討している。

2

地域学校協働活動事業

　地域と学校の連携・協働を効果的に進めるため、「地域学校協働活動推進員」を配置し、地

域学校協働活動の充実を図り、地域全体で子どもたちの成長を支える基盤づくりを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

南第二小学校と第七小学校に「地域学校協働活動推進員」を新たに配置し、市全体で

の配置人数は合計5名となった。主に地域学習や学校支援を中心とした地域学校協働

活動の推進の取組みを行った。

令和6年度

（進捗状況）

令和6年4月1日付けで東小学校と南第三小学校に各1名の「地域学校協働活動推進

員」を新たに配置した。市全体での配置人数は合計7名となり、地域学校協働活動を推

進している。
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指標名

コーディネータ年間

総配置人数
基準値

（令和元年度）

1人

令和5年度目標値

1人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 7,876 千円 決算額 6,342 千円 1人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 8,285 千円 決算見込額 8,285 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

子どもの居場所づくり推

進事業費補助件数
基準値

（令和元年度）

0件

令和5年度目標値

3件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,300 千円 決算額 148 千円 1件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,300 千円 決算見込額 1,300 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

施策の大綱　１ 子どもや若者の未来が輝くまちづくり

【施策３】 子どもや若者の健全育成

将来あるべき姿（めざす方向性）
　すべての子どもや若者が健やかに育ち、地域社会の一員として、自立した社会生活を営むことがで

きるまちをめざします。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 青少年の健全育成の推進

事業名 事業概要

1

さやま元気っこ推進事業

　安全で安心な放課後の子どもたちの居場所づくりとして、市内小学校でさやま元気っこ推進事業

を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

コーディネーターを配置し、市内小学校での元気っこ事業を推進した。

令和6年度

（進捗状況）

コーディネーターを配置し、市内小学校での元気っこ事業を推進している。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

スタッフの高齢化が進み、運営が困難になってきている。新たなボランティア確保に努めている

が、人材確保が難しい。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

「こどもの居場所づくり」に関する事業は、令和5年4月1日に新設されたこども家庭庁の管轄

となった。本市においても、当事業の最適な推進体制について再考が必要と考える。

2

子どもの居場所づくり推

進事業

　放課後や休日に、子どもたちを対象とした継続的な活動に取り組む団体を支援する「子どもの居

場所づくり推進事業補助金」の活用を促進し、放課後児童会に入会する必要がある児童の受け

皿の拡大と身近な地域における居場所づくりを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

「子どもの居場所づくり推進事業補助金」の活用が1件あり、放課後や休日の子どもたちの居

場所づくりの支援につながった。

令和6年度

（進捗状況）

「子どもの居場所づくり推進事業補助金」について2件の交付を決定した。
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指標名

青少年指導員研修

の実施回数
基準値

（令和元年度）

0回

令和5年度目標値

1回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,093 千円 決算額 1,654 千円 1回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,018 千円 決算見込額 2,018 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

子どもの居場所づくり推

進事業費補助件数
基準値

（令和元年度）

0件

令和5年度目標値

3件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,300 千円 決算額 148 千円 1件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,300 千円 決算見込額 1,300 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
概ね予定通り実施ができている。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

青少年健全育成事業

　地域における青少年の健全育成を推進するため、青少年指導員を委嘱し、各地域での健全育

成事業を行い、非行化防止等に努める。

　また、青少年健全育成のために活動をしている団体を支援する。

取組内容

令和5年度

（実績）

青少年指導員を委嘱し、青少年健全育成として、小中学生向けの体験・体感学習を実施

した。青少年健全育成のために活動している団体への事業費補助を行った。

令和6年度

（進捗状況）

青少年指導員を委嘱し、健全育成事業を行い、非行防止等の啓発活動を実施している。

青少年健全育成のために活動している団体への事業費補助を実施している。

(2) 若者の自立支援

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

「こどもの居場所づくり」に関する事業は、令和5年4月1日に新設されたこども家庭庁の管轄

となった。本市においても、当事業の最適な推進体制について再考が必要と考える。

1

子どもの居場所づくり推

進事業（再掲）

　放課後や休日に、子どもたちを対象とした継続的な活動に取り組む団体を支援する「子どもの居

場所づくり推進事業補助金」の活用を促進し、放課後児童会に入会する必要がある児童の受け

皿の拡大と身近な地域における居場所づくりを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

「子どもの居場所づくり推進事業補助金」の活用が1件あり、放課後や休日の子どもたちの居

場所づくりの支援につながった。

令和6年度

（進捗状況）

「子どもの居場所づくり推進事業補助金」について2件の交付を決定した。
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指標名

避難行動要支援者名

簿登録者数
基準値

（令和元年度）

1,947人

令和5年度目標値

2,300人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 781 千円 決算額 550 千円 1,711人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 781 千円 決算見込額 781 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

体制の整備率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 34,220 千円 決算額 33,206 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 36,737 千円 決算見込額 36,737 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

施策の大綱　２ 健康でいきいきと暮らせるまちづくり

【施策４】 地域福祉の推進

将来あるべき姿（めざす方向性）
　市民が相互に支えあい、助け合うとともに、市民や行政、福祉サービス事業者などが連携・協働し

て、誰もが住み慣れた地域で安心していきいきと暮らせるまちをめざします。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 地域で支えあう仕組みづくり
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

事業名 事業概要

1

避難行動要支援者支援

事業

　避難行動要支援者支援プランに基づき、要支援者名簿・個別計画を作成するとともに、自主

防災組織等の支援団体と情報を共有し、日頃の見守りや災害時の情報伝達、避難に係る支援

体制を構築する。

取組内容

令和5年度

（実績）

システムの適正な機能維持と要支援者名簿の更新を図った。

令和6年度

（進捗状況）

システムの適正な機能維持と要支援者名簿の更新を図っている。
令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

避難支援のための個別計画の策定が課題となっており、支援者や庁内関係部署との連携

を検討する。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、相談支援体制の運用を図る。

2

重層的支援体制整備事

業

　介護・障がい・子ども・困窮等の各種相談を対象者の属性を問わず、複雑・複合的な

課題を包括的に受け止め、関係支援機関において連携して必要に応じ、多機関協働

事業につなぐ等の必要な支援を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

相談支援体制の運用を図った。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、相談支援体制の運用を図っている。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

50%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,496 千円 決算額 2,000 千円 50%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 5,408 千円 決算見込額 5,408 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

認知症対応型施設数

基準値

（令和元年度）

11施設

令和5年度目標値

12施設

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 12施設

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

事業実施委員会数

基準値

（令和元年度）

9団体

令和5年度目標値

9団体

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,737 千円 決算額 6,562 千円 9団体

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 6,737 千円 決算額 6,737 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

3

地域福祉計画策定事業

　地域福祉の今後のあり方、市としてめざすべき方向性を定めるため、高齢者・障がい

者・子ども等の個別計画を包含する計画として、第5次大阪狭山市地域福祉計画・大

阪狭山市地域福祉活動計画（計画期間：令和7年度～令和11年度）を策定す

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

地域住民や福祉関係者へのアンケートを実施した。

令和6年度

（進捗状況）

第1回目の地域福祉計画推進協議会を実施し、令和５年度の実績報告、地域住民や

福祉関係者へのアンケート結果の共有を行った。

(2) 地域福祉の担い手づくり
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

協議会は第2回目を10月、第3回目を12月に予定している。

庁内委員会は12月に予定しており、1月にパブリックコメントを予定している。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、施設（事業所）が円滑に開設できるよう助言を行っていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

4

事業名 事業概要

　住民の助け合いによる福祉のまちづくりをめざしている地区福祉委員会の見守り活動・

サロン活動・会食サービス等の小地域ネットワーク活動を支援し、地域の担い手の拡充を

図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

活動している９団体に対し、支援を行った。

令和6年度

（進捗状況）

活動している９団体に対し、支援を行っている。

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

・引き続き、地区福祉委員会の活動を支援する。

・地域福祉計画策定に向け、地区福祉委員会の方向性等について、委員の意見を聞く機

会を設ける予定にしている。

地域の居場所づくり事業

　高齢者などの生活を地域全体で見守り支えるために、高齢者やその家族、地域の住民

などが一緒に過ごせる地域の居場所としての機能を併せ持つ介護施設を開設し、地域

交流スペースの確保や認知症カフェの定期開催などを実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

第8期介護保険事業計画に基づく施設整備を行った。

令和6年度

（進捗状況）

施設における取組みの強化・充実を図る。

1

小地域ネットワーク活動

推進事業

37



指標名

ポイントカード配布数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 32,242 千円 決算見込額 32,242 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

保険加入者数

基準値

（令和元年度）

0人

令和5年度目標値

80人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 260 千円 決算額 143 千円 44人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 316 千円 決算見込額 316 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

利用者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 13,201 千円 決算見込額 13,201 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
認知症の人やその家族だけでなく、支援者、各医療・介護関係者等への周知に努める。

2

認知症高齢者等個人賠

償責任保険事業

令和6年度

（進捗状況）

令和6年度より加入要件を緩和し、認知症高齢者やその家族に対し、加入を推進してい

る。

さやりんポイントカード作成業務の委託契約を行い、発送に向けた準備を行っている。

今後の予定や

課題など
令和6年9月上旬に対象者に対しポイントカードが送付できるよう準備をしていく。

重点施策（総合戦略の基本目標）行政の取組内容 関連するSDGｓ

(3)
高齢者や障がい者などにやさしい生

活環境の整備

Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

事業名 事業概要

1

　上下水道料金の福祉減免制度の見直しに伴い、福祉減免を受けていた対象世帯の

家計負担軽減を図るため、対象となる世帯にさやりんポイント（10,000ポイント）を付

与する。

取組内容

令和5年度

（実績）

大阪狭山市上下水道料

金福祉減免制度の見直

しに伴う激変緩和措置

事業

令和6年度

（進捗状況）

上半期に運行管理方法や対象者、利用料金等の検討やボランティアの養成等、準備を行

い、下半期に運行を開始する。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

運行開始後は、地域課題や利用者のニーズ等を踏まえ、効率的な運行管理ができるよう、

随時見直しを行う。

3

高齢者移動支援事業

　地域の高齢者等が安心して生活が出来るように地域住民の参加と協力による支え合

い・助け合い活動を行うことにより、思いやりのある明るく住みよいまちづくりを推進し、循環

バス等での移動困難な高齢者の移動を支援するため、ボランティアが運転する車両で送

迎する体制を整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

　認知症の人やその家族が地域で生活する不安を軽減するため、認知症高齢者等が事

故で第三者に損害を負わせてしまうなどして発生した損害賠償責任を補償する保険に市

が加入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

認知症高齢者やその家族に対し、加入を推進した。

令和5年度

総合評価
令和6年度

（進捗状況）
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指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 533 千円 決算見込額 533 千円

担当グループ □ 順調 ■ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

4

高齢者一時保護事業

　認知症高齢者の増加に伴い、警察での高齢者保護件数は年々増加していることか

ら、身元がわからない認知症高齢者が一時的に生活できる体制を整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

一時保護可能な施設の確保に向けて高齢者施設と調整を行う。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

現時点で確保できる高齢者施設がないことから、今後、大阪府とも調整しながら、一時保

護可能な施設の確保に向けて、高齢者施設と調整を行っていく。

事業概要事業名
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指標名

ゲートキーパー養成研修受講

者数（延べ人数累計）

基準値

（令和元年度）

97人

令和5年度目標値

300人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,633 千円 決算額 2,035 千円 218人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,698 千円 決算額 2,698 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

子宮頸がん検診受診率

基準値

（令和元年度）

19%

令和5年度目標値

30%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 75,435 千円 決算額 71,227 千円 22%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 79,114 千円 決算額 79,114 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

施策の大綱　２ 健康でいきいきと暮らせるまちづくり

【施策５】 健康づくりや医療体制の充実

将来あるべき姿（めざす方向性） 　市民が主体となって、いきいきと楽しみながら、健康に暮らせるまちをめざします。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

がん検診重点受診勧奨対象者層への個別受診勧奨はがきを送付する。また、市内の小中

学生を対象に、禁煙ポスターコンクールを実施し、最優秀賞作品については啓発看板を作

成し、市内20か所に設置する予定。

令和5年度

総合評価

B

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 健康づくりの推進
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

事業名 事業概要

2

がん検診事業（がん予

防対策費）

　すべてのがん対策のうち、子宮頸がん、乳がん、大腸がん検診について受診勧奨を強化

する。また、要精密検査者には受診勧奨を徹底し、精検受診率を100％にすることで、

がんの早期発見、早期治療につなげる。さらに、たばこに関する知識の普及、禁煙指導の

推進や飲食店などの事業者への受動喫煙防止対策の取組みを強化する。

取組内容

令和5年度

（実績）

一部負担金無料クーポンを送付（20歳女性に子宮頸がん検診、40歳女性に乳がん検診、40歳に大腸が

健診）するとともに、がん検診重点受診勧奨対象者層への個別受診勧奨を行った。また、妊娠届出時や両

親学級、各イベントでのたばこに関する知識の普及や、受動喫煙防止の啓発を行った。

令和6年度

（進捗状況）

一部負担金無料クーポンを送付（20歳女性に子宮頸がん検診、40歳女性に乳がん検診、40歳に

大腸が健診）した。また、世界禁煙デー（5月31日）には公共機関等に受動喫煙防止に関する啓

発ティッシュの配架やデジタルサイネージを用いた啓発を実施した。

1

健康づくり推進事業

　健康大阪さやま21（第2次後期計画）食育推進計画（第2次）に基づき、市民の

健康づくりと食育を推進する。

　また、自殺対策計画に基づき、こころの健康に関する相談窓口の周知や、自殺対策を

支える人材を育成するためのゲートキーパー養成講座の実施など自殺予防対策を推進

する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市ホームページでの健康づくり情報や健康レシピ配信や、小中学生向けの食育教室や狭山高校との連携授

業を実施した。また、こころの健康に関する相談窓口については、市内医療機関等98カ所に啓発用品を設置

するとともに、市内在勤・在学・在住者を対象にゲートキーパー養成研修を実施し、22名の受講があった。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、市ホームページでの健康づくり情報や健康レシピの配信や、小学生向けの食育教室を実施し

ている。また、自殺対策については、相談窓口周知用啓発物の配布及びゲートキーパー養成研修実施

に向けた準備を行っている。

今後の予定や

課題など

ゲートキーパー養成研修の受講者を増やすことが課題であるため、引き続き窓口やホーム

ページでの周知に努めていく。
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指標名

抗体検査受検者数

（延べ人数累計）
基準値

（令和元年度）

1,312人

令和5年度目標値

3,500人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,015 千円 決算額 413 千円 2,444人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,997 千円 決算見込額 1,997 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

65歳以上の秋冬接種の

接種率
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

80%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 314,633 千円 決算額 197,059 千円 57%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 139,393 千円 決算見込額 128,244 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

助成対象者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

2人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 280 千円 決算額 0 円 0人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 280 千円 決算見込額 280 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

事業名 事業概要

3

風しんに関する追加対策

事業

　出生児が先天性風しん症候群（白内障、先天性心疾患、難聴など）を発症すること

を未然に防止するため、公的に風しんの予防接種を受ける機会がなかった世代の男性を

対象に、令和元年度から令和3年度までの3年間実施していた抗体検査と予防接種法

に基づく風しん第5期の予防接種（定期接種）について、さらに令和4年度から令和6

年度までの3年間、実施期間を延長して実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性で、抗体検査を受検していないまた

は、抗体価が十分でなかったが、ワクチン接種を受けていない人に、広報やホームページで周

知した。

令和6年度

（進捗状況）

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性で、抗体検査を受検していないまた

は、抗体価が十分でなかったが、ワクチン接種を受けていない人に、ハガキにて勧奨を行った。

B
今後の予定や

課題など
今年度で事業終了のため、引き続き、対象者に対し勧奨を行っていく。

令和5年度

総合評価

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

引き続き、令和6年秋（10月1日開始）からの新型コロナワクチンの予防接種の定期接種

化に向けての準備を行う。

4

新型コロナワクチン接種

事業

　新型コロナウイルス感染症の発症を予防し、重症者の発生をできる限り減らし、結果として新型

コロナウイルス感染症のまん延の防止を図ることを目的として、本市の集団接種（保健センター）

に加え、市内外の医療機関での個別接種、自衛隊や大阪府での大規模接種、企業等での職域

接種によりワクチン接種を実施する。

　また、令和6年秋から定期接種化されることから、高齢者等の重症化を予防するため、新型コロ

ナワクチン定期接種を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

本市の集団接種（保健センター）に加え、市内外の医療機関での個別接種、自衛隊や大阪府での

大規模接種、企業等での職域接種によりワクチン接種を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和6年秋からの新型コロナワクチンの予防接種の定期接種化に向けての準備を行ってい

る。

骨髄バンクドナー助成事

業

　骨髄移植ドナー登録者を増やし、骨髄等を提供しやすい環境を整備するため、公益財

団法人日本骨髄バンクが実施している「骨髄バンク」に登録し、骨髄移植ドナーとなり骨

髄・末梢血幹細胞を提供した人に、骨髄等の提供のため入院・通院に要した日数に応

じた助成金を支給する。

取組内容

令和5年度

（実績）

広報等で本助成制度の周知を行ったが、申請件数は0件だった。

広報等で本助成制度の周知を行っている。

B

継続して実施する。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

5

41



指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

50%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 126 千円 決算額 70 千円 50%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 5,054 千円 決算見込額 5,054 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,553 千円 決算額 2,728 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

助成人数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

25人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 500 千円 決算額 276 千円 15人

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 500 千円 決算見込額 480 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
継続して実施する。

計画内に記載のある各施策について、毎年進捗状況を確認しながら最終年度まで全庁的

に自殺対策を推進していく。

8

がん患者等の医療用補

正具購入費助成事業

　がん患者等の治療と就労・就学の両立、療養生活の質の向上を図るため、抗がん剤

治療等によって脱毛が生じた方や、先天的あるいは事故等により脱毛等が生じた18歳

到達年度までの児童を対象に、医療用ウィッグの購入費用の一部を助成する。

　また、乳房切除を受けた方には、乳房補正具の購入費用の一部を助成する。

取組内容

令和5年度

（実績）

助成制度を創設し、助成を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き助成を実施している。

6

健康大阪さやま21（第

3次）・大阪狭山市食

育推進計画（第3次）

策定事業

　健康増進事業と食育推進事業の指針となる計画として、令和2年度に策定した健康

大阪さやま21（第２次後期計画）と食育推進計画（第2次）の次期計画（計画期

間：令和7年度～令和18年度）を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民アンケート調査を行った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度に実施した調査結果に基づき、計画策定に向けた準備を進めている。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
第2次計画の最終評価をの結果を踏まえ、第3次計画を策定する。

7

第2次自殺対策計画策

定事業

　自殺対策を総合的に推進していくため、平成31年3月に策定した自殺対策計画の取

組みの評価を行うとともに、これら評価を踏まえ、新たに第2次自殺対策計画（計画期

間：令和6年度～令和11年度）を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

第2次自殺対策計画を策定した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
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指標名

受診率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 4,886 千円 決算見込額 4,886 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

接種率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 196 千円 決算見込額 149 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

指標名

申請者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 126 千円 決算見込額 126 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

事業名 事業概要

11

麻しん風しん混合ワクチ

ン任意予防接種償還払

事業

　令和6年3月の麻しんの流行による麻しん風しん混合ワクチンの不足により、麻しん及び

風しんに係る定期接種の機会を逃した者で、定期接種の対象年齢を過ぎて麻しん及び

風しんに係る任意接種を受けるものに対し、当該任意接種の費用を助成する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

助成制度を創設し、助成を開始した。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
継続して実施する。

10

ヒトパピローマウイルスワ

クチンキャッチアップ接種

勧奨事業

　ヒトパピローマウイルスワクチンの積極的勧奨の差控え（平成25年～令和3年）により接種機

会を逃した方に対し、従来の定期接種の対象年齢（小6～高1）を超えて接種（以下「キャッチ

アップ接種」という。）の機会を提供している。キャッチアップ接種期間は令和4年4月1日から令和

7年3月31日までとなっており、終了まで1年以下となっているため、対象者に対し接種勧奨を実

施することにより、対象者のヒトパピローマウイルスへの感染を防ぎ、子宮頸がんへのり患を予防す

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

対象者に対し、はがきにてキャッチアップ接種の勧奨を行った。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
引き続き広報等でキャッチアップ接種の周知を行う。

9

成人歯科健康診査拡充

事業

　歯周疾患等の早期発見、早期治療につなげるため、健康増進法が定める対象に、市

独自の対象も加え、40歳から60歳及び70歳の人を対象として現在実施している歯科

健康診査（年度内1回、自己負担金500円）について、法に基づく対象年齢の拡大

にあわせ、20歳・30歳の人を追加し、対象者を拡充する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

対象者に満20歳、30歳を追加し、引き続き事業を実施するとともに、6月上旬に対象者へ

無料クーポン券を送付した。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
継続して実施する。
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指標名

実診療日/医療提供体制

維持に必要な診療日

基準値

（令和元年度）

100%

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,052 千円 決算額 2,234 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 31,020 千円 決算見込額 31,020 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(2) 医療体制の充実
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き大阪狭山市医師会と連携し、応急診療を実施する。

事業名 事業概要

1

休日診療体制整備事業

　5月の大型連休や年末年始の休日に市内の医療機関において診療を受けることができ

るよう、休日診療体制の充実、強化を図る。

　また、令和6年度から大阪狭山市医師会と連携し、日曜日・祝日、休日及び年末年

始（12月30日～1月3日）における初期救急医療体制を確保するため、15歳以上の

内科の外来救急患者に対する応急診療を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

大阪狭山市医師会の協力を得て、5月の大型連休や年末年始に、発熱等のかぜ症状のあ

る人が、市内の医療機関にて診療を受けることができるよう休日発熱外来を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

大阪狭山市医師会と連携し、4月28日から日曜日・祝日、休日及び年末年始における初

期救急医療体制を確保し、応急診療を開始した。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,725 千円 決算額 3,659 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

利用件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

105件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,514 千円 決算額 2,083 千円 96件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 5,437 千円 決算見込額 5,437 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

施策の大綱　２ 健康でいきいきと暮らせるまちづくり

【施策６】 高齢者が安心して暮らせる地域づくり

将来あるべき姿（めざす方向性） 　いくつになっても住み慣れた地域で生きがいを持って、安心して暮らし続けられるまちをめざします。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
第9期介護保険事業計画の進捗管理を行う。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 地域での包括的な支援体制の充実
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

事業名 事業概要

1

高齢者保健福祉計画及

び介護保険事業計画策

定事業

　医療・介護・介護予防・住まい・生活支援が一体的に提供される「地域包括ケアシステ

ム」の深化・推進を図るため、3年ごとに策定が義務付けられている高齢者保健福祉計

画及び介護保険事業計画を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民調査により得られた基礎資料をもとに、第9期介護保険事業計画を策定した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

2

緊急通報システム事業

　ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、ひとり暮らしの重度身体障がい者等の日常生活上

の安全を確保し、ひとり暮らし高齢者等の精神的な不安を解消するため、緊急通報シス

テムを貸与する。

取組内容

令和5年度

（実績）

本人家族、地区地域、地域包括を含む介護事業所などからの各相談機関を経て、利用

対象者の決定等を行った。

令和6年度

（進捗状況）

令和6年度から、新たに「ひとり暮らし」という対象者世帯の要件を見直し、高齢者夫婦、兄

弟等、65歳以上のみ世帯にも対象を拡充し、事業を展開している。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯、ひとり暮らしの重度身体障がい者等に対し利用を促して

いく。
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指標名

年間総参加者数

基準値

（令和元年度）

1,013人

令和5年度目標値

1,440人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,931 千円 決算額 1,763 千円 822人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,931 千円 決算見込額 2,611 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

実施箇所数

基準値

（令和元年度）

27箇所

令和5年度目標値

32箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,731 千円 決算額 206 千円 28箇所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,327 千円 決算見込額 1,327 千円

担当グループ □ 順調 ■ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

実施箇所数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

1箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,093 千円 決算額 2,569 千円 1箇所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,928 千円 決算見込額 4,756 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

(2) 高齢者自立支援などの推進
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

新規の参加者が少なく、毎回固定の参加者が多く見受けられるため、事業内容の改善、募

集方法の変更等検討する必要がある。

事業名 事業概要

1

一般高齢者運動機能向

上事業

　運動機能の向上や介護予防の普及啓発を図り、要介護状態等になることを予防する

ため、市内在住の65歳以上の一般高齢者、また、運動機能や生活上の心身機能の低

下がある高齢者に対し、自宅でもできる簡単な体操やストレッチ、上下肢筋力トレーニン

グ等の軽微な運動を指導する「さやまエイジングエクササイズ」事業を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

高齢者に軽微な運動を指導し、運動機能の向上、介護予防に努め、実施した。

令和6年度

（進捗状況）

第1クール（R6.5.7～R6.7.26）を予定通り実施するとともに、第2クール（R6.8.20

～）、第3クール（R6.12.3～）の実施に向けた準備を行っている。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

自治会や老人クラブが主体となっている拠点が多く、地縁のない住民でも参加しやすい場の

確保が課題である。また、地域住民の自立支援に資する専門職の積極的な関与などのフォ

ローアップ体制を構築する必要がある。

3

介護予防活動強化推進

事業

　高齢者の生活課題解消をめざすため、日常生活に支障のある生活行為を分析したう

えで、利用者の個別性に応じ、リハビリテーション専門職が関与する運動・栄養・口腔プロ

グラムを短期間（3か月）で集中的に実施します。また、住民及び介護従事者向けに

研修会や講演会を開催し、事業の普及啓発、住民の意識向上を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

市内1か所で週1回、自宅へのリハビリテーション専門職の訪問を含む3か月間のプログラムを

実施した。また、住民及び介護従事者向けに啓発、意識向上を目的とした、講演会を開催

した。

2

いきいき百歳体操事業

　加齢に伴う運動機能の低下及び転倒などによる骨折の防止や、健康増進の意識醸成を目的と

して、地域の住民による主体的な事業運営のもと、全身の筋力アップにつながる介護予防体操を

各地区の誰もが気軽に通うことのできる身近な場所で実施する。また、いきいき百歳体操を行う団

体の活動を支援する支援員（有償ボランティア）を養成し、派遣するとともに、実施団体に、専

門職を派遣し、地域住民の介護予防に関する知識を深め、介護予防に対する意識の醸成を図

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

地域住民による事業運営のもと、介護予防体操の普及に努めた。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、地域住民による事業運営のもと、介護予防体操の普及に努めるとともに、支援

員（有償ボランティア）の養成、派遣を行っている。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、介護予防の普及啓発を図るため、研修会や講演会を開催する。また、短期集中

予防サービス事業を年間4クール（1クール3か月）を実施し、効果検証や適宜プログラム

内容の見直しを行っている。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

利用促進のため、介護従事者だけでなく、市民にも事業について周知を図っていく。また、各

クール終了後に効果検証を行い、より効果の出るプログラムを検討する。
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指標名

成年後見制度利用件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

40人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,238 千円 決算額 6,148 千円 64人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 6,799 千円 決算見込額 6,799 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

ポイント付与件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

700件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 95 千円 決算額 10 円 164件

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 715 千円 決算見込額 715 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

指標名

助成件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

25件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 500 千円 決算額 75 千円 3件

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,000 千円 決算見込額 1,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

6

高齢者補聴器購入費用

助成事業

　高齢期難聴による閉じこもりを予防し、高齢者の積極的な社会参加及び地域交流を

促進するため、65歳以上の高齢者（市民税非課税世帯）が補聴器を購入する場合

に要する費用の一部（上限額25,000円）を助成する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年12月から事業を開始した。また、事業については、広報誌やホームページにて周知

等し、申請相談や利用決定を行った。

令和6年度

（進捗状況）

広報誌やホームページだけではなく、本人家族、地区地域、市医師会（市内耳鼻医療機

関）を通じて、利用に係る申請相談や利用決定等を行っている。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

引き続き、広報誌やホームページによる羞恥と、本人家族、地区地域、市医師会（市内耳

鼻医療機関）を通じて、利用に係る申請相談や利用決定等を行っていく。

5

介護予防等促進事業

　高齢者の生きがいづくり、介護予防支援等を目的に、本市熟年大学修了者及び介護

予防啓発講演会参加者にさやりんポイントを付与することで、講座等への参加を促すとと

もに、市民意識の高揚を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

介護予防啓発講演会を実施し、来場者にポイント付与した。また、本市熟年大学を8割以

上出席した者（熟年大学修了者）に対してさやりんポイントカードを配布した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、介護予防の普及啓発を図るための講演会開催に向けた準備を行っている。また、

熟年大学参加者も全講義の8割以上も出席いただけるよう案内している。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
新規参加者獲得のため、周知を図る。

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

身寄りのない高齢者が増加する中、そういった方をどのように発見・支援していくかが課題であ

るため、ターゲットごとの周知方法を検討する必要がある。

4

成年後見制度利用促進

事業

　認知症や知的障がいなどで判断能力が十分でない人を支援する成年後見制度につい

ては、関連する相談が増加する一方、高い専門性が必要となることから、成年後見制度

の理念に沿った利用促進を図るために必要な助言や利用に向けた調整を担うため、権利

擁護センターに相談窓口（成年後見制度利用に係る中核機関）機能を設ける。

取組内容

令和5年度

（実績）

成年後見制度を円滑に利用できるよう相談・支援を行うとともに、成年後見制度の周知啓

発・利用促進を図った。また、関係各機関との連携を図り、専門職からの助言体制を整え

た。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、制度を円滑に利用できるよう相談・支援を行うとともに、制度の周知啓発・利用

促進を図っている。また、関係各機関との連携を図り、専門職からの助言体制を整えてい

る。
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指標名

配布率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 8,198 千円 決算見込額 8,198 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

高齢者福祉グループ

事業名 事業概要

7

（仮称）米寿のお祝い

さやりんギフト事業

　88歳の敬老祝い金（20,000円）としての現金給付を廃止し、米寿のお祝いと地域

経済の活性化図るため、さやりんポイント（20,000円分）を付与する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

9月15日（老人の日）を基準日とし、対象者にさやりんポイントカードを配布するため、準

備を行っている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
要綱制定後、さやりんポイントのカードを作成し、対象者にカードを配布する。
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指標名

給付枚数

基準値

（令和元年度）

24枚

令和5年度目標値

24枚

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,264 千円 決算額 2,050 千円 24枚

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,264 千円 決算見込額 3,264 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

給付者数

基準値

（令和元年度）

1人

令和5年度目標値

3人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 203 千円 決算額 62 千円 1人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 203 千円 決算見込額 203 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

障がい者の社会参加の促進
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

B
今後の予定や

課題など

軽度難聴児の福祉の増進が期待できる制度であるため、引き続き窓口等で制度周知を行

う。

令和5年度

総合評価

2

軽度難聴児補聴器給付

事業

　軽度難聴児（聴力30dB～60dB）に対して、言語及び生活訓練を促進するため、

補聴器を給付し、その福祉の増進を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

1件の申請があり、補聴器を給付した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、申請を受け付けている。

施策の大綱　２ 健康でいきいきと暮らせるまちづくり

【施策７】 障がいがある人の自立と社会参加の促進

将来あるべき姿（めざす方向性） 　障がいの有無に関係なく、すべての人にとって暮らしやすい、ともに生きるまちをめざします。

事業名 事業概要

1

福祉タクシー利用料金

助成事業

　重度障がい者の社会参加を促進するため、福祉タクシーの利用券の給付を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

福祉タクシー利用券給付枚数（年間24枚（1ヶ月あたり2枚））を給付した。

令和6年度

（進捗状況）

申請を受け付け、利用券を給付している。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、申請の受け付け、利用券の給付を行う。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1)
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指標名

基幹相談支援センター

総数
基準値

（令和元年度）

1箇所

令和5年度目標値

1箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 18,529 千円 決算額 18,529 千円 1箇所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 20,453 千円 決算見込額 20,453 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,318 千円 決算額 3,245 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

延べ利用人数

基準値

（令和元年度）

ー

令和5年度目標値

120人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,320 千円 決算額 0 円 0人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,254 千円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

令和5年度

（実績）

第7期障がい福祉計画及び第3期障がい児福祉計画を策定した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

成果目標及び活動指標の達成状況などについて、大阪狭山市障害者施策推進協議会や

地域自立支援協議会からの点検、評価を受ける。

今後の予定や

課題など

令和6年度から障がい福祉サービスに入浴支援加算が創設されたことから、障がい福祉サー

ビスとしての利用が見込まれるため、令和6年度においても実績がない可能性が高い。

(2) 障がい者福祉サービスの充実
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

4

障がい福祉計画及び障

がい児福祉計画策定事

業

　障がい福祉サービス及び障がい児福祉サービスの提供体制の確保と法に基づく業務を

円滑に実施するため、第7期障がい福祉計画及び第3期障がい児福祉計画（計画期

間：令和6年度～令和8年度）を策定する。

事業名 事業概要

3

障がい者総合相談支援

センター事業

　地域における相談支援の中核的な役割を担う機関である基幹相談支援センターを設

置し、障がいの種類にかかわらず、総合的な相談を行うとともに、地域の相談支援事業

者間の連絡調整や関係機関の連携の支援を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

基幹相談支援センターの運営を図った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、基幹相談支援センターの運営を図る。

基幹相談支援センターの運営を図っている。

取組内容

令和5年度

総合評価

B

1

地域生活支援入浴サー

ビス事業

　障がい児が地域で自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、入浴が困難

な障がい児に施設での入浴サービスを提供し、清潔の保持・心身機能の維持を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

広報誌等で事業の周知は行っているが、利用実績はなかった。

令和6年度

（進捗状況）

広報誌等での事業の周知を行っているが、利用実績はない状況である。
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指標名

グループホーム定員

基準値

（令和元年度）

53人

令和5年度目標値

88人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 85人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

給付者数

基準値

（令和元年度）

12,078人

令和5年度目標値

19,000人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,749,275 千円 決算額 1,724,156 千円 17,176人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,919,529 千円 決算見込額 1,919,529 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

拠点機能整備率

基準値

（令和元年度）

100%

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,579 千円 決算額 1,148 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,584 千円 決算見込額 2,584 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

2

障がい者グループホーム

設置促進事業

　障がい者の自立を支援するため、地域自立支援協議会において、入所施設関係者や

相談支援事業関係者、グループホーム運営事業者と連携を図りながら、グループホームの

設置を促進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

地域包括ケアシステム部会を開催し、地域移行に向けた意識の啓発等を行いグループホー

ム等も含めた地域移行について検討した。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

引き続き、地域包括ケアシステム部会において、グループホーム等も含めた地域移行について

検討を行う。

地域包括ケアシステム部会を開催し、グループホーム等も含めた地域移行について、情報共

有を行っている。

事業名 事業概要

3

自立支援給付事業

　障害者総合支援法に基づく介護給付費、訓練等給付費、自立支援医療費等の給

付、及び児童福祉法に基づく育成医療給付費、障害児通所給付費、肢体不自由児

通所医療費等の給付を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

申請に基づき自立支援給付を行った。

令和6年度

（進捗状況）

申請に基づき、自立支援給付を行っている。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き申請を受け付け、給付を行う。

令和6年度

（進捗状況）

令和6年度

（進捗状況）

拠点事業の運営を図っている。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、継続して運営を図る。

4

地域生活支援拠点整備

事業

　障がい者（児）が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう様々な支援を切れ目

なく提供できる仕組みを構築するため、地域の事業者が機能を分担して面的な支援を行

う体制等の整備を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

拠点事業の運営を図った。
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指標名

相談支援専門員数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 59,497 千円 決算見込額 59,497 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

市虐待防止センター

設置数
基準値

（令和元年度）

1箇所

令和5年度目標値

1箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,032 千円 決算額 1,031 千円 1箇所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,036 千円 決算見込額 1,036 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

事業名 事業概要

令和6年度

（進捗状況）

広報等でひきこもりの相談窓口を掲載し周知を行っている。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
引き続き、相談体制の充実を図るとともに、相談窓口の周知を行う。

(3) 障がい者理解の促進
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

5

障がい者等相談支援事

業

　身体障がい者や精神障がい者及び家族等へ必要な情報の提供・助言、障がい者等に

対する虐待の防止、早期発見のための関係機関との連絡調整や、全国的に増加傾向

にある「ひきこもり」の状態にある当事者及び家族の相談に対応するため、相談体制の充

実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

引き続き、市虐待防止センターの運営と、緊急一時保護居室の運営を図り、制度の啓発を

行う。

事業名 事業概要

1

障がい者虐待防止事業

　障害者虐待防止法により、市虐待防止センターを設置するとともに、市民に対して法律

の趣旨及び制度の啓発等を行う。また、虐待を受けた障がい者を保護するため、緊急一

時保護居室の確保及び後見人等の支援をする。

取組内容

令和5年度

（実績）

制度の啓発を行うとともに、緊急一時保護居室を確保した。

令和6年度

（進捗状況）

市虐待防止センターの運営と、緊急一時保護居室の運営を図っている。
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指標名

国民健康保険特定健

康診査受診率
基準値

（令和元年度）

34.9%

令和5年度目標値

60.0%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 28,047 千円 決算額 12,664 千円 41.8%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 35,517 千円 決算見込額 35,517 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

保険年金グループ

指標名

納付勧奨による納付率

基準値

（令和元年度）

62.7%

令和5年度目標値

73.0%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,281 千円 決算額 2,583 千円 47.9%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,583 千円 決算見込額 2,583 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

保険年金グループ

施策の大綱　２ 健康でいきいきと暮らせるまちづくり

【施策８】 社会保障制度の安定的な運営

将来あるべき姿（めざす方向性） 　すべての人の安定した生活と自立を支援するまちをめざします。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

引き続き、電話による納付勧奨と、連絡がつかない滞納者に対して催告書を発送し、納付

交渉の機会を設け収納率の向上に努める。

令和5年度

総合評価

B

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 国民健康保険制度の充実

事業名 事業概要

1

特定健康診査等事業

　40～74歳の国民健康保険被保険者を対象に、生活習慣病の予防を目的とした健

診を実施し、健康寿命の延伸を推進することにより、医療費の適正化をめざす。あわせ

て、国民健康保険の被保険者のうち対象者に対し、電話やハガキにて特定健康診査の

受診勧奨を行い、受診率の向上を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和4年度（概ね令和4年12月～令和5年3月）受診者に対し、アドバイス冊子とQUOカードを贈

呈し、令和5年度（概ね令和5年4月～令和5年11月）受診者に対し、アドバイス冊子とさやりんポイ

ントカードを贈呈した。また、未受診者へのハガキによる勧奨と、電話による勧奨を行った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度（概ね令和5年12月～令和6年3月）受診者にアドバイス冊子とさやりんポイ

ントカードを贈呈した。また、令和6年度（概ね令和6年4月～令和6年11月）受診者へ

の発送準備を行っている。

今後の予定や

課題など

令和6年度（概ね令和6年4月～令和6年11月）受診者に対し、アドバイス冊子とさやり

んポイントカードを贈呈する。また、未受診者へのハガキによる勧奨と、電話による勧奨を行

う。

2

保険料等納付勧奨事業

　保険料の納め忘れの防止と、収納率の向上を図るため、コールセンターを設置し、主に

現年度未納者を対象に電話勧奨を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

保険料の納め忘れの防止と、収納率の向上を図るため、コールセンターを設置し、主に現年

度保険料の未納者を対象に電話勧奨を行った。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、コールセンターと連携を図り、納付相談等がない現年度保険料の未納者に対し

電話による納付勧奨を行っている。
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指標名

特定保健指導実施率

基準値

（令和元年度）

33.4%

令和5年度目標値

60.0%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,625 千円 決算額 806 千円 25.3%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,484 千円 決算見込額 1,484 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

保険年金グループ

指標名

利用者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 726 千円 決算額 458 千円 67人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 707 千円 決算見込額 707 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

保険年金グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,420 千円 決算額 1,606 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

保険年金グループ

事業名 事業概要

3

オンライン特定保健指導

運動支援事業

　特定保健指導利用率向上を図るため、希望者に特定保健指導利用期間（6か月

間）のうちの3か月間、アプリでの運動コンテンツを利用しながら継続的運動支援を行うと

ともに、勤務等で特定保健指導面接の利用が困難な対象者に対し、オンラインにて特定

保健指導を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

特定保健指導対象者のうち希望者にオンライン特定保健指導または運動支援を行った。

令和6年度

（進捗状況）

特定保健指導対象者に案内を送付し、参加者を募っている。
令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
案内方法を工夫し、参加者の確保に努める。

令和6年度

（進捗状況）

スマホdeドックの申込フォームの設定や案内チラシ発送を行った。
令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
案内方法を工夫し、利用者の確保に努める。

4

早期介入保健指導事業

　若年層の健康意識とQOLの向上、生活習慣病の一次予防とともに、長期的には医療

費の抑制及び適正化につなげるため、特定健診の対象前となる30歳代の国民健康保

険被保険者を対象に「スマホdeドック」（郵送型血液検査キット）を希望者先着100名

に無料で提供する。

取組内容

令和5年度

（実績）

スマホdeドックを受診した結果、異常値が確認された人には、生活習慣の改善アドバイスや

医療機関への受診を促すメッセ―ジを表示し、適切な治療を促した。また、希望者には保

健センターの保健師・管理栄養士が電話で保健指導を行った。

5

保健事業等実施計画策

定事業

　効果的な保健事業を実施することで、長期的には医療費の適正化に繋げるため、第2

期保健事業実施計画・第3期特定健康診査等実施計画（令和5年度末で終了）に

基づき実施してきた各保健事業や特定健診等について分析・評価し、それらを踏まえ第3

期保健事業実施計画・第4期特定健康診査等実施計画（計画期間：令和6年度～

令和11年度）を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

健診情報や医療情報などに基づき、これまでの各保健事業や特定健診等について分析・評

価を行い、「大阪狭山市国民健康保険第3期保健事業実施計画及び第4期特定健康診

査等実施計画」を策定した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業完了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
計画に基づき、各保健事業を推進する。
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指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 501 千円 決算額 441 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 501 千円 決算見込額 501 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

保険年金グループ

指標名

自立支援件数

基準値

（令和元年度）

59件

令和5年度目標値

120件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 32,859 千円 決算額 21,246 千円 41件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 29,110 千円 決算見込額 29,110 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活援護グループ

(2) 国民年金制度の促進

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

事業名 事業概要

1

国民年金事業

　法定受託事務を中心に効率的かつ効果的な事務処理を行い、市民の老後の生活基

盤の安定が図れるように年金受給権確保のための取組を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

日本年金機構と連携し、未加入者への加入促進及び保険料未納による無年金者の防止

に努めた。

令和6年度

（進捗状況）

日本年金機構と連携し、加入促進及び無年金者の防止に努めている。

(3)
生活保護受給者、生活困窮者の支

援

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、対象者に順次案内を行っていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

1

生活困窮者自立支援事

業

　生活保護に至る前段階での自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対する自立

相談支援事業、家計改善支援事業、就労準備支援事業や住居確保給付金の支給

事業を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

生活保護に至る前の段階の自立支援策の強化を図るため、生活困窮者に対し自立相談

支援事業を行った。

令和6年度

（進捗状況）

毎月支援調整会議を行い、支援対象者の情報を共有しながら、適切な支援を行っている。
令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
支援対象者が自立して生活できるように、引き続き適切な支援を検討しながら行っていく。

55



指標名

支援する子どもの数

基準値

（令和元年度）

13人

令和5年度目標値

27人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,558 千円 決算額 3,122 千円 20人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,000 千円 決算見込額 4,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活援護グループ

2

生活困窮者の子どもの

学習支援事業

　貧困の連鎖を打ち切るため、生活困窮者の児童・生徒（中学校1～3年生、小学校

4～6年生）に対して、子どもの学習支援事業を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

貧困の連鎖を防ぐため、小中学生を対象に福祉的な学習支援を行った。

令和6年度

（進捗状況）

中学生7名、小学生４名に対し学習支援を実施している。

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

生活保護受給世帯以外の児童が少ないため、教育委員会とも連携し、事業の参加児童

を増やしていく。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

50%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,627 千円 決算額 6,567 千円 50%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,392 千円 決算見込額 3,302 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

都市政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 12,000 千円 決算見込額 6,380 千円

担当グループ □ 順調 ■ 遅延 □ 完了

都市政策グループ

2

都市計画事業検討調査

事業

　近畿大学病院等跡地の民間開発に伴う周辺整備（現近畿大学病院等所有地以

外の土地を含む）と合わせ、都市計画道路（狭山河内長野線）等の整備を一体的に

検討し、当該エリアの魅力向上を図るため、整備手法の検討など必要となる事前調査を

行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

近畿大学病院等跡地の民間開発に伴う周辺整備（現近畿大学病院等所有地以外の土地を含

む）に合わせた、都市計画道路（狭山河内長野線）等の一体的な整備の検討に向け、想定される

都市計画道路（狭山河内長野線）の線形や全体の事業スキームの検討を行っている。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

具体的な事業範囲、土地利用の内容、都市計画道路の線形、全体の事業スキーム等を検討する想定をし

ているが、近畿大学病院等による跡地取得企業の選定が遅れており、跡地取得企業及び地権者等との協議

に入ることができていない。そのため、現時点で想定可能な範囲での調査業務を進めている。

事業名 事業概要

1

立地適正化計画策定事

業

　「大阪狭山市都市計画マスタープラン」で示す将来都市構造を実現するため、居住誘

導区域、都市機能誘導区域、公共交通ネットワークの方針、誘導施策、防災指針等の

検討を行い、持続可能かつ近隣市等と広域でつながる都市空間の形成をめざす具体的

かつ戦略的な方針として、立地適正化計画を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年12月末の計画策定に向け、必要となる基礎調査の実施、上位関連計画や関連

事業の把握、関連部署へのヒアリング、各種会議の開催（庁内調整会議2回、策定委員

会2回、都市計画審議会1回）等を行い、計画時点骨子案の作成を行った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度にとりまとめた時点骨子案に対する市民意見の募集を行ったうえで、引き続き、計画内容の

作成作業を行い、計画素案を作成した。今後、12月末計画策定に向け、策定委員会や都市計画審

議会等の開催、パブリックコメントを実施していく。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

今後、補助事業に係る手続きとの整合性や、個別事業（近大跡地、公共施設再配置、学校園の適

正規模・適正配置など）の進捗状況等を踏まえ、必要に応じて計画内容の見直しを行っていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 魅力あるまちづくりの推進
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

施策の大綱　３ 自然と調和した活力のある快適なまちづくり

【施策９】 快適な魅力ある都市空間の形成

将来あるべき姿（めざす方向性） 　誰もが安全・安心で快適に住み続けられる魅力あるまちをめざします。
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指標名

イベント出店回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

4回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 674 千円 決算額 674 千円 4回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,267 千円 決算見込額 1,267 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 242 千円 決算額 155 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 242 千円 決算見込額 242 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

イベント出店回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

4回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 674 千円 決算額 674 千円 4回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,267 千円 決算見込額 1,267 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

1

まちの活性化推進事業

（再生連絡協議会）

　「狭山ニュータウン地区再生推進計画」に基づき、市・住民等・事業者がそれぞれの役

割のもと、連携しながら、狭山ニュータウン地区の再生に向けた取組みを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

狭山ニュータウン地区再生連絡協議会を2回開催し、狭山ニュータウン地区の取組みを報告し、議論い

ただいた。

令和6年度

（進捗状況）

令和6年度第1回狭山ニュータウン地区再生連絡協議会を開催（11月予定）し、狭山

ニュータウン地区の取組みを報告して、議論いただけるよう準備を進めている。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

第2回狭山ニュータウン地区再生連絡協議会を3月（予定）に開催する。引き続き、狭山

ニュータウン地区再生連絡協議会等の意見を踏まえて、狭山ニュータウン地区の再生に向け

た取組みを推進する。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

狭山池において市民団体や民間事業者等のあらゆる主体によるエリアマネジメント体制を構

築し様々なにぎわいづくり事業に取組む。

2

狭山池周辺エリアにおけ

るにぎわい創出事業

（再掲）

　「水とみどりのネットワーク構想」における重点アクションエリア（狭山池周辺エリア）にお

いて準則特例等を活用し、移動販売車等の出店など同エリアのにぎわいづくりと屋外空間

の活用に取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民団体や民間事業者が主体となるエリアマネジメントの手法による様々なにぎわいづくり事

業に取り組んだ。

令和6年度

（進捗状況）

準則特区の区域を拡張した狭山池において、市民団体や民間事業者等あらゆる主体と、

エリアマネジメントの手法により継続して様々なにぎわいづくり事業に取り組んでいる。

(2) 地域の特性に応じたまちづくりの推進
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

狭山池において市民団体や民間事業者等のあらゆる主体によるエリアマネジメント体制を構

築し様々なにぎわいづくり事業に取組む。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

事業名 事業概要

3

狭山池周辺エリアにおけ

るにぎわい創出事業

　「水とみどりのネットワーク構想」における重点アクションエリア（狭山池周辺エリア）にお

いて準則特例等を活用し、移動販売車等の出店など同エリアのにぎわいづくりと屋外空間

の活用に取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民団体や民間事業者が主体となるエリアマネジメントの手法による様々なにぎわいづくり事

業に取り組んだ。

令和6年度

（進捗状況）

準則特区の区域を拡張した狭山池において、市民団体や民間事業者等あらゆる主体と、

エリアマネジメントの手法により継続して様々なにぎわいづくり事業に取り組んでいる。
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指標名

耐震診断年間補助

総件数
基準値

（令和元年度）

8件

令和5年度目標値

26件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 15,982 千円 決算額 5,750 千円 13件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 14,982 千円 決算見込額 14,982 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

都市政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 441 千円 決算額 299 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

都市政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 589 千円 決算額 589 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

都市政策グループ

3

空家等対策計画見直し

事業

　「大阪狭山市空家等対策計画」については、策定（平成31年3月）から5年経過す

ることから、計画に基づく各種取組みの実績、関連する法令の改正状況、計画策定時に

調査した空家の状況等を踏まえ、同計画の中間見直しを行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年12月に空家等対策の推進に関する特別措置法の一部が改正されたことを踏まえ、これまで実

施してきた施策の成果の取りまとめや法律改正の内容の反映、計画策定時に空家である可能性が高

いと判定された建物の追跡調査、今後取り組むべき施策等を定めた。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
計画に基づいた空家対策を行っていく。

取組内容

令和5年度

（実績）

本市域における住宅・建築物の耐震化をさらに促進するため、本計画の中間見直しを行った。また、住宅・建

築物の耐震化の促進に加え、市内分譲マンションの管理不全を未然に防ぎ、管理組合の自律的な運営によ

る適正な管理を促進するため、本計画にマンション管理適正化推進計画を新たに盛り込んだ。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
計画に基づいた耐震化及びマンション適正管理施策を行っていく。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
引き続き、建築物の耐震化率の向上に努める。

1

民間建築物の耐震対策

事業

　大阪狭山市建築物耐震改修促進計画に基づき、昭和56年5月31日以前に建築さ

れた民間建築物について、耐震診断・木造住宅耐震改修（木造住宅耐震改修設計を

含む）費用の一部を補助し、震災に強いまちづくりをめざす。

　また、近年増加してきている空家の除却費用の一部にも補助し、周辺の生活環境の保

全を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

・既存民間建築物耐震診断補助　13件　　・木造住宅耐震改修補助　2件

・既存民間建築物除却補助　6件

・R5.8.17住まいの耐震・リフォームの個別相談会と展示会を開催

令和6年度

（進捗状況）

・既存民間建築物耐震診断補助　7件　　・木造住宅耐震改修補助　1件

・既存民間建築物除却補助　1件　　・市内の木造住宅約8000世帯に対して耐震化普及のための

戸別訪問を実施。　　・R6.7.26住まいの耐震・リフォームの個別相談会と展示会を開催

2

建築物耐震改修促進計

画見直し事業

　「大阪狭山市建築物耐震改修促進計画」については、策定（平成30年3月）から5

年経過したことから、都市計画マスタープランやこれまでの耐震に関する取組みを整理する

とともに、マンション管理適正化法の改正等を踏まえ、同計画の中間見直しを行う。

(3) 安全・安心な住環境の維持・保全
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）
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指標名

取組み実施数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

50件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,582 千円 決算額 81 千円 26件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 262 千円 決算見込額 262 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
引き続き、水循環計画に基づく取組みを関係者と連携し、施策を推進していく。

1

水循環計画推進事業

　本市域における水に関するすべての事業を集約し、健全な水循環を維持回復させるた

めに、理念、基本的方向性、目標等を含めた計画を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

大阪狭山市水循環計画について、ホームページ等で周知するとともに、計画に基づく3つの

柱と8つの施策に沿って、今後の取組みについて関係者と連携し、施策を促進した。

令和6年度

（進捗状況）

水循環協議会に取組状況を報告するとともに、大阪狭山市水循環学習会を7月27日に

開催した。

(4) 安全で安定した水の供給

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）
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指標名

要舗装補修延長

基準値

（令和元年度）

1,140m

令和5年度目標値

600m

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 83,000 千円 決算額 75,624 千円 700m

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 23,500 千円 決算見込額 23,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

指標名

橋梁点検率

基準値

（令和元年度）

100%

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 5,000 千円 決算見込額 5,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

事業名 事業概要

1

道路舗装長寿命化事業

　車道のひび割れやわだち掘れなどを解消し、通行者が安全に利用できるよう、幹線道

路等の舗装修繕を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

・東野菅生線舗装修繕工事　　　・廿山高蔵寺線舗装修繕工事

・狭山岩室線舗装修繕工事　　　・狭山河内長野線舗装修繕工事

・路面性状調査

令和6年度

（進捗状況）

・廿山高蔵寺線舗装修繕工事（第2工区）

・東池尻6号線舗装修繕工事

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

令和5年度に実施した、路面性状調査の結果をもとに令和6年度に舗装修繕計画を策定

した。計画をもとに、交付金等を活用しながら、舗装修繕を行っていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 安全で快適な道づくりの推進
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

施策の大綱　３ 自然と調和した活力のある快適なまちづくり

【施策10】 便利で快適な道路交通環境の形成

将来あるべき姿（めざす方向性） 　安全で快適な道路環境と利便性の高い交通環境が整ったまちをめざします。

2

橋梁長寿命化事業

　橋梁崩落による死亡事故を未然に防ぐ必要があることから、令和3年度は26橋、令和

4年度は45橋の近接目視点検を実施した際に『Ⅱ予防保全段階』と診断された橋梁に

ついて、断面修復や漏水対策を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

・新池橋他修繕工事
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

橋梁点検結果に基づき、令和6,7年度に修繕が必要な橋梁の修繕を実施する。

また、令和8年度より3巡目の点検に着手し、令和9年度に完了予定。
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指標名

整備延長

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

670m

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 55,000 千円 決算額 53,034 千円 680m

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

指標名

歩道整備延長

基準値

（令和元年度）

20m

令和5年度目標値

975m

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 171,523 千円 決算額 164,523 千円 1,326m

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 224,672 千円 決算見込額 223,904 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
通行者の安全を確保するため、歩行者空間の整備を推進する。

1

交通安全施設整備事業

　通行者の安全を確保するため、既存道路や橋梁を改良し、歩行者空間を確保する。

取組内容

令和5年度

（実績）

・西除川河川改修事業（草沢橋改修）　　・半田32号線歩道整備工事②

・半田32号線歩道整備工事③　　　　　　 　・あまの街道周辺歩行者空間整備工事

・狭山NT地区道路修繕工事　　　　　　　　 ・狭山環状線歩道整備工事

令和6年度

（進捗状況）

・西除川河川改修事業（草沢橋改修）　・狭山東村線歩道改良工事

・廿山高蔵寺線道路拡幅工事　　　　　　　・東茱萸木12号線歩道整備工事

・西池尻59号線歩道改良工事　　　　　　　・狭山NT歩道交通安全対策工事

(2) 人にやさしい交通環境の実現
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
維持管理に努めていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

事業名 事業概要

3

狭山東野線歴史街道整

備事業

　旧街道において、歴史や風土を感じながら散策等ができるよう、施設整備（修景舗

装、案内看板、サイン等）を行い、歴史的景観の保全・活用に取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

・狭山東野線歴史街道整備工事

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
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指標名

猛暑対策停留所個所

（累計）
基準値

（令和元年度）

0箇所

令和5年度目標値

7箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 15,000 千円 決算額 13,663 千円 7箇所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

指標名

本制度活用者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

160人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 800 千円 決算額 300 千円 60人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 600 千円 決算見込額 600 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

(4) 交通安全対策の推進
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

事業概要

1

運転免許証自主返納支

援事業

　高齢ドライバーによる事故を未然に防ぐため、運転免許証の自主返納を検討している

75歳以上の高齢ドライバーに対し、返納後の生活で公共交通を利用いただけるよう、交

通系ICカードを活用した補助制度を創設し、返納を後押しする。

取組内容

令和5年度

（実績）

運転免許証を自主返納した高齢者に対し、ICOCAカードの新規購入又はチャージにかかる

費用を補助（上限5,000円）した。

令和6年度

（進捗状況）

8月末時点で35件の申請があり、補助を行った。

今後の予定や

課題など
窓口案内や交通イベントでのチラシの配布等を行い、周知を進めていく。

令和5年度

総合評価

B

事業名

事業名 事業概要

1

都市緑化を活用した猛

暑対策事業

　上屋や微細ミスト発生装置などの設置及び緑化対策を講じることで、「都市緑化を活

用した猛暑対策」を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

大阪狭山市循環バス停留所（福祉センター前）微細ミスト発生器設置等工事

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
維持管理に努めていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(3) 暮らしを支える公共交通の整備
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり
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指標名

歩道整備延長

基準値

（令和元年度）

20m

令和5年度目標値

975m

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 171,523 千円 決算額 164,523 千円 1,326m

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 224,672 千円 決算見込額 223,904 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

道路グループ

事業名 事業概要

交通安全施設整備事業

（再掲）

　通行者の安全を確保するため、既存道路や橋梁を改良し、歩行者空間を確保する。

取組内容

令和5年度

（実績）

・西除川河川改修事業（草沢橋改修）　　・半田32号線歩道整備工事②

・半田32号線歩道整備工事③　　　　　　 　・あまの街道周辺歩行者空間整備工事

・狭山NT地区道路修繕工事　　　　　　　　 ・狭山環状線歩道整備工事

令和6年度

（進捗状況）

・西除川河川改修事業（草沢橋改修）　・狭山東村線歩道改良工事

・廿山高蔵寺線道路拡幅工事　　　　　　　・東茱萸木12号線歩道整備工事

・西池尻59号線歩道改良工事　　　　　　　・狭山NT歩道交通安全対策工事

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
通行者の安全を確保するため、歩行者空間の整備を推進する。

2
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指標名

遊具改修公園数

基準値

（令和元年度）

1件

令和5年度目標値

7件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 70,600 千円 決算額 63,062 千円 7件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 70,600 千円 決算見込額 70,600 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

指標名

点検箇所数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

1箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,700 千円 決算額 6,131 千円 1箇所

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

2

副池オアシス公園通路

橋点検事業

　副池オアシス公園通路橋については、老朽化が進行していることから、平成26年度に

目視等による簡易な点検を実施したが、部材の腐食や劣化状況についての安全性等の

確認はできていないことから、橋梁崩落による事故を未然に防止し、公園を安全にご利用

いただくため、橋梁点検を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

副池オアシス公園通路橋の橋梁崩落による事故を未然に防止し、公園を安全にご利用いた

だくため、橋梁点検を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

副池オアシス公園通路橋の点検の結果、吊り材のケーブルに著しい腐食と破断が見られ、

ケーブルの改修又は、橋梁の架け替え等の措置が必要であると判定。今後、基本設計、詳

細設計、施工等計画的に行う必要がある。

事業名 事業概要

1

市内公園遊具設置事業

　公園施設長寿命化計画に基づき、老朽化した公園遊具等を、地域や利用者のニー

ズ、安全性等を踏まえ更新する。

取組内容

令和5年度

（実績）

狭山第1公園、東大池公園、西山台第5公園、西山台第8公園、大野台第1公園、東池

尻第1公園、池尻第2公園の遊具の改修を行った。

令和6年度

（進捗状況）

大野台第11公園、大野台第5公園、大野第3公園、池之原第1公園の公園遊具を地域

や利用者のニーズ、安全性を踏まえ、更新する。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
長寿命化計画に基づき、遊具等公園施設の更新を計画的に行う。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 憩える公園、遊べる公園の整備 Ⅰ－①出産・子育ての支援

施策の大綱　３ 自然と調和した活力のある快適なまちづくり

【施策11】 水とみどり豊かなうるおいのある環境づくり

将来あるべき姿（めざす方向性）
　狭山池をはじめとする個性豊かな水とみどりの景観と人々の生活や都市活動との調和を図りなが

ら、うるおいのある快適なまちをめざします。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 10,660 千円 決算見込額 10,660 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

指標名

捕植や剪定の本数

基準値

（令和元年度）

500本

令和5年度目標値

500本

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 12,230 千円 決算額 9,985 千円 704本

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 13,600 千円 決算見込額 13,600 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

1

公園緑地維持管理事業

　市民がみどりを身近に感じられるよう、街路樹の補植や剪定等を行い、維持保全に努め

る。

取組内容

事業名

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
現地調査の結果を踏まえ、計画の改定を行う。

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

公園施設長寿命化計画

改定事業

　「大阪狭山市公園施設長寿命化計画」（計画年度：平成27年度～令和6年度）

が、令和6年度末で計画期間である10年を満了することから、国の公園施設長寿命化

計画策定指針（平成30年度改定）を踏まえ、計画を改定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

計画の改定を進めるため、現地調査を行っている。

令和5年度

（実績）

市民がみどりを身近に感じられるよう、大野台茱萸木線等の高木の補植や剪定を行い、維

持保全に努めた。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き市民がみどりを身近に感じられるよう、街路樹の補植や剪定を行っている。
令和5年度

総合評価

A

事業概要

今後の予定や

課題など
引き続き、市民がみどりを身近に感じられるよう、街路樹の補植や剪定を行っていく。

(2) みどりの景観整備
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指標名

事業実施エリア数

基準値

（令和元年度）

0箇所

令和5年度目標値

2箇所

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 25,530 千円 決算額 22,326 千円 2箇所

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 20,000 千円 決算見込額 20,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

指標名

イベント出店回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

4回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 674 千円 決算額 674 千円 4回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,267 千円 決算見込額 1,267 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

2

狭山池周辺エリアにおけ

るにぎわい創出事業

（再掲）

　「水とみどりのネットワーク構想」における重点アクションエリア（狭山池周辺エリア）にお

いて準則特例等を活用し、移動販売車等の出店など同エリアのにぎわいづくりと屋外空間

の活用に取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民団体や民間事業者が主体となるエリアマネジメントの手法による様々なにぎわいづくり事

業に取り組んだ。

令和6年度

（進捗状況）

準則特区の区域を拡張した狭山池において、市民団体や民間事業者等あらゆる主体と、エ

リアマネジメントの手法により継続して様々なにぎわいづくり事業に取り組んでいる。

今後の予定や

課題など

狭山池において市民団体や民間事業者等のあらゆる主体によるエリアマネジメント体制を構

築し様々なにぎわいづくり事業に取組む。

(3) 水とみどりのネットワークの形成
Ⅲ－①地域資源を活かしたまちの

魅力強化

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

「水とみどりのネットワーク構想」に基づき、狭山池を中心核とする重点アクションエリアの魅力

向上やにぎわい創出に努め、利用者のニーズに合った環境の整備を進める。

1

水とみどりのネットワーク

事業

　「水とみどりのネットワーク構想」に基づき、狭山池を中心核とする周辺エリアの魅力向上

やにぎわい創出をめざす。

取組内容

令和5年度

（実績）

「水とみどりのネットワーク構想」に基づき、重点アクションエリアの魅力向上やにぎわい創出に

向け、ちびっこ広場の拡張に伴うインクルーシブな遊具の増設や狭山池公園、副池オアシス

公園の駐輪場の整備や改修を行った。

令和6年度

（進捗状況）

重点アクションエリアの魅力向上やにぎわい創出に向け、副池オアシス公園(旧西新町公園

部分)の園路の改修を行う。

令和5年度

総合評価

A
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指標名

伐採本数

基準値

（令和元年度）

29本

令和5年度目標値

29本

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,000 千円 決算額 3,207 千円 21本

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 5,000 千円 決算見込額 5,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

指標名

防除対策をした樹木数

基準値

（令和元年度）

311本

令和5年度目標値

250本

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,000 千円 決算額 4,356 千円 192本

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 5,000 千円 決算見込額 5,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公園緑地グループ

指標名

配布件数

(登録薬剤及び資材)
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

30件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 278 千円 決算額 177 千円 22件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 322 千円 決算見込額 322 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活環境グループ

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
市域での被害拡散を防止するためにも、引き続き当事業を継続していく必要がある。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
公園等のサクラの被害調査を行い、被害に応じて、ネット設置、枯木の伐採を行う。

3

クビアカツヤカミキリ対策

事業

　クビアカツヤカミキリムシによる樹木への被害拡散防止対策のため被害樹木の所有者又

は管理者に登録薬剤及び資材を配布する。

取組内容

令和5年度

（実績）

ホームページと広報誌で周知を行い、申請のあった被害樹木の管理者に登録薬剤と資材を配布した。

2

クビアカツヤカミキリ防除

対策事業

　平成27年度からクビアカツヤカミキリによる樹木への被害が発生しており、市内において

拡大している。

　この被害の拡大を最小限に抑えるため防除対策を実施し、市内の公園等に植栽されて

いるサクラの健全な育成と保全を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

被害拡大を最小限に抑えるため、122本にネットを設置し、70本の枯死木の伐採を行った。

令和6年度

（進捗状況）

公園等のサクラの被害調査を行い、被害状況に応じて、ネット設置、枯木の伐採を行う。

令和6年度

（進捗状況）

ホームページと広報誌で周知を行い、申請のあった被害樹木の管理者に登録薬剤と資材を

配布している。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

緊急性のある枯木や倒木の危険性が高く、特に風水害よる人的、物的被害が生じないよう

に計画的な樹木の伐採や支障枝の除却等を行う。

1

倒木枯木対策事業

　平成26年度頃より、ナラ枯れ被害（コナラ等の樹木の病気）等により高木の立枯れ

が相次いでいることから、倒木の危険性が高く、特に風水害による人的・物的被害が危惧

されている樹木の計画的な伐採等を行う。

　また、自然災害による倒木等の恐れのある枯木についても計画的に対策を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

倒木の危険性が高く、特に風水害による人的・物的被害が危惧されている樹木21本の伐採と273ｍの

支障枝の除去を行った。

令和6年度

（進捗状況）

緊急性のある枯木や倒木の危険性が高く、特に風水害よる人的、物的被害が生じないよう

に計画的な樹木の伐採や支障枝の除去等を行う。

(4) 生物多様性の保全

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）
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指標名

設置モニター件数

基準値

（令和元年度）

96件

令和5年度目標値

100件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,000 千円 決算額 2,940 千円 98件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,000 千円 決算見込額 3,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活環境グループ

指標名

エコ川柳申込者数

基準値

（令和元年度）

216人

令和5年度目標値

200人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 46 千円 決算額 36 千円 113人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 46 千円 決算見込額 46 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活環境グループ

令和6年度

（進捗状況）

エコ川柳コンテストは7月から募集を開始し、順調に応募がある。環境啓発イベント「エコフェス

タおおさかさやま」を開催の準備をしています。「エコ川柳コンテスト」の優秀作品を掲示し、エコ

診断等、地球温暖化対策の普及啓発を行う。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

今後、環境啓発イベント「エコフェスタおおさかさやま」を開催を予定しているが、地球温暖化

対策の普及啓発の方法等について検討する必要がある。

2

環境啓発事業

　地球温暖化対策の普及啓発を図るため、「エコ川柳コンテスト」の実施や環境啓発イベ

ント「エコフェスタおおさかさやま」を開催し、環境問題を身近なものとして捉え、関心を持つ

ことで、一般家庭における取組みを促進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

産業まつり内で、「エコ川柳コンテスト」の優秀作品の掲示やエコ診断等、地球温暖化対策の

普及啓発を行った。

事業名 事業概要

1

地球温暖化対策設備導

入費促進事業

　地球温暖化対策に対する市民の積極的な取組みを促進するため、家庭用燃料電池

コージュネレーション設備、家庭用リチウムイオン蓄電池設備に加え、新たに電気自動車

充電設備と電気自動車に蓄えられた電力を家庭用に活用できる電気自動車等充放電

設備（V2H）を対象とし、いずれかを導入した家庭にさやりんポイントを付与する。

取組内容

令和5年度

（実績）

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム（59件）、家庭用リチウムイオン蓄電池システ

ム（25件）、電気自動車充電設備（14件）にさやりんポイントを付与した。

令和6年度

（進捗状況）

9月1日から先着順にて、設置モニターの募集を行うための準備を進めているとともに、周知啓

発を窓口・広報誌とホームページで行っている。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
地球温暖化対策に対する市の姿勢を示すためにも、引き続き事業を実施していく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 低炭素社会の実現

施策の大綱　３ 自然と調和した活力のある快適なまちづくり

【施策12】 地域から始める地球にやさしい環境づくり

将来あるべき姿（めざす方向性）
　狭山池をはじめとする個性豊かな水とみどりの景観と人々の生活や都市活動との調和を図りなが

ら、うるおいのある快適なまちをめざします。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,080 千円 決算見込額 2,750 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活環境グループ

指標名

ごみ減量化目標率

基準値

（令和元年度）

16%

令和5年度目標値

27%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,400 千円 決算額 1,224 千円 32%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,550 千円 決算見込額 1,550 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活環境グループ

事業名 事業概要

令和6年度

（進捗状況）

現在の大阪狭山市での区域内の排出温室効果ガスを把握するための調査を行っている。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
調査結果を踏まえ、目標達成に向けて、より実現可能なガイドラインである計画を策定する。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

平成25年度に策定された大阪狭山市一般廃棄物処理計画においても、ごみ減量率やリサ

イクル率の向上が見込まれており、達成に向けて第五次大阪狭山市総合計画の目標数値

を引き続き継続していく必要がある。

事業名 事業概要

1

ごみ減量対策推進事業

　市民・事業者・行政が主体となり、ごみの排出抑制を図ることで、減量化を推進する。

また、資源ごみの再資源化に向けた分別を徹底し、適正なごみ処理を推進するとともに、

リサイクル資源の収集運搬、選別処理、再商品化の業務委託、たい肥化容器の貸与等

を実施する。さらに、市民公募による廃棄物減量等推進員との協働によるごみ減量対策

推進会議において、ごみ減量に関する調査・研究を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

大阪狭山市ごみ減量対策推進会議と連携しながら、ごみ減量に関する啓発誌「ごみ減

NEWS」を年2回発行、市内催事での啓発ブースの出展など、市民へのごみの減量化、分

別収集の徹底に関して周知啓発を行った。

令和6年度

（進捗状況）

大阪狭山市ごみ減量対策推進会議と連携しながら、ごみ減量に関する啓発誌「ごみ減

NEWS」を年2回発行、市内催事での啓発ブースの出展など、市民へのごみの減量化、分

別収集の徹底に関して周知啓発を行っている。

(2) 循環型社会の構築

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

地球温暖化対策実行計

画（事務事業編・区域

施策編）策定事業

　第3次大阪狭山市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）（計画期間：令和

2年度～令和6年度）が令和6年度末で計画期間を満了することから、より発展した環

境都市をめざすため、事務事業編に区域施策編を加え、住民・事業者も含む排出温室

効果ガスの排出削減計画を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）
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指標名

事業所への年間立入

検査件数
基準値

（令和元年度）

10件

令和5年度目標値

10件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,383 千円 決算額 3,256 千円 10件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,850 千円 決算見込額 3,850 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生活環境グループ

(4)

指標名

下水道普及率

基準値

（令和元年度）

99.9%

令和5年度目標値

99.9%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 169,860 千円 決算額 154,201 千円 99.9%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 85,200 千円 決算見込額 85,200 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

引き続き環境美化・公害対策を実施する事で、市内の幹線道路等の実態を把握するため、

騒音調査等を実施する。

行政の取組内容 関連するSDGｓ

1

公共下水道整備事業

（汚水）

　本市の持続的かつ健全な発展、公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水質の保

全に資することを目的に事業を進める。

　整備後、老朽化の進んでいる施設も多くあることから、今後は予防保全型による包括的な維持

管理を行い、下水道ストックマネジメント計画に基づく施設の点検・調査や改築・更新のほか、下

水道施設の耐震化を進める。また、健全な下水道事業の経営と運営に努める。

取組内容

令和5年度

（実績）

重点施策（総合戦略の基本目標）

1

令和5年度

総合評価

A

公共下水道整備の推進

事業名 事業概要

下水道ストックマネジメント計画に基づく既存施設の点検・調査や改築・更新ならびに下水

道総合地震対策計画に基づく下水道施設の耐震化を進める。また、雨水幹線管渠の計

画、整備及び雨水調整池事業を進める。

令和6年度

（進捗状況）

年度計画通り事業を進めている。

今後の予定や

課題など

下水道ストックマネジメント計画等の計画に基づき、下水道施設の適切な維持管理と整備

に努める。

公害対策事業

　事業所に係る騒音、振動、悪臭、水質、大気及び土壌関係等に関する届出受理及

び指導等を行う。また、市内河川・水路の実態を把握するため、水質検査を実施する。

　さらに、市内の幹線道路等の実態を把握するため、騒音調査等を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

水質分析調査業務、騒音調査業務、振動調査業務、自動車騒音面的評価業務を行っ

た。

令和6年度

（進捗状況）

市内河川・水路の実態を把握するため、水質検査を実施している。今後、市内の幹線道路

等の実態を把握するため、騒音調査等を実施する。

(3) 環境美化・公害対策

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）
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指標名

雨水整備率

基準値

（令和元年度）

44.8%

令和5年度目標値

45.6%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 140,100 千円 決算額 58,848 千円 44.8%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 199,700 千円 決算見込額 199,700 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
計画的かつ効率的に雨水施設の整備をし、浸水対策と老朽化対策に努める。

2

公共下水道整備事業

（雨水）

　近年の異常気象により頻発する集中豪雨での浸水被害から市民の生命と財産を守る

ため、既存施設を有効に活用しながら効率的な雨水排除、雨水貯留池の設置などによ

り、効果的な雨水整備を進める。

　また、下水道総合地震対策計画に基づき、主要な雨水幹線から耐震化を進める。

取組内容

令和5年度

（実績）

雨水幹線管渠の計画、整備及び雨水調整池事業を進めた。

令和6年度

（進捗状況）

年度計画通り事業を進めている。
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指標名

地域活動実施率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 157 千円 決算見込額 157 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

データ移行件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

事業名 事業概要

1

多面的機能支払交付金

交付事業

　都市化の進む大阪地域において、農地の減少が著しく、農家の高齢化及び担い手不

足等が懸念されていることから、農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため

の地域の共同活動に対する交付金を交付し、地域資源の適切な保全管理を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

多面的機能支払交付金を交付すべく、申請準備を進めている。
令和5年度

総合評価

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 農業の振興
Ⅳ－①地域産業の活性化

Ⅳ－③地域産業の魅力向上

施策の大綱　３ 自然と調和した活力のある快適なまちづくり

【施策13】 産業の振興によるにぎわいの創出

将来あるべき姿（めざす方向性） 　農業や商工業などの産業が活性化し、活気とにぎわいのある魅力的なまちをめざします。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
今年度中に全地域で協議を行い、地域計画を策定する。

今後の予定や

課題など
今年度中に交付金を交付する。

2

効率的な農地貸借促進

に係る地域計画策定事

業（地域計画）

　地域農業のあり方や農地利用の姿を明確化した「地域計画」について、令和6年度まで

に策定することが義務付けられていることから、市街化調整区域の所有者への意向調査、

分析及び目標地図の素案を踏まえ、地域計画を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

市街化調整区域の所有者への意向調査の結果を基に、各地域で地域計画策定のための

協議を行っている。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 450 千円 決算額 294 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

総合行政委員会事務局

指標名

補助金交付者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

5件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,900 千円 決算額 1,600 千円 6件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,000 千円 決算見込額 2,900 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

さやまのええもん

新規認定数
基準値

（令和元年度）

5品

令和5年度目標値

5品

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,500 千円 決算額 1,500 千円 0品

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,000 千円 決算見込額 2,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
新たな商品開発に向け、協議を行っていく。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、事業を実施する。

2

大阪狭山市地域活性化

事業

　大阪狭山市商工会の大阪狭山市マスコットキャラクター「さやりん」の運営事業、「大阪

狭山ブランド」運営事業に対し、補助金を支出する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市の魅力発信に資する新商品の開発補助等、運営費に対し、補助金を支出した。

1

創業支援補助金交付事

業

　認定創業支援等事業計画における特定創業支援事業において、市と連携する機関が

実施する創業講座・個別相談支援を受け、特定創業支援事業による証明を受けて、本

市内で創業する者に対し、創業者への支援を目的として、創業支援補助金を交付する。

取組内容

令和5年度

（実績）

特定創業支援事業による証明を受けた本市内で創業する者に対し補助金を交付した。

令和6年度

（進捗状況）

3件交付見込みである。

令和6年度

（進捗状況）

新たな市の魅力の創出に向け、補助金を支出する予定である。（新規3件見込み予定）

(2) 商工業の振興

Ⅲ－①地域資源を活かしたまちの

魅力強化

Ⅳ－①地域産業の活性化

Ⅳ－③地域産業の魅力向上

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

効率的な農地貸借促進

に係る地域計画策定事

業（意向調査）

　地域農業のあり方や農地利用の姿を明確化した「地域計画」について、令和6年度中に

策定することが義務付けられていることから、計画策定に向け、市街化調整区域の農地所

有者などへの意向調査、分析及び目標地図の素案作成を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

市街化調整区域の農地の所有者などへ意向調査を実施し、その集計結果を整理分析し、

目標地図の素案となる現況地図を作成した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

今後、現況地図等をたたき台として、各地域で話し合いを行い、意見集約した上で、各地域

ごとに地域計画を策定する。

事業名 事業概要
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指標名

申請者数

基準値

（令和元年度）

2人

令和5年度目標値

7人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 75 千円 決算額 0 円 0人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 75 千円 決算見込額 75 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

補助件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

5件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,500 千円 決算額 0 円 0件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,500 千円 決算見込額 1,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

チャージ件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

40,000件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 160,442 千円 決算額 124,978 千円 31,606件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 128,804 千円 決算見込額 128,804 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

事業名 事業概要

5

市民生活・地域経済活

性化事業

　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた市民生活への支援、地域経済

活性化及び本市独自の地域ポイント「さやりんポイント」の活用促進を図るため、さやりんポ

イントをチャージすると、チャージ額の30％分のさやりんポイントを追加で付与する。

取組内容

令和5年度

（実績）

10,000円を上限に専用アプリ「chiica」、またはチャージ機能付き磁気カードへチャージする

と、30%のプレミアムポイントを追加付与する事業を行った。

令和6年度

（進捗状況）

前年に引き続き、さやりんポイント30％プレミアムキャンペーンを5月から実施している。
令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
さやりんポイント30％プレミアムキャンペーンの円滑な実施に努める。

B
今後の予定や

課題など
引き続き、ホームページを通じて制度周知を行う。

3

技能検定受検料補助事

業

　市内の事業者が、働くうえで身につける、または必要とされる技能の習得レベルを評価す

る国家検定制度である技能検定を、従業員に事業者負担で受検させた場合に、受検料

の一部を補助する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

引き続き、ホームページを通じて制度周知を行う。また、利用が低迷していることから制度のあ

り方について検討する。

4

移動販売等導入事業補

助金交付事業

　移動販売に取り組む事業者に対し、設備導入等への補助制度を新たに創設し、産業

の振興によるにぎわいの創出を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

ホームページを通じて、制度周知を行ったが、申請がなかったため、補助金を交付しなかった。

令和6年度

（進捗状況）

ホームページを通じて、制度周知を行っている。

ホームページを通じて、制度周知を行ったが、申請がなかったため、補助金を交付しなかった。

令和6年度

（進捗状況）

ホームページを通じて、制度周知を行っている。
令和5年度

総合評価
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指標名

取扱事業数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

5事業

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,066 千円 決算額 7,960 千円 12事業

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 10,072 千円 決算見込額 10,072 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 33,407 千円 決算見込額 33,407 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

受講者数

基準値

（令和元年度）

16人

令和5年度目標値

25人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 658 千円 決算額 443 千円 22人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 667 千円 決算見込額 658 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

事業名 事業概要

7

エネルギー価格高騰対

策事業者支援事業

　電気・ガス及び燃料費の高騰により、経営に影響を受ける中小企業等に対し、エネル

ギー価格高騰の影響緩和を図り、事業の継続を支援するため、電気・ガス及び燃料の使

用料に応じた支援金を給付する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

エネルギー価格高騰対策事業者支援金事務局を設置し、申請受付を開始した。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
申請のあった者に対し、支援金を支給する。

取組内容

令和5年度

（実績）

12事業でさやりんポイントを付与し、地域経済の活性化や市民の行政参加の促進を図っ

た。

令和6年度

（進捗状況）

14事業のさやりんポイント付与事業を実施予定である。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、さやりんポイント付与事業に取り組んでいく。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
前年に引き続き、下半期にて実施予定である。

1

職業能力開発事業

　働く意欲がありながら、様々な阻害要因により就職できない就職困難者等を就労に結び

つけるため、講座を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

求職者等に対し、就職に向けた職業能力開発講座（調剤事務講座）を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

前年に引き続き、下半期にて実施予定である。

(3) 雇用の創出・就労支援
Ⅳ－②若者や女性などへの就労支

援

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

6

さやりんポイント発行事

業（プラットフォーム管

理）

　本市独自の地域ポイント「さやりんポイント」を発行し、市内事業者での商品の購入や

サービスの利用を促進し、地域経済の活性化及び市民の行政参加の促進や関係人口

及び交流人口の増加を図る。

76



指標名

大阪狭山市のPR回数

基準値

（令和元年度）

5回

令和5年度目標値

5回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 50 千円 決算額 50 千円 5回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 50 千円 決算見込額 50 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

引き続き、大河ドラマ誘致に向けた署名活動を行うとともに、観光イベントに参加し、本市の

PRを行っていく。

1

北条五代観光推進協議

会参加事業

　北条氏にゆかりの市町村が連携して北条氏の多様な偉績や魅力を活用した観光事業

を展開し、加盟する13市町の活性化を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

オダワラオープンマルシェ～デイキャンプ2023～に参加し、加盟市町村と交流を深め、市の魅

力発信を行った。

令和6年度

（進捗状況）

オダワラオープンマルシェ2024に参加し、市と万博のPRを行った。

(4) 観光の振興
Ⅲ－①地域資源を活かしたまちの

魅力強化

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）
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指標名

年間総情報件数

基準値

（令和元年度）

398件

令和5年度目標値

450件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 19 千円 決算額 16 千円 309件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

市民1人当たりの図書

貸し出し冊数
基準値

（令和元年度）

6.36冊

令和5年度目標値

7.00冊

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 87,960 千円 決算額 87,960 千円 6.33冊

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 88,337 千円 決算見込額 88,337 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

図書館に求められるものが、従来の貸本機能や読書に関する機会の提供のみならず、市民

の居場所としての要素も強まっている。施設再編の際には課題になると考える。

2

図書館推進事業

　市民が読書に親しむ機会を提供するとともに、サービス・利便性の向上を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民が読書に親しむ機会として指定事業や自主事業を実施するとともに、施設管理や顧客

対応を適切に実施しサービス・利便性の向上に取り組んだ。

令和6年度

（進捗状況）

市民が読書に親しむ機会として指定事業や自主事業を実施するとともに、施設管理や顧客

対応を適切に実施しサービス・利便性の向上に取り組んでいる。

事業名 事業概要

1

生涯学習推進事業

　市内で実施する講座情報のとりまとめや、市職員が講師として地域に出向く生涯学習出

前講座の実施等によって、市民の学びたい、学んだことを役立てたいと思う気持ちをサポー

トする。

取組内容

令和5年度

（実績）

生涯学習情報誌「ライフタイム」を4回発行した。また、生涯学習出前講座を21回開催した。

令和6年度

（進捗状況）

生涯学習情報誌を4半期に１度のペースで発行、年度内で誌面構成の変更を進めている。

生涯学習出前講座は6月末時点で13件の申込があった。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

生涯学習情報のとりまとめ方法についてデジタル化を図るともに、生涯学習出前講座について

本課の他の事業とも絡めた積極的な活用を行っていく。

施策の大綱　４ 豊かな心と文化を育むまちづくり

【施策14】 生涯学べる環境づくり

将来あるべき姿（めざす方向性）

　誰もが生涯学習活動に積極的に参加し、学習の成果が地域社会で活かされるまちをめざします。

　体育協会やスポーツ推進委員など地域団体と連携し、いつでも、どこでも、だれでもスポーツを行える

まちをめざします。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 生涯学習の推進
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指標名

公民館利用人数

基準値

（令和元年度）

66,248人

令和5年度目標値

78,500人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 75,301 千円 決算額 71,386 千円 61,914人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 75,312 千円 決算見込額 75,312 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

参加人数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

8,700人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 528 千円 決算額 423 千円 5,972人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 226 千円 決算見込額 226 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

参加チーム数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

24チーム

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 396 千円 決算額 388 千円 23チーム

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,835 千円 決算見込額 1,835 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

整備した備品を使用し、総合体育館にてボッチャシートやボールの貸出しを行うとともに、令和

7年3月8日に市民ボッチャ大会を開催する。

2

パラスポーツ普及促進事

業

　第2期教育振興基本計画「誰もが気軽に参加できるスポーツ機会の充実」として、パラス

ポーツ、レクリエーションスポーツの普及促進を図るため、障がいを持つ人、持たない人、性

別、年齢を問わず安全に取り組むことができるスポーツ種目「ボッチャ」の市民大会を開催

する。

取組内容

令和5年度

（実績）

購入したボッチャ用具を使用し、令和6年3月2日に市民大会を開催した。

令和6年度

（進捗状況）

ボッチャの環境整備のため専用のシートを購入を予定している。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
市民ボッチャ大会については指定管理者自主事業への移行も含めて協議を進めている。

1

スポーツ推進事業

　各種スポーツ教室や大会、イベントの開催を積極的に推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市主催事業として市民ボッチャ大会、親子ランニング教室を開催した。

市共催事業としてサタデースポーツを実施した。

令和6年度

（進捗状況）

市民ボッチャ大会と親子ランニング教室の開催に向け協議を進めている。

サタデースポーツは4月から実施している。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

生涯学習・社会教育をめぐる現状と課題から考えると、持続的な地域コミュニティを担う、社

会教育施設として今後も重要な役割であると考える。施設再編にあたって考慮していく必要

がある。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

公民館推進事業

　生涯学習の拠点である公民館で、市民の様々な学習ニーズに対応できるように事業内

容の充実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民の様々な学習ニーズに沿った事業のみならず、社会情勢に応じた内容を企画・実施でき

た。

令和6年度

（進捗状況）

市民の様々な学習ニーズに沿った事業等を企画・実施している。

(2) スポーツの普及・振興
Ⅱ－②誰もが住み慣れた地域でい

きいきと暮らせるまちづくり

事業名 事業概要

事業名 事業概要
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指標名

パブリックビューイング

参加者数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,326 千円 決算見込額 1,326 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

事業名 事業概要

今後の予定や

課題など
夜間開催であることから、参加者の安全確保を優先した会場づくりを協議している。

3

パリオリンピック・パラリン

ピック推進事業

　2024パリ五輪新競技であるブレイキンの出場権を獲得した本市出身の特命大使半井

重幸選手を応援するため、本市における機運醸成事業として、庁舎懸垂幕等の製作・掲

示、庁舎入口付近に特設コーナーの設置や、総合体育館にてパブリックビューイング等を実

施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

8月10日から11日にかけてパリオリンピックブレイキンパブリックビューイングを開催する。開催に

向けて備品や警備体制の準備やイベント周知を進めている。

令和5年度

総合評価
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指標名

年間総補助金

交付事業数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

10件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,700 千円 決算額 1,610 千円 11件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,700 千円 決算見込額 1,700 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

文化会館施設利用率

基準値

（令和元年度）

74.6%

令和5年度目標値

77.6%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 205,108 千円 決算額 203,271 千円 65.0%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,752 千円 決算見込額 1,752 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

文化会館施設長寿命化

事業

　市民が安全で快適に利用できる文化会館をめざし、適切に設備の更新、維持管理を行

う。

取組内容

令和5年度

（実績）

ピアノオーバーホール業務、ESCO事業、フロアクリーニング、施設改修工事、ITV放送設備

改修工事を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

製氷機の入替を実施した。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、維持管理に努めていく。

2

事業名 事業概要

1

文化会館活性化事業

　文化会館を活用した市民の文化活動を支援するため、指定管理者に補助金を交付す

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

・市から事業団に対し、文化会館活性化事業費補助金を交付した。

・事業団から、文化会館を拠点に文化活動を行う市民団体に対し、「文化の花咲かそ補助

金」を11団体11事業に交付した。

令和6年度

（進捗状況）

市から指定管理者に対し、文化会館活性化事業費補助金を交付した。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
文化会館において補助事業を実施予定。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 文化・芸術の振興

施策の大綱　４ 豊かな心と文化を育むまちづくり

【施策15】 市民文化・歴史文化の振興

将来あるべき姿（めざす方向性）
　誰もが文化・芸術活動に積極的に参加し、その成果が地域社会で活かされるまちをめざします。

　郷土への誇りと愛着を持ち、歴史文化遺産を未来へ継承するまちをめざします。
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指標名

来場者数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,369 千円 決算見込額 3,369 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

パンフレット配布回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

3回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 3回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 300 千円 決算見込額 300 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

来場者数

基準値

（令和元年度）

8,916人

令和5年度目標値

9,100人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,121 千円 決算額 771 千円 15,358人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,763 千円 決算見込額 3,763 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

事業名 事業概要

3

大阪・関西万博事業

（市民パフォーマンス、

市民アート展示等）

　大阪・関西万博での大阪ウィーク自治体参加催事（市民パフォーマンス、市民アート展

示等）を実施することで、市民のシビックプライドの醸成や郷土に対する愛着、ふるさと意

識を育み、文化芸術活動の振興を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

企画調整業務を開始し、市民公募を開始した。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
令和7年度の万博会場での実施に向けた準備を進める。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
3月の展示開始に向けて、印刷製本・展示委託などの契約を進める。

2

郷土資料館展示事業

　市民の郷土愛を深めるとともに、本市の魅力を市内外に発信するため、本市の指定文

化財等をテーマにした企画展を開催する。

取組内容

令和6年1月13日から3月3日まで、大阪狭山市立郷土資料館企画展「1970大阪万博と

狭山ニュータウンの時代」を開催した。

令和7年3月から狭山池博物館特別展示室において「（仮）池守田中家展」を開催予

定。

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

狭山藩北条氏魅力発信

事業

　大阪狭山市の歴史文化とまちの魅力を発信するため、毎年5月に開催される「小田原

北条五代まつり」をはじめ、機会をとらえ、パンフレット等を配布する。

取組内容

令和5年度

（実績）

「小田原北条五代まつり」の他、「狭山池まつり」や堺市中区で行われた「史跡土塔特別公

開」などでパンフレット等を配布した。

令和6年度

（進捗状況）

「小田原北条五代まつり」でパンフレット等を配布した。また、在庫がなくなったものから増刷を

行っている。

今後の予定や

課題など

「史跡土塔特別公開」など、近隣自治体で行われるイベントで魅力発信のためにパンフレット

の配布などを行う。

令和5年度

総合評価

A

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(2) 歴史文化遺産の保存・活用
Ⅲ－①地域資源を活かしたまちの

魅力強化

事業名 事業概要

1
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

60%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,431 千円 決算額 2,130 千円 60%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,227 千円 決算見込額 4,227 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

80%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,868 千円 決算額 1,423 千円 80%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 173 千円 決算見込額 173 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 7,148 千円 決算見込額 7,148 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ
今後の予定や

課題など

測量、支障物件調査を進めるとともに、物件鑑定を行い、次年度以降にスムーズに用地取

得ができるよう進める。

5

池守田中家保存活用事

業

　国史跡狭山池の追加指定を受けた池守田中家の保存と活用を図ることを目的に、用

地取得のための測量・登記等に向けた物件調査や樹木の伐採を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

測量、支障物件調査の契約を行った。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

令和6年12月の認定に向けた準備を行っている。また、認定後は計画を進めるうえで必要と

なる冊子の計画書を印刷するとともに、計画の進行管理を行う。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

令和7年度の報告書刊行に向け、資料の整理・調査を行い、目録化を進めている。対象と

なる資料が膨大であり、専門家の指導の下調査計画の見直しを行う場合がある。

令和5年度

総合評価

4

文化財保存活用地域計

画策定事業

　市内の文化財の保存・活用を進めるため、歴史文化基本構想をもとに、文化財保存活

用地域計画を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

文化財保存活用地域計画策定協議会の意見等を踏まえ、計画（案）を作成した。

3

史料調査事業

　市史編纂所で保管している池守田中家の史料について、その内容を正確に把握し、保

存・活用するための調査を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

史料の台帳作りを進めた。また、2度の有識者による会議、1度の現地調査、2度の文化庁

協議を行った。

令和6年度

（進捗状況）

次年度の事業終了に向けて、史料台帳の確認・整理を行っている。また、1度文化庁協議を

行った。

令和6年度

（進捗状況）

文化庁の認定を受けるため、計画（案）の最終調整を行っている。

事業名 事業概要
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指標名

人権協会総加入会員

数
基準値

（令和元年度）

40会員

令和5年度目標値

60会員

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,086 千円 決算額 2,086 千円 44会員

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,604 千円 決算見込額 2,604 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

指標名

参加者アンケート満足度

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

80%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 818 千円 決算額 818 千円 68%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

事業名 事業概要

1

人権行政推進事業

　あらゆる差別をなくし、すべての人に基本的人権の尊重について正しい理解と認識を

深めてもらい、人権課題を自分自身の問題として取り組んでもらえるよう広く市民に啓

発する。また、すべての人々の人権擁護を図るための相談事業を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

人権尊重への理解、認識を深めてもらうため、フェスタにんげんばんざいや人権を考える市民のつどいの開

催、狭山池まつりの街頭啓発、小中学生による人権啓発標語、人権連続学習講座等の各種事業を実

施した。

令和6年度

（進捗状況）

大阪狭山市人権協会総会で、年間の活動計画を決定し、12月の人権週間事業の実

施準備やその他、年間事業を順次実施する。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
目標達成のために、あらゆる方策を検討しながら、滞りなく事業を実施する。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 人権尊重社会の確立

施策の大綱　４ 豊かな心と文化を育むまちづくり

【施策16】 互いに人権を尊重する共生社会づくり

将来あるべき姿（めざす方向性）

　すべての人が年齢、性別及び性自認・性的指向、障がいの有無、人種、民族、出自、宗教、

経済的地位等を理由に差別、排除されることなく、かけがえのない存在として尊重される多文化

共生のまちをめざします。

2

人権啓発地域活性化事

業

　広く市民の人権意識の高揚を図るため、毎年実施している「人権を考える市民のつ

どい」において、人権課題に関連した講演会の開催及び「アダプテッドブレイキン」の講

座及び発表会を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

広く市民の人権意識の高揚を図るため、「人権を考える市民のつどい」において、半井重

幸さん、高橋俊二さんによる講演の実施や「アダプテッドブレイキン」の事前ワークショップ及

び発表を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
今後も、広く市民の人権意識の高揚を図っていく。
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指標名

参加者アンケート満足度

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

80%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 220 千円 決算額 220 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 360 千円 決算見込額 360 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

指標名

審議会などの女性委員

の割合
基準値

（令和元年度）

28%

令和5年度目標値

35%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,644 千円 決算額 5,946 千円 27%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 6,536 千円 決算見込額 6,536 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,857 千円 決算額 2,764 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

事業名 事業概要

2

男女共同参画推進プラ

ン策定事業

　第3期男女共同参画推進プランの計画期間が令和5年度で満了することから、国の

第五次男女共同参画基本計画の発効に伴う指標変更及び関係法令等の整合性

を図るため、第4期男女共同参画推進プラン（計画期間：令和6年度から令和15

年度）を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

第4期男女共同参画推進プランを策定した。

1

男女共同参画推進事業

　男女共同参画推進プランに基づき、関係部局との連携を図り、実効性のある施策を

総合的に展開する。また、男女共同参画推進条例の理念の普及をめざし、市民と協

働し、男女共同参画社会の実現に向けて取り組むとともに、女性のための相談事業を

行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

第3期男女共同参画推進プランの中間見直しを受けて、期間の進捗状況を検証し、計

画の進行を図った。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度の男女共同参画推進状況調査を実施し、庁内の各部署に進捗状況を照

会し、取りまとめ作業を進めている。また、男女共同参画推進センター（きらっとぴあ）に

おいて、学習事業、交流事業、相談事業等を実施している。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
令和10年度を目途に、第4期男女共同参画推進プランの中間見直しを行う。

令和5年度

総合評価

B

A
今後の予定や

課題など
「車いすバスケットボール」の体験会を下半期において事業実施を予定している。

今後の予定や

課題など

引き続き、男女共同参画推進センター（きらっとぴあ）において、学習事業、交流事

業、相談事業等を実施する。

3

人権啓発ユニバーサル事

業

　学齢期における障がい者への理解促進と、障がいの有無を問わず、誰もが安心して

暮らすことができるインクルーシブ社会の実現をめざし、市内小学校2校で、車いすバス

ケットボール選手とともにプレーできる「車いすバスケットボール」の体験会を開催する。

取組内容

令和5年度

（実績）

北小学校と南第三小学校の2校で、「車いすバスケットボール」の体験会を開催した。

令和6年度

（進捗状況）

西小学校、第七小学校と公民館で、車いすバスケットボール選手とともにプレーできる

「車いすバスケットボール」の体験会を開催するための準備を行っている。

(2) 男女共同参画社会の確立

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価
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指標名

新規相談実施者数

（電話相談件数含む）
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

40人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,341 千円 決算額 2,341 千円 10人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,365 千円 決算見込額 2,365 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 718 千円 決算見込額 648 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

生活援護グループ

指標名

平和を考える市民の

つどいへの総参加者数
基準値

（令和元年度）

300人

令和5年度目標値

400人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 880 千円 決算額 612 千円 300人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 392 千円 決算見込額 392 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

B
今後の予定や

課題など
引き続き、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴えるための啓発や学習を行っていく。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
9月27日に慰霊祭を執り行う。

2

平和事業

　「核兵器廃絶・平和都市宣言」の趣旨を踏まえ、戦争の悲惨さと平和の尊さを訴え

るための啓発や学習を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

平和を考える市民のつどいを開催するとともに、映画「太陽の子」の上映のほか、平和研修事業参

加者の舞台発表、大阪狭山市遺族会作成のパネル展示を行った。また、来場者へ黙とうや平和首

長会議の署名の呼びかけ、ウクライナ人道救援募金箱の設置を行った。

1

慰霊碑斎場施設長寿命

化事業

　戦争体験を後世に継承し、平和の尊さを発信する象徴的な施設である慰霊碑斎

場について、参拝者の安全確保並びに建物の維持保全のための補修工事を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

補修工事を行った。

令和6年度

（進捗状況）

映画「あの日のオルガン」の上映会や、「戦争体験談を聴く」の報告・展示等を行った。また、広報誌

による広島、長崎への原爆投下時刻に合わせた黙とうの呼びかけの周知や、未就学児、小学生を

対象に子どもたちによる未来へのメッセージを合わせて募集した。

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
引き続き、支援が必要な方のために生理用品の提供事業、相談事業を実施する。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

女性のための相談事業

　望まない孤独や孤立、DV被害や生活困窮など、不安や課題を抱える女性に対し、

女性カウンセラーによる「女性のための相談」、専用電話相談「女性のためのよりそい

ホットライン」など、相談者の気持ちに寄り添った支援を図るとともに、生理用品の提供

を通じて、あらゆる年代の方へ相談の機会を周知し、社会から孤立することがないよう

支援する。

取組内容

令和5年度

（実績）

専用電話相談「女性のためのよりそいホットライン」、女性カウンセラーによる「女性のため

の相談」、生理用品の提供を実施した。また、不安や孤独、孤立させないようにHP・広

報誌・チラシ等で啓発した。

令和6年度

（進捗状況）

専用電話相談「女性のためのよりそいホットライン」、女性カウンセラーによる「女性のため

の相談」、生理用品の提供を実施している。

(3) 恒久平和の希求

令和5年度

総合評価

事業名 事業概要
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指標名

応募者数

基準値

（令和元年度）

20人

令和5年度目標値

35人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 194 千円 決算額 191 千円 3人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 385 千円 決算見込額 48 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

指標名

事業アンケートの評価

（平均値）
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

80%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 50 千円 決算額 15 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 80 千円 決算見込額 68 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

令和5年度

総合評価

C
今後の予定や

課題など

市内の定住する外国人の人数が増加している中、職員がその状況を把握して適切な

サービスを提供できる体制づくりが必要であり、また市民にはお互いに理解し合えるよう啓

発活動に努める。

1

多文化共生推進事業

　市内に定住する、新たに定住する本邦外出身者に対し、言語、習慣、文化の違い

等を理由に生活に困難が生じないよう、やさしい日本語や多言語による情報発信に

努めるとともに、市内で活動する日本語読み書き教室の運営支援を行う。

　また、多文化共生推進の講座を実施し、共生への理解に努める。

取組内容

令和5年度

（実績）

市内で活動する日本語読み書き教室の運営支援を行った。

また、外国人が言語等に困らないようにするための日本語教育支援者育成講座を計画どおり実施

できなかったため、令和6年度に実施できるよう計画を立てた。

令和6年度

（進捗状況）

市内で活動する日本語読み書き教室の運営支援を行った。

また、外国人が言語等に困らないようにするため、日本語教育支援者育成講座を実施した。

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
今年度の実施結果を鑑み、次年度の実施方法を検討する。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

3

平和啓発学習事業

　次世代への戦争体験の継承と平和啓発を目的にした研修を大阪狭山市人権協

会、講師等と連携して実施する。また、研修の中で、「平和を考える市民のつどい」にお

いて、参加者による成果発表を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

中学生から高校生までを対象に、紛争解決をテーマにした対面式ワークショップ「対立は怖くない！

～身近な事例から平和を学ぶワークショップ～」を7月15日、7月23日に開催し、8月5日の平和を

考える市民のつどいで舞台発表を行った。

令和6年度

（進捗状況）

次世代への戦争体験の継承と平和啓発を目的に、小学生を対象とした「戦争体験談を聴く」を実

施した。また「平和を考える市民のつどい」において、参加者が報告をし、小学生たちの感じたことや

壁新聞などを展示することで、来場者にも学んだことを共有した。

(4) 多文化共生の推進

事業名 事業概要

87



　

指標名

防災士資格取得支援

補助人数累計数
基準値

（令和元年度）

25人

令和5年度目標値

38人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 310 千円 決算額 55 千円 33人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 310 千円 決算見込額 310 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

防災活動支援補助金

活用組織数（延べ）
基準値

（令和元年度）

108組織

令和5年度目標値

210組織

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,500 千円 決算額 2,069 千円 220組織

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,500 千円 決算見込額 2,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

2

自主防災組織等活動支

援事業

　自主防災組織等への防災活動に対する補助に加えて、新たに地域が自主的に開設

する一時的な避難場所に対し補助を行い活動を支援することで、地域の防災力のさらな

る向上をめざす。

取組内容

令和5年度

（実績）

自主防災組織等への防災活動、及び自主的に開設する地域一時避難場所の運営に対し

て、補助金を交付した。

令和6年度

（進捗状況）

自主防災組織等への防災活動、及び自主的に開設する地域一時避難場所の運営に対し

て、補助金の申請を受け付けている。

取組内容

令和5年度

（実績）

防災士資格取得支援補助金を交付した。

令和6年度

（進捗状況）

防災士資格取得支援補助金の申請を受付けている。

今後の予定や

課題など
大阪府が連携している防災士養成講座の案内を、自主防災組織等に随時呼びかける。

施策の大綱　５ 安全で安心できるまちづくり

【施策17】 防災・防犯対策の強化

将来あるべき姿（めざす方向性） 　市民、事業者、行政が連携し、災害に強いまち、犯罪のない安全なまちをめざします。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

新設した地域一時避難場所運営事業の活用団体も増加しているため、継続して実施す

る。

令和5年度

総合評価

A

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 防災対策の強化
Ⅱ－①地域コミュニティの強化によ

る安全・安心のまちづくり

事業名 事業概要

1

地域防災推進リーダー

育成事業

　自主防災組織のリーダーを育成することにより、さらなる地域防災力の向上を図るため、

大阪狭山市防災士資格取得支援補助要綱に基づき、防災士資格取得を支援する。
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指標名

組織への貸与率（未貸

与組織/貸与組織）
基準値

（令和元年度）

96%

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,083 千円 決算額 1,014 千円 96%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,083 千円 決算見込額 1,083 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

配布人数（累計）

基準値

（令和元年度）

1,962人

令和5年度目標値

9,000人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,431 千円 決算額 1,814 千円 8,626人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,431 千円 決算見込額 2,008 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

自主防災組織組織率

基準値

（令和元年度）

69.7%

令和5年度目標値

69.8%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 261 千円 決算額 247 千円 70.7%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 261 千円 決算見込額 261 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

A
今後の予定や

課題など
自主防災組織の新規結成を積極的に促進し、継続して実施する。

5

自主防災組織組織化促

進事業

　大規模災害が発生した場合に、被害を最小限に食い止めるには地域住民の防災活

動が不可欠であり、「自分たちのまちは、自分たちで守る」という考えのもとに自主防災組

織の結成への意識を高め、組織化を促進し、地域防災力の充実を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

自主防災組織結成促進のための各種支援を行った。

令和6年度

（進捗状況）

自主防災組織結成促進のための各種支援を行う。

A
今後の予定や

課題など

生徒の保護者に備蓄セットの配布に関するアンケートを行っており、意見や回答をふまえなが

ら今後配布内容を検討する。

令和5年度

総合評価

4

学校等備蓄推奨事業

　大規模災害発生時において、学校に待機する場合などに活用することができ、3箇年

経過後自宅へ持ち帰り試食等行うことで、家族間での防災意識の高揚を促進し、家庭

内での備蓄について勧奨するため、児童、生徒及び教職員に備蓄セットを配布保管す

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

備蓄セットを配布した。

令和6年度

（進捗状況）

備蓄セットを配布する。
令和5年度

総合評価

事業名 事業概要

3

自主防災組織育成事業

　自主防災組織への資機材の貸与を行うことで、市民が安全で安心して暮らせる、災害

に強いまちづくりを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

救助、救出用資機材を購入し、貸与した。

令和6年度

（進捗状況）

救助、救出用資機材を購入し、貸与する。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
自主防災組織の活動を積極的に促進し、継続して実施する。
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指標名

安全安心推進リーダー

累計認定者数
基準値

（令和元年度）

107人

令和5年度目標値

131人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 612 千円 決算額 206 千円 137人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 606 千円 決算見込額 606 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

訓練回数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 590 千円 決算見込額 514 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

資器材整備件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,506 千円 決算見込額 1,506 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室
今後の予定や

課題など
補助金等を有効活用し、必要な資器材を整備していく。

8

消防団育成事業

　地域防災のリーダーである消防団の装備を拡充し、整備した資機材を有効活用して、

本市消防団体制の充実強化を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

地域防災のリーダーとして消防団に必要な資機材を購入予定である。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
職員の災害対策能力向上のため、実践的な訓練を実施する。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
安全安心スクール及びセミナーを継続して実施する。

令和5年度

総合評価

7

災害対策本部運営訓練

事業

　災害発生時に市が設置する災害対策本部で十分な機能が発揮されるよう、より実践

的な訓練を実施し、災害対応能力のさらなる向上を図る。

　また、災害発生時の迅速かつ的確な対応につなげるため、職員が災害発生時に取るべ

き行動を平時から確認できるよう、常時携帯可能なカードサイズの「職員用災害時初動

マニュアル」を作成する。

取組内容

令和5年度

（実績）

6

安全安心スクール事業

　市民向けに救命・防災・防犯を統合した講習を実施し、安全安心への意識啓発及び

知識・技術の向上を図る。

　また、「中学生安全安心スクール事業」を実施し、学校との連携により市内中学生に普

通救命技能の習得を図り、青少年の防災力の強化を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

地域等で活躍してもらうため、安全安心スクールの全てを受講された安全安心推進リーダー

を養成した。さらに、安全で安心できるまちづくりに取り組むことを目的として、「安全安心セミ

ナー2024」を開催した。

令和6年度

（進捗状況）

地域等で活躍してもらうため、安全安心スクールを開講し、安全安心推進リーダーを養成し

ている。

令和6年度

（進捗状況）

「職員用災害時初動マニュアル」を作成している。

事業名 継続して実施する。
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指標名

ネットワーク会議出席

団体数
基準値

（令和元年度）

26団体

令和5年度目標値

32団体

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 783 千円 決算額 88 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 784 千円 決算見込額 784 千円

担当グループ □ 順調 ■ 遅延 □ 完了

福祉政策グループ

指標名

住宅移転及び補強件数

基準値

（令和元年度）

0件

令和5年度目標値

2件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,111 千円 決算額 0 円 0件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 6,111 千円 決算見込額 6,111 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

都市政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 105,701 千円 決算額 99,214 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

事業名 継続して実施する。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

補助額の増額を検討するなどし、引き続き大阪狭山市土砂災害特別警戒区域内住宅移

転事業補助金交付要綱及び大阪狭山市土砂災害特別警戒区域内住宅補強事業補助

金交付要綱に基づき補助等を行う。

11

池尻北一丁目地内農業

用用排水施設整備事業

　老朽化の進んだ水路の壁面がひび割れや倒壊している池尻北一丁目地内（太満池

南側）水路について、整備工事を進める。

取組内容

令和5年度

（実績）

工事区間170mのうち、第二工区の残り120mを施工した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、維持管理に努めていく。

災害ボランティアネット運

営事業

　市が被災した場合や市外で大災害が発生した場合を想定し、市内の各種団体、

NPO、企業、学校等の参画により、本事業の推進母体となる「災害ボランティアネット」を

運営し、専門アドバイザーの指導助言を得て市社会福祉協議会に委託して実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度能登半島地震への支援について検討会議を行い、被災地への軽トラックの貸し

出し、災害ボランティアワゴンへの案内を行った。

令和6年度

（進捗状況）

現時点で災害ボランティアネットの定例会は開催されていない。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、既存住宅の移転又は補強を補助する。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

・令和5年度は能登半島地震への支援等で定例会を開催できなかった経過がある。

・災害ボランティアネット定例会を開催し、事業の確認を行う必要がある。

10

土砂災害特別警戒区域

内住宅移転及び補強事

業

　土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律に基づく、市

内の土砂災害特別警戒区域内にある既存住宅を区域外へ移転又は補強に係る費用

の一部を補助し、土砂災害からの被害の軽減を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

既存住宅の移転又は補強を補助する体制を整えていたが、申請は0件であった。

9
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,000 千円 決算見込額 1,999 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,000 千円 決算額 4,005 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,000 千円 決算見込額 3,000 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

事業名 継続して実施する。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
引き続き、ため池ハザードマップ作成に向けた検討を進めていく。

今後の予定や

課題など
引き続き、維持管理に努めていく。

12

ため池ハザードマップ作

成事業

　ため池の万一の堤体決壊に備えて、被害軽減を図るため、ハザードマップを作成する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

ため池ハザードマップ作成に向けた検討を進めている。

東池尻新池送水管渠更生の作業を進めている。

13

岩室二丁目地内水路改

築事業

　北池へ農業用水となる雨水を流している岩室二丁目地内水路について、雨水が滞留

し、強雨時には上流部で越水が発生していることから、農業用水の確保や近年発生して

いるゲリラ豪雨による自然災害の発生を抑制するため、水路の機能回復のための改築工

事を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

岩室二丁目地内水路改築工事を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

14

水路整備事業

　老朽化している東池尻一丁目地内水路について、安定した営農の維持を目的に、水

路工事を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
引き続き、東池尻送水管渠更生工事を進めていく。

令和5年度

総合評価

A
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 16,025 千円 決算見込額 16,025 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

下水道・水路グループ

指標名

年間市内刑法犯罪

総認知件数
基準値

（令和元年度）

299件

令和5年度目標値

280件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 7,814 千円 決算額 6,718 千円 218件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 7,442 千円 決算見込額 7,442 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

設置台数

基準値

（令和元年度）

30台

令和5年度目標値

50台

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,797 千円 決算額 1,770 千円 50台

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,952 千円 決算見込額 4,952 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

事業名 継続して実施する。

2

街頭防犯カメラ設置事

業

　街頭犯罪の予防及び発生時の早期解決を目的として、市内主要駅等へ街頭防犯カ

メラを設置し、防犯環境の充実を図る。また、地域の防犯活動への支援の強化を図るた

め、街頭防犯カメラの設置費用及び維持管理費の一部を補助する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市内に街頭防犯カメラを新たにリース方式で設置及び更新した。また、地域の防犯活動への

支援の強化を図るため、自治会等に街頭防犯カメラの設置費用及び維持管理費の一部を

補助した。

令和6年度

（進捗状況）

街頭防犯カメラの設置・更新（リース方式）及び自治会等に対して補助金を交付する。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
地域・警察・行政で連携しながら、継続して防犯カメラの設置を進める。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

金剛駅西口地域防犯ステーションや青色防犯パトロールの地域ボランティア活動等では高

齢化が進み、担い手不足となっている。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(2) 防犯対策の強化

事業名 事業概要

1

防犯活動推進事業

　安全安心なまちづくりを推進するため、青色防犯パトロール車の配備、各防犯ステーショ

ンへの支援等、防犯施策を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

小学校区地域防犯ステーションへの支援、金剛駅西口地域防犯ステーション運営、青色パ

トロール車の配備を行った。

令和6年度

（進捗状況）

小学校区地域防犯ステーションへの支援、金剛駅西口地域防犯ステーション運営、青色パ

トロール車配備等を実施する。

Ⅱ－①地域コミュニティの強化によ

る安全・安心のまちづくり

15

新池水路改築事業

　狭山五丁目地内水路（新池水路）の上流部で豪雨による浸水被害が発生したこと

を受け、自然災害発生のリスクの軽減を図るため、新池水路の改築工事に係る実施設

計業務を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

新池水路改築工事の実施設計業務を進めている。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
引き続き、新池水路改築工事の実施設計業務を進めていく。
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指標名

累計貸出台数

基準値

（令和元年度）

285台

令和5年度目標値

710台

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,816 千円 決算額 1,870 千円 731台

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

事業名 事業概要

3

自動通話録音装置貸与

事業

　還付金詐欺や、振り込め詐欺といった特殊詐欺を未然に防止するため、高齢者等に対

して被害防止効果が期待できる自動通話録音装置を貸与する。

取組内容

令和5年度

（実績）

高齢者等に対して自動通話録音装置を貸与した。

令和6年度

（進捗状況）

高齢者等に対して自動通話録音装置を貸与する。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
貸与の手続き方法の簡略化を図り、継続して実施する。
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指標名

資機材整備件数

基準値

（令和元年度）

1件

令和5年度目標値

4件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,050 千円 決算額 4,005 千円 4件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,070 千円 決算見込額 4,070 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

消防団員数

基準値

（令和元年度）

104人

令和5年度目標値

106人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,952 千円 決算額 7,722 千円 99人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 10,636 千円 決算見込額 10,636 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

消防団として必要な訓練・火災予防啓発活動を実施するとともに、各種イベントを通じて消

防団の認知度を高め、入団促進を図る。

2

非常備消防対策事業

　地域に密着した消防活動の向上及び教養訓練により、消防活動に関する意識の高揚・

技術の向上を行い、消防団全体の消防力強化を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

消防団の円滑な活動のために必要な物品の購入及び消防団事務局としての必要な事務処

理を行った。

令和6年度

（進捗状況）

訓練や火災予防啓発活動等を計画的に実施していく。

事業名 事業概要

1

石油貯蔵施設立地対策

事業

　堺泉北臨海工業地帯石油貯蔵施設災害の応援を補うため、石油貯蔵施設立地対策

等補助金を受け、各種消防資機材の整備を行い有事に備えるとともに、整備した資機材

を有効活用し、本市消防体制の充実強化を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

災害活動用資器材を購入し、消防団に配備した。

令和6年度

（進捗状況）

災害活動用資器材を購入し、消防団に配備する。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
堺泉北臨海工業地帯石油貯蔵施設災害に備え、必要な資器材を整備していく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 消防体制・火災予防の充実

施策の大綱　５ 安全で安心できるまちづくり

【施策18】 消防・救急体制の強化

将来あるべき姿（めざす方向性）
　令和３年度（2021年度）から堺市への消防事務委託により、一層消防・救急体制が整備さ

れ、誰もが安全で安心して暮らせるまちをめざします。
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指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 826,719 千円 決算額 825,500 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 876,057 千円 決算見込額 876,057 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 826,719 千円 決算額 825,500 千円 －

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 876,057 千円 決算見込額 876,057 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

危機管理室

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
堺市と緊密に連携し、市民が安心して暮らせる消防・救急体制を構築していく。

1

消防広域化事業（再

掲）

　地震や火災などの災害から、市民の生命や財産を守り、誰もが安心して暮らせるよう、堺

市への消防事務委託により、高度な専門性を有した強固な組織体制を維持する。

取組内容

令和5年度

（実績）

堺市との消防事務運営協議会を通して、堺市と緊密に連携し、大阪狭山市の火災・救助

等における消防行政の更なる充実を図った。

令和6年度

（進捗状況）

堺市との消防事務運営協議会を通して、堺市と緊密に連携し、大阪狭山市の火災・救助

等における消防行政の更なる充実を図る。

(2) 救急救命体制の充実

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
堺市と緊密に連携し、市民が安心して暮らせる消防・救急体制を構築していく。

3

消防広域化事業

　地震や火災などの災害から、市民の生命や財産を守り、誰もが安心して暮らせるよう、堺

市への消防事務委託により、高度な専門性を有した強固な組織体制を維持する。

取組内容

令和5年度

（実績）

堺市との消防事務運営協議会を通して、堺市と緊密に連携し、大阪狭山市の火災・救助

等における消防行政の更なる充実を図った。

令和6年度

（進捗状況）

堺市との消防事務運営協議会を通して、堺市と緊密に連携し、大阪狭山市の火災・救助

等における消防行政の更なる充実を図る。

事業名 事業概要
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指標名

年間総相談件数

基準値

（令和元年度）

370件

令和5年度目標値

470件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,228 千円 決算額 4,455 千円 434件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 8,193 千円 決算見込額 5,228 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

施策の大綱　５ 安全で安心できるまちづくり

【施策19】 安心できる消費生活の支援

将来あるべき姿（めざす方向性） 　誰もが安心して消費生活が送れるまちをめざします。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 消費者保護の推進

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、消費者に対して指導・助言等を行っていく。

事業名 事業概要

1

消費者相談事業

　消費生活に関して生じた苦情の処理及びあっせん等を行うとともに、消費者である市民

が的確な情報や知識の習得が行えるようセミナーを開催し、消費者保護を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

ホームページや広報を通じて、制度周知を行った。

令和6年度

（進捗状況）

消費生活センターにおいて、事業者に対する消費者からの苦情に係る相談に応じ、苦情処理

のためのあっせんや指導・助言等を行っている。
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指標名

市民・市民公益活動団

体との協働事業数
基準値

（令和元年度）

151件

令和5年度目標値

152件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 152件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

事業提案件数

基準値

（令和元年度）

6件

令和5年度目標値

7件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 12,920 千円 決算額 9,305 千円 6件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 13,153 千円 決算額 13,153 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 市民参加（参画）・協働の推進

施策の大綱　６ 施策の推進に向けて

【施策20】 市民とともにつくる参画と協働のまちづくり

将来あるべき姿（めざす方向性）
　市民が市政に参画する環境が整い、市民、事業者、行政がそれぞれの責任と役割を自覚し、協

働するまちをめざします。

2

まちづくり円卓会議事業

　中学校区を単位として、自治会等や地域内で様々なテーマに基づき活動する団体など

が自主的に集まり、地域内の課題の抽出やその解決に向けて取り組むまちづくり円卓会

議を支援することにより市民自治の確立をめざす。

取組内容

令和5年度

（実績）

・第三中学校区まちづくり円卓会議から2事業、狭山中学校区まちづくり円卓会議から4事

業提案があり、市で予算措置を行い事業実施を支援した。

・特定非営利活動法人南中学校区円卓会議には、交付金を交付した。

事業名 事業概要

1

市民との協働事業の拡

充

　市が行うすべての事業について、市民協働の視点を取り入れ、事業の推進体制を見直

すため、全グループに対し調査を実施し、取りまとめた結果を公表する。また、市民や団体

からの協働事業に関する提案を募集する。

取組内容

令和5年度

（実績）

市民、市民公益活動団体との協働事業数が152件となった。

令和6年度

（進捗状況）

全グループに対し実施する調査を準備中。

令和6年度

（進捗状況）

各円卓会議の提案事業実施を支援した。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
各円卓会議の提案事業実施を支援する。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
全グループに対し調査を実施し、取りまとめた結果を公表する。
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指標名

国際交流・国内交流の

年間総実施事業数
基準値

（令和元年度）

6件

令和5年度目標値

6件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,000 千円 決算額 2,000 千円 3件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,260 千円 決算見込額 4,260 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

－

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

－

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 200 千円 決算額 50 千円 －

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 200 千円 決算見込額 200 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

推進会議の取組み

事業数
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

3件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,000 千円 決算額 586 千円 3件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,000 千円 決算見込額 1,000 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

5

まちの活性化推進事業

（狭山ニュータウンの未

来を育むプロジェクト）

　住民や地域活動団体が主体となった「狭山ニュータウンの未来を育むプロジェクト」の取

組みを支援する。

取組内容

令和5年度

（実績）

住民や地域活動団体が主体となった「狭山ニュータウンの未来を育むプロジェクト」の取組み

を支援する。

令和6年度

（進捗状況）

「未来を育むふれあいまつり」を実施予定であったが、台風の影響により中止した。

狭山ニュータウン魅力発見フェスタの実施に向け準備中。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
狭山ニュータウン魅力発見フェスタ等を実施する。

4

職員地域交流スタート

アップ事業

　市民との協働のまちづくりを進めていくうえで、人材育成の観点から、地域の活動がわか

る職員づくりの一環として、職員研修を試行実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

地域の活動がわかる職員づくりを目的に職員研修を実施した。

事業名 事業概要

3

姉妹都市・友好都市交

流促進事業

　市民との協働による国際交流、国内交流を進めるため、姉妹都市・友好都市との自主

的な交流活動を支援する。

取組内容

令和5年度

（実績）

・姉妹都市オンタリオ市との交流事業並びに友好都市日高川町との交流事業を行った。

・広報誌「こうりゅう」を発行した。

令和6年度

（進捗状況）

オンタリオ市への学生派遣について調整中。

令和6年度

（進捗状況）

職員研修実施に向け準備中。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
職員研修を実施する。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
姉妹都市、友好都市との交流活動を支援する。
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指標名

参加人数

基準値

（令和元年度）

2,885人

令和5年度目標値

3,000人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,035 千円 決算額 692 千円 3,060人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,217 千円 決算見込額 1,217 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

年間地区集会所

整備件数
基準値

（令和元年度）

4件

令和5年度目標値

9件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,855 千円 決算額 3,539 千円 5件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,384 千円 決算見込額 2,384 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

年間総事業件数

基準値

（令和元年度）

44件

令和5年度目標値

60件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,500 千円 決算額 3,839 千円 81件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 5,500 千円 決算見込額 5,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

事業名 事業概要

(2) コミュニティ活動の促進
Ⅱ－①地域コミュニティの強化によ

る安全・安心のまちづくり

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

例年、円卓会議内での開催方法の精査に時間を要しており、市予算執行に支障をきたして

いる。全体的なスケジュールを大幅に前倒しし準備を進めている。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

6

まちづくり円卓会議事業

（さやりんピック事業）

　狭山中校区の円卓会議事業として、健康、福祉、環境、防犯、防災などの要素を取り

入れた競技やレクリエーション、ゲームなどを楽しみながら、スポーツを通じて子どもから高齢

者まで世代間の交流や地域間の親睦を図り、地域住民のコミュニティづくりを進める。

取組内容

令和5年度

（実績）

さやか公園で開催した。

令和6年度

（進捗状況）

会場の警備体制や周辺住宅への配慮から、会場を東小学校へ変更し開催を予定してい

る。

2

地域力活性化支援事業

　地域コミュニティ活動の推進を図るため、自治会等を対象に補助金を交付する。

取組内容

令和5年度

（実績）

34団体81事業に地域力活性化支援事業補助金を交付した。

1

地区集会所建設補助金

事業

　地域コミュニティ活動の促進を図るため、コミュニティ活動の拠点である地区集会所の整

備に対して助成を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

4団体5事業に地区集会所建設等補助金を交付した。

令和6年度

（進捗状況）

・申請があった1団体1事業について、着工中である。

・事前相談があった1団体1事業について、事業準備中である。

令和6年度

（進捗状況）

補助金申請受付中。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、補助金の交付決定をし、実績報告の提出を受け、補助金を確定し交付する。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
引き続き、補助金の交付決定をし、実績報告の提出を受け、補助金を確定し交付する。
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指標名

事業数

基準値

（令和元年度）

2件

令和5年度目標値

2件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,500 千円 決算額 3,500 千円 2件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 3,500 千円 決算見込額 3,500 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

市民活動支援センター発行の

「しみんのちから」登録数

基準値

（令和元年度）

264団体

令和5年度目標値

266団体

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 12,977 千円 決算額 12,543 千円 274団体

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 31,975 千円 決算見込額 31,975 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

ー

基準値

（令和元年度）

ー

令和5年度目標値

ー

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 ー

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
通年事業としてクリーンアクションを実施する。

事業名 事業概要

3

狭山池まつり補助事業

　狭山池の歴史や文化、環境を守り継承していくことを基本とし、まちづくりにつなげると同

時に、市民協働の活性化をめざすことを目的として、狭山池まつりを実施する団体に対し

て補助金を交付する。

取組内容

令和5年度

（実績）

狭山池まつり実行委員会に補助金を交付した。

令和6年度

（進捗状況）

・狭山池まつり2024が4月27日、28日に開催された。

・通年事業としてクリーンアクションを実施した。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、各種市民活動支援を行う。

4

市民活動支援センター

活性化事業

　市民活動団体の事務局支援業務、市民活動団体とのネットワーク構築と連絡調整業

務を拡充し、市民活動支援センターの活性化を図る。また、市民活動支援センター事業

であるまちづくり大学やまちづくり研究会への支援、ボランティア・インフォメーション・コーナー

の運営支援など、市民活動支援センター事業のより一層の拡充を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

各種講座、交流会など市民活動支援（学びの広場）事業を行うとともに、市民活動やボ

ランティアに関する情報提供を行った。また、マッチングや相談業務を行った。

令和6年度

（進捗状況）

各種講座、交流会など市民活動支援（学びの広場）事業を行うとともに、市民活動やボ

ランティアに関する情報提供を行っている。また、マッチングや相談業務を行っている。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(3) 公民連携の推進

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、協定締結先等と連携事業を実施する。

事業名 事業概要

1

公民連携推進事業

　民間企業や大学をはじめ、多様な主体と連携・協力することにより、それぞれが持つ強

みを活かしながら、まちづくりの課題解決に向けた取組みを進める。

取組内容

令和5年度

（実績）

民間企業等からの提案を受け付けた。また、包括連携協定を1件締結するとともに、協定締

結先等と連携事業を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、民間企業等からの提案を受け付けるとともに、協定締結先等と連携事業を実施

している。
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指標名

ホームページへの年間

総アクセス件数
基準値

（令和元年度）

800,012件

令和5年度目標値

810,000件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 18,174 千円 決算額 15,375 千円 1,163,592件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 19,394 千円 決算見込額 19,394 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,819 千円 決算額 9,609 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
市民にとって利便性の高いホームページとなるよう、適切な保守・運用を行う。

2

ホームページリニューアル

事業

　閲覧者が求める情報に安全かつ安定的にアクセスできるよう、ホームページを更新すると

ともに、市プロモーションのさらなる強化を図るため、シティプロモーションサイトをリニューアルす

る。

取組内容

令和5年度

（実績）

ホームページ利用者の利便性の向上や災害発生等の緊急時の対応、セキュリティ対策の強

化とともに、シティセールスの充実を図るため、市ホームページとシティプロモーションサイトをリ

ニューアルした。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

施策の大綱　６ 施策の推進に向けて

【施策21】 情報共有と発信の充実

将来あるべき姿（めざす方向性）

　本市のまちの魅力やブランド力を高めることにより、シビックプライドの醸成及び認知度の向上をめざし

ます。

　また、市民の声を広く聞くとともに、市民に分かりやすく、かつスムーズに市政の情報を入手できる情

報共有の仕組みづくりを進めます。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1) 広報の充実
Ⅲ－②地域の活力を活かした安心

して転入できる環境の整備

事業名 事業概要

1

広報事業

　広報「おおさかさやま」・声の広報の発行や、市ホームページの充実などを行い、わかりや

すい行政情報を積極的に提供する。

取組内容

令和5年度

（実績）

ホームページの運用と連動して、SNSや動画等を活用し、市内外への情報発信に取り組ん

だ。

令和6年度

（進捗状況）

ホームページの運用と連動して、SNSや動画等を活用し、市内外への情報発信に取り組んで

いる。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
さらなる誌面の充実を図るため、若者にスポットを当てたインタビューコーナーを掲載する。
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指標名

SNSによる情報発信回数

基準値

（令和元年度）

73件

令和5年度目標値

80回

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,628 千円 決算額 1,519 千円 189回

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 749 千円 決算見込額 749 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

指標名

カードの受付件数

基準値

（令和元年度）

9件

令和5年度目標値

20件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,806 千円 決算額 5,576 千円 21件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 6,161 千円 決算見込額 6,161 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

広報広聴・人権啓発グループ

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(2) 都市魅力の発信
Ⅲ－②地域の活力を活かした安心

して転入できる環境の整備

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
今後も引き続き、各所と連携してプロモーション強化に努めていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

1

魅力発信事業

　Facebook、LINEやYouTubeに加え、新たにInstagramのアカウントを開設し、市の

魅力情報の効果的な発信に努める。

　帝塚山学院大学との官学連携により開発した狭山池ダムカレーを活用したプロモーション

に継続して取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

フォトコンテストを開催し、市内外への魅力発信を行った。

また、令和6年度からの狭山池ダムカレーの提供店舗を公募し、9店舗を決定した。

令和6年度

（進捗状況）

フォトコンテストを開催し、市内外への魅力発信を実施するとともに、狭山池ダムカレーの店舗

での提供を行い、併せてスタンプラリーキャンペーンを実施している。また、DRIVE

OSAKASAYAMA LIFEの増刷を行い、SUUMOカウンターへ提供を予定している。

(3) 広聴活動の充実

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

フォーム改善や運用の統一を図ったことで、対応の迅速化が図られた。要望、ふるさといきいき

カードの運用方針と提出された内容の公表を行う必要がある。

1

広聴事業

　　「ふるさといきいきカード」を活用して、市政に対する幅広い提言の徴取に努める。また、

各種法律相談を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

問い合わせフォームの改善及び要望、ふるさといきいきカードの運用について、庁内周知を図

り、迅速な対応と使用しやすい制度の充実を図った。弁護士・司法書士による法律相談、女

性相談員と女性弁護士による女性のくらし特別法律相談会を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、ふるさといきいきカード等の受付件数の拡大と迅速な対応を行うとともに、各種相談

を実施している。
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指標名

市の決定内容が審査会で

不適正と判断された件数

基準値

（令和元年度）

0件

令和5年度目標値

0件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 278 千円 決算額 68 千円 0件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 281 千円 決算見込額 281 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

法制・総務グループ

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(4) 情報の公開

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き適正な公開決定・開示決定等を行っていく。

1

情報公開・個人情報保

護事業

　本市情報公開条例並びに個人情報の保護に関する法律及び同法施行条例に基づ

き、市民等からの請求により公文書の公開及び個人情報の開示等を行い、個人情報を

保護するとともに、公正で開かれた市政を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年度において、情報公開請求は82件、個人情報開示請求は6件あった。なお、行政

不服等審査会が審査対象とする公開決定・開示決定等に対する不服申立てはなかった。

令和6年度

（進捗状況）

現時点において、情報公開請求は12件あり、保有個人情報開示請求は1件であった。な

お、行政不服等審査会が審査対象とする公開決定・開示決定等に対する不服申立てはな

かった。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 7,117 千円 決算見込額 7,117 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

年間総取組効果額

（一般会計分）
基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

265,986千円

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 242,401千円

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

行財政マネジメントグループ

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(1)
効率的で効果的な行財政運営の推

進

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

令和5年度実績について、行政評価委員会への報告及びホームページでの公表を行う。ま

た、同プランについては、令和6年度で取組期間が終了するため、新たなプランを策定し、効

率的で効果的な行財政運営を推進する。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

年度内に、総合計画・総合戦略策定委員会等において庁内での協議・調整を行い、中間見直

し案（庁内案）を作成し、総合計画・総合戦略審議会に諮問する。令和7年度は、審議会か

らの答申を受け、パブリックコメント、議会の議決を経て、総合計画を改定する。

施策の大綱　６ 施策の推進に向けて

【施策22】 持続可能な行財政運営

将来あるべき姿（めざす方向性）
　効率的な行財政運営が図られるとともに、多様化する市民ニーズに柔軟に対応し、質の高い行政

サービスが提供されるまちをめざします。

2

行財政改革推進事業

　令和2年3月に策定した大阪狭山市行財政改革推進プラン2020（令和2年度～令

和6年度）に基づき、行財政改革の取組みを推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

行財政改革推進プラン2020の進捗管理を行った。

事業名 事業概要

1

第五次総合計画中間見

直し事業

　令和12年度を目標年度とした第五次大阪狭山市総合計画について、計画の中間年度である令和8年

度が近づいていることから、これまでの計画の進捗状況を明らかにした上で、総合計画の中間見直しに向けた

検討を進める。

　また、総合計画のうちから、特に、地方創生を成し遂げるために重点的に取り組む施策をとりまとめた「第2

期大阪狭山市総合戦略」についても、令和7年度末をもって、5年の計画期間が満了を迎えることから、次期

総合戦略を策定する。なお、次期総合戦略については総合計画の中間見直しとあわせ、一体的に検討を進

める。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

市民意識調査を実施するとともに、社会経済情勢の変化やこれまでの取組みを取りまとめた

うえで、中間見直し案（庁内案）の検討を進めている。

令和6年度

（進捗状況）

行財政改革推進プラン2020の令和5年度実績の取りまとめを行った。また、令和7年度から

の新たなプランの作成に向けた検討を進めている。
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指標名

職員への認知度

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

4業務

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 4業務

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

法制・総務グループ

指標名

取消訴訟の件数

基準値

（令和元年度）

0件

令和5年度目標値

0件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 278 千円 決算額 68 千円 0件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 281 千円 決算見込額 281 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

法務・契約グループ

指標名

まちづくり寄附金額

基準値

（令和元年度）

2,540千円

令和5年度目標値

15,000千円

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 11,442 千円 決算額 7,973 千円 16,811千円

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 14,466 千円 決算見込額 14,466 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

産業にぎわいづくりグループ

4

行政不服審査事業

　不服申立制度の見直し、使いやすさの向上、公正性の向上などの観点から見直しされ

た行政不服審査法に基づく不服申立制度の適正な運用を図るため、附属機関である、

大阪狭山市行政不服等審査会を運営し、公正で開かれた市政を推進する。（不服申

立者に対する市の裁決案について審査答申する。）

事業名 事業概要

3

内部統制システム運用

事業

　地方公共団体が、職務を実施するにあたり、潜在的な事務ミスや不正などのリスクを抽

出し、またそのリスクを抑制することを目的に、リスク抑制の対策を盛り込んだ各職務の手

続き文書を作成するとともに、その適切な運用を図る監視体制を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

内部統制実施方針に基づき内部統制システムの運用を行った。

令和6年度

（進捗状況）

機構改革に伴う内部統制実施方針の改正を行うとともに、内部統制システムの見直しの照

会及び取りまとめを行った。

令和6年度

（進捗状況）

現時点において、行政不服等審査会が審査対象とする行政処分に対する不服申立てはな

い。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き大阪狭山市行政不服等審査会を運営し、公正で開かれた市政を推進していく。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、内部統制システムの適正な運用を行っていく。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年度において、行政不服審査会が審査対象とする行政処分に対する不服申立ては

なかった。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

今後も引き続き、寄附に対する返礼品の拡充や、ふるさと納税制度を通じたプロモーション

強化に努めていく。

5

ふるさと応援寄附金事

業

　本市にふるさと納税をしていただいた方に、感謝の意を表するとともに、寄附のさらなる促

進を図るため、市外在住の寄附者に対して、本市の自慢の商品である「さやまのええも

ん」をはじめ、魅力ある返礼品を贈呈する。

取組内容

令和5年度

（実績）

返礼品の充実を図るとともに、ポータルサイトの拡充を実施した。また、ふるさと納税制度を通

じたさらなるプロモーション強化を図るため、令和6年度からのふるさと納税に係る一括業務受

託者をプロポーザル方式にて選定した。

令和6年度

（進捗状況）

返礼品の充実を図るとともに、ポータルサイトの拡充に向け、検討を行っている。
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指標名

文化会館施設利用率

基準値

（令和元年度）

74.6%

令和5年度目標値

77.6%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 205,108 千円 決算額 203,271 千円 65.0%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,752 千円 決算見込額 1,752 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

公民連携・協働推進グループ

指標名

指定管理者選定施設数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

12施設

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 43 千円 決算額 43 千円 12施設

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

行財政マネジメントグループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 2,188 千円 決算額 1,441 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 12,000 千円 決算見込額 9,981 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

資産活用・契約グループ

(2) 適切な公共施設マネジメントの推進

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

今後も市民サービスの向上や経費の削減等を図るため、引き続き指定管理者の選定を行う

とともに、公共施設の再編にあわせて、指定管理者制度導入の要否を検討するする必要が

ある。

令和5年度

総合評価

A

2

公の施設指定管理者選

定事業

　公の施設の管理に民間の活力を活用しつつ、市民サービスの向上や、経費の削減等を

図るため、指定管理者の選定を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

福祉施設やスポーツ施設等12施設の指定管理者の選定を行った。

1

文化会館施設長寿命化

事業（再掲）

　市民が安全で快適に利用できる文化会館をめざし、適切に設備の更新、維持管理を

行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

ピアノオーバーホール業務、ESCO事業、フロアクリーニング、施設改修工事、ITV放送設備

改修工事を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

製氷機の入替を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

公民館・図書館・社会教育センターについて、今後施設再編の対象となっていることから、新

たな公募は行わず、現行の指定管理者の期間を1年間延長した。

今後の予定や

課題など
引き続き、維持管理に努めていく。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度に実施した本庁舎外壁劣化調査により判明した、外壁劣化部の修繕を行うた

め、本庁舎外壁改修工事の設計、工事発注を行った。

3

本庁舎外壁劣化調査業務を委託し、外壁の劣化箇所の特定を行った。令和5年度

（実績）

取組内容

　市役所本庁舎の施設・設備の改修等を計画的に実施する。

本庁舎長寿命化事業

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
令和7年2月末の完成をめざし、本庁舎外壁改修工事を実施する。
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

60%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 8,677 千円 決算額 5,657 千円 60%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 9,252 千円 決算見込額 9,231 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

資産活用・契約グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 6,012 千円 決算額 6,012 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

資産活用・契約グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 184 千円 決算見込額 184 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

健康推進グループ

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
譲渡、売却等を含めた跡地活用を検討する。

5

西池尻連絡所解体事業

　西池尻連絡所について、令和3年度実施の耐震診断により、「地震動による振動及び

衝撃に対して倒壊し、又は崩壊する危険性がある」と判明したため、施設の安全性を考

慮し、施設を除却する。

取組内容

令和5年度

（実績）

西池尻連絡所解体工事を実施し、機能を廃止、除却した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

6

保健センター施設長寿

命化事業

　保健センターの長寿命化・修繕計画に基づき、必要な建物の補修、機器の更新を計

画的に行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

制御盤等の基盤の交換に向けた準備を進めている。
令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
債務負担行為を設定し、契約をする予定。

今後の予定や

課題など

大阪狭山市公共施設再配置計画策定後、今熊地区周辺エリアの施設整備について基本

構想の策定に着手する予定。

事業名 事業概要

4

公共施設マネジメント推

進事業

　公共施設マネジメントを推進するため、「大阪狭山市公共施設等総合管理計画」や

「大阪狭山市公共施設再配置方針」に基づく個別施設計画として、大阪狭山市公共

施設再配置計画（第一期計画）の策定に取り組むとともに、その策定にあたって必要

な地質・地盤調査を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

公共施設マネジメントの推進のため「大阪狭山市公共施設再配置計画」の策定に着手し

た。また、地質、地盤調査業務を委託し再配置計画策定の基礎データとするため調査を

行った。

令和6年度

（進捗状況）

公共施設マネジメントの推進のため、「大阪狭山市公共施設再配置計画」の策定を進めて

いる。（令和6年度9月策定予定）

令和5年度

総合評価

A
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 8,441 千円 決算額 8,440 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,076 千円 決算見込額 956 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

市民窓口グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,608 千円 決算見込額 3,608 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

市民窓口グループ

指標名

樹木の剪定及び伐採数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

21本

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,200 千円 決算額 844 千円 21本

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,100 千円 決算見込額 686 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

7

コミュニティセンター施設

長寿命化事業

　市民が安全で安心して利用できるコミュニティセンターをめざし、施設の補修、維持管理

を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和４年度から工期延長した防水改修工事及び建具改修工事等を完了させた。

令和6年度

（進捗状況）

換気設備及び非常用照明装置について、不具合箇所の改修を行った。

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
施設の不具合箇所等について、補修、維持管理を行う。

令和5年度

総合評価

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

今後の予定や

課題など
安定した施設の運営を継続するため、施設の整備の更新に努める。

剪定実施に向けて契約業者と準備を進める。

9

総合グラウンド等樹木剪

定及び伐採事業

取組内容

令和5年度

（実績）

3年計画の2年目として計21本の高木剪定を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

3年計画の3年目として28本の高木剪定を予定している。

8

コミュニティセンター備品

購入事業

　コミュニティセンター内のトレーニングルームにおいて、ランニングマシン、フィットネスバイク、

マッサージチェアを更新する。また、施設を快適に利用いただけるよう、洋式トイレに温水

洗浄便座を設置する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

コミュニティセンター内のトレーニングルームにおけるランニングマシンやフィットネスバイク各１台

は、設置済みであり、その他は順次取り組んでいるところである。

　総合グラウンド周囲の高木（クスノキ）全72本が繁茂し、強風等で枝が落下し、通行

に危険があることから3年計画で危険度の高いところから順に伐採する。
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指標名

工事施工数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 2,400 千円 決算見込額 2,021 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 3,400 千円 決算額 3,073 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

生涯学習グループ

指標名

年間研修延べ参加者数

基準値

（令和元年度）

816人

令和5年度目標値

900人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 4,952 千円 決算額 2,320 千円 1,199人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 4,864 千円 決算見込額 4,864 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

人事グループ

事業名 事業概要

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
令和7年度にエレベーターの改修工事を予定している。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

10

スポーツ施設長寿命化

事業

　市民が安全・安心に利用できるスポーツ施設をめざし、施設・設備の改修等を計画的

に実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

総合体育館エレベーター改修工事の設計業務を進めている。

(3) 人材の育成と活用

11

図書館施設改修事業

　図書館児童閲覧室の空調機が4系統のうち、3系統が経年劣化により運転不可となっ

ており、夏季及び冬季の室温管理に支障が発生していることから、1系統分の空調機の

改修を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

経年劣化により運転不可の３系統のうち１系統の改修工事を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

4系統中2系統で運用しているため、他２系統の改修について必要性を指定管理者と検討

する。

1

人材育成の推進

　大阪狭山市人材育成基本方針に基づき、人を育てる職場風土の醸成と職員の自己

啓発に対する支援、職員研修等による能力開発の充実、総合的な人事制度を構築す

ることにより、人材育成を推進する。

取組内容

令和5年度

（実績）

職員研修計画に基づく研修を実施するとともに、これまで単年度で策定していた研修計画の

上位に、新たに「大阪狭山市中長期研修計画」を策定し、階層別に想定される「年齢構成

を踏まえたキャリアパス」を提示するとともに、「研修の考え方や内容」を明示した。

令和6年度

（進捗状況）

新たに策定した「大阪狭山市中長期研修計画」に基づき、計画的に職員研修を実施して

いる。

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、職員研修計画に基づく研修を実施する。
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指標名

長時間勤務者年間延べ

人数（45時間以上）
基準値

（令和元年度）

28人

令和5年度目標値

0人

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 89人

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ □ 順調 ■ 遅延 □ 完了

人事グループ

指標名

エンゲージメントスコア

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 千円 決算額 0 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 6,336 千円 決算見込額 6,336 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

人事グループ

指標名

新規導入業務数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

5業務

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,980 千円 決算額 1,650 千円 9業務

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 1,980 千円 決算見込額 1,650 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

事業名 事業概要

令和6年度

（進捗状況）

「時間外勤務縮減に関する指針」の徹底及び職員の健康管理のため出退勤管理システム

による時間外勤務の適正な運用を図っている。（令和6年8月末時点実績：43人）

2

労働安全衛生の充実

　職員の健康を保持・増進するため、職員安全衛生管理体制の充実を図る。

　また、各職場の長時間勤務を抑制するため、時間外勤務の縮減に関する指針を徹底

し、各職場への意識付けを行うとともに、長時間勤務者の健康管理や出退勤管理システ

ムによる適正な時間管理を行う。

取組内容

令和5年度

（実績）

「時間外勤務縮減に関する指針」の徹底及び職員の健康管理のため出退勤管理システム

による時間外勤務の適正な運用を図った。

3

組織力・意欲向上改革

事業

　複雑多様化する行政課題に対応し、質の高い自治体運営、市民サービスの向上を図

ることを目的として、職員のエンゲージメント（組織や仕事に対する貢献・意欲）調査を

実施し、組織状態を定量的かつ客観的に可視化するとともに、エンゲージメントを高める

アクションプランを作成・実行することで、組織力及び職員の意欲向上に取り組む。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

令和6年11月に第1回エンゲージメント調査が実施できるよう、受託業者を選定し、実施準

備を進めている。

令和5年度

総合評価

C
今後の予定や

課題など

業務量の増加や法改正への対応等が、一定程度、時間外勤務の増加に影響していると認識してい

る。今後も、所属へのヒアリング等にて現状把握に努めるとともに、月1回の職員安全衛生委員会への

情報共有を行っていく。

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

(4) 情報化の推進と個人情報の保護

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
引き続き、令和6年11月に第1回エンゲージメント調査を実施できるよう準備を進める。

1

電算処理効率化事業

　業務効率化を図ることを目的にRPAを導入することで、業務を自動化するとともに、職

員による開発・運用できる環境の整備を図る。

取組内容

令和5年度

（実績）

全庁的に活用できるもの、高い効果を得られる開発対象業務を抽出し、ロボットを作成し

た。（開発代行6業務、職員による開発3業務）

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、開発対象業務の抽出を行い、開発代行及び職員による開発を進めている。
令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
引き続き、ロボットの作成及び活用を推進する。

111



指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

50%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,210 千円 決算額 1,210 千円 50%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 71,999 千円 決算見込額 71,999 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 ■ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

更新するシステム数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

1件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 17,237 千円 決算額 11,044 千円 1件

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,200 千円 決算額 1,200 千円 100%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 千円 決算見込額 千円

担当グループ □ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

2

統合情報システム基盤

整備事業

　住基系（マイナンバー利用事務系）、庁内情報系（LGWAN接続系）及びインター

ネット接続系それぞれのシステム利用環境について、令和6年度に端末・サーバー等の機

器賃貸借が終了することから、令和6年度に向け、3つのシステムを統合した情報システム

基盤を整備する。

取組内容

事業名

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など
推進方針に基づき、各取組みを検討していく。

令和5年度

総合評価

令和5年度

総合評価

A

A
今後の予定や

課題など
更新したシステムの運用・保守に努めていく。

令和5年度

（実績）

統合情報システム基盤について、仕様を確定し、一般公募方式により事業者を決定・契約

を締結した。

令和6年度

（進捗状況）

仕様に基づき、住基系、庁内情報系及びインターネット接続系の各システム基盤を7月まで

に整備した。

今後の予定や

課題など
統合情報システム基盤を安定的に運用していく。

施設予約システム更新

事業

　公民館・コミュニティセンター・社会教育センター・文化会館（SAYAKAホール）の施設

予約システムについて、利用者の利便性向上をめざし、新たなシステムに更新する。

取組内容

令和5年度

（実績）

施設予約システムを更新した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

4

DX推進計画策定事業

　自治体DX（デジタルトランスフォーメーション）を効果的に推進し、デジタル技術の活

用により市民の利便性向上及び業務効率化を図り、行政サービスのさらなる向上に繋げ

るため、「（仮称）大阪狭山市DX推進計画」を策定する。

取組内容

令和5年度

（実績）

本市のDX推進に対する基本的な考え方を示し、事務の効率化とさらなる市民サービスの向

上につなげることを目的とした「大阪狭山市DX推進方針」を策定した。

令和6年度

（進捗状況）

令和5年度をもって事業終了

事業概要

3
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指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

10%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,689 千円 決算額 10,420 千円 10%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,790 千円 決算見込額 3,790 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 54,557 千円 決算見込額 53,958 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

指標名

進捗率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 682 千円 決算見込額 451 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

事業名 事業概要

A
今後の予定や

課題など
令和7年度の本番稼働に向け、環境構築、データ移行等を実施する。

5

住民情報システム標準

化支援事業

　住民情報システム標準化に向けて、現在の住民情報システムについて、ガバメントクラウ

ド上に構築された標準準拠システムへ令和8年3月までに移行する。

取組内容

令和5年度

（実績）

現行住民情報システムの標準化対象業務について、標準仕様書との差異を分析し、運用

変更が必要な業務について検討を行った。

令和6年度

（進捗状況）

滞納管理システムについて標準仕様書との差異分析を行っている。また、並行して住民情報

システムで使用している外字について行政事務標準文字（MJ+）への同定作業を進めて

いる。

令和5年度

総合評価

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
生成AIの活用により業務効率化を図っていく。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など
各システムを統合情報システム基盤上で安定的に運用していく。

　令和5年度に試行実施した生成AIの活用により、事業のアイデア出しや、挨拶文作

成、文章校正、要約等において業務効率の向上の効果が得られたことから、令和6年度

から本格導入する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

統合情報システム基盤の調達に伴い、住民情報システム・滞納管理システム・生活保護シ

ステム・顔認証システム等の再構築（統合情報システム基盤への移設作業等）を行うとと

もに、連携動作等の確認作業を進めている。

令和6年度

（進捗状況）

10月からの導入に向け、作業スケジュールや指針・マニュアル等の作成を行っている。

7

チャットAIアシスタント導

入事業

6

住民情報システム等再

構築事業

　市役所業務で利用している三つの系統のシステム（マイナンバー利用事務系、LGWAN接続

系、インターネット接続系）について、より効率的な事務運営を図るため、三系統を統合した情報

システム基盤（統合情報システム基盤）の整備を進めている。

　統合情報システム基盤の調達に伴い、住民情報システム・滞納管理システム・生活保護システ

ム・顔認証システム等の再構築（統合情報システム基盤への移設作業等）を行うとともに、連携

動作等の確認作業を実施する。

取組内容

令和5年度

（実績）
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指標名

ファイル簿整備率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

100%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 198 千円 決算額 198 千円 100%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 198 千円 決算見込額 198 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

法制・総務グループ

指標名

住民票の写し及び印鑑登

録証明書コンビニ交付率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

40.8%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 5,335 千円 決算額 5,209 千円 26.7%

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 7,259 千円 決算見込額 7,259 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

市民窓口グループ

指標名

住民票の写し及び印鑑登

録証明書コンビニ交付率

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

40.8%

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 1,615 千円 決算額 1,155 千円 26.7%

■　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 1,200 千円 決算見込額 1,200 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

市民窓口グループ

事業名 事業概要

令和5年度

総合評価

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

利便性の高いコンビニ交付サービスを利用していただけるように、コンビニ交付サービスの認知

向上に努める。

9

戸籍住民基本台帳事業

（コンビニ交付）

　令和３年２月から、新たに運用を開始したコンビニ交付サービス（住民票の写し及び

印鑑登録証明書）について、適正な維持管理に努める。

取組内容

令和5年度

（実績）

コンビニ交付サービスの運用において、適正な維持管理に努めた。

令和6年度

（進捗状況）

コンビニ交付サービスの運用において、適正な維持管理に努める。

10

住民票の写し・印鑑登

録証明書コンビニ交付

サービス手数料減額実

証事業

　市民の利便性の向上及び窓口の混雑緩和を図るため、住民票の写し・印鑑登録証

明書をコンビニ交付サービスで取得する場合の手数料を減額する。（実証事業として2

年間の試行実施）

取組内容

令和5年度

（実績）

令和5年9月からコンビニ交付サービスを利用した住民票の写し・印鑑登録証明書の手数料

の減額を実施した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続き、コンビニ交付サービスを利用した住民票の写し・印鑑登録証明書の手数料の減

額を実施する。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など

利便性の高いコンビニ交付サービスを利用していただけるように、コンビニ交付サービスの認知

向上に努める。

A
今後の予定や

課題など
引き続き個人情報ファイル簿を更新・公表していく。

　個人情報の保護に関する法律に基づき、個人情報ファイル簿について整備・公表する。

取組内容

令和5年度

（実績）8

個人情報保護事業

令和５年度において、個人情報ファイル簿を１５３件公表した。

令和6年度

（進捗状況）

市ホームページにおいて個人情報ファイル簿を１５３件公表している。
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指標名

マイナンバーカードの

交付申請件数

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

8,213件

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 10,413 千円 決算額 9,492 千円 2,212件

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 10,701 千円 決算見込額 10,701 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

市民窓口グループ

指標名

基準値

（令和元年度）

－

令和5年度目標値

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 千円 決算額 千円

□　令和5年度新規事業

■　令和6年度新規事業

□　継続事業 予算額 3,260 千円 決算見込額 2,880 千円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

議会事務局

指標名

共同処理事務数

基準値

（令和元年度）

51事務

令和5年度目標値

51事務

令和5年度実績値

新規・継続 予算額 0 円 決算額 0 円 51事務

□　令和5年度新規事業

□　令和6年度新規事業

■　継続事業 予算額 0 円 決算見込額 0 円

担当グループ ■ 順調 □ 遅延 □ 完了

企画・情報政策グループ

事業名 事業概要

(5) 広域連携の推進
Ⅱ－③誰もが安全で安心して暮ら

せる持続可能なまちづくり

事業名 事業概要

行政の取組内容 関連するSDGｓ 重点施策（総合戦略の基本目標）

令和5年度

総合評価

A
今後の予定や

課題など

南河内広域事務室の体制見直しをフォローアップすると共に、取り巻く状況や社会環境の変

化にも対応した効率的・効果的な運営について検証を行う。

1

広域連携推進事業

　市民に最も身近な基礎自治体の果たすべき役割が増大していくなかで、大阪府の事務

権限の一部受け入れなどに際して、高い専門性を伴う事務の効率的実施や、市民の利

便性の向上を図るため、南河内3市2町1村（大阪狭山市、富田林市、河内長野市、

河南町、太子町、千早赤阪村）で共同処理を行う体制を構築する。また、構成団体に

おいて既に行っている事務についても共同処理に向けた検討を進める。

取組内容

令和5年度

（実績）

南河内広域共同処理事業について、より強固で効率的な広域連携を行っていくため、令和

6年度からの南河内広域事務室の体制見直しを行った。

令和6年度

（進捗状況）

5月の南河内広域連携研究会において、今年度に実施する南河内広域処理事業の検証

や広域連携を推進するための調査及び研究等に係る実施方針を決定した。

令和5年度

総合評価

B
今後の予定や

課題など
日曜交付を行うなど、マイナンバーカードの交付率向上に努める。

令和5年度

総合評価

今後の予定や

課題など

令和7年3月定例月議会でのタブレット端末等の本格的な運用に向けて、議員の操作研

修、タブレット端末等に関する使用基準等の制定など、適正使用・適正運用のための環境

整備に取り組む。

11

マイナンバー（個人番

号）カード交付事業

　マイナンバー（個人番号）カードの発行を希望された市民に対して、カードの交付を行

う。

取組内容

令和5年度

（実績）

マイナンバーカードの取得を申請された市民に対して、マイナンバーカードを交付した。

令和6年度

（進捗状況）

引き続きマイナンバーカードの取得を申請された市民に対して、マイナンバーカードを交付す

る。

12

議会ICT化推進事業

　議案書、会議資料等に用いる紙資源の使用削減及び印刷・配布に係る業務の効率

化を図るため、本会議・委員会等で用いる議案書等の資料のデジタル化によるペーパー

レス会議のためのタブレット端末を、市議会議員に1人1台整備する。

取組内容

令和5年度

（実績）

令和6年度

（進捗状況）

令和6年6月にタブレット端末の購入に係る契約を締結した。

また、同年7月に文書システムアカウントの購入にかかる契約を締結した。
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